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2)情 報科学 セ ンター






















































































1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実に発展 してきた。その結果,南 極地域観測隊並 び
に極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者から強く要望 さ
れた。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼事務室が設置されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,
極地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組 されてきた。 しかし,我 が国の南極観測事業のより一層の
進展のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究セ ンターが発展的に改組され,大 学共同利用機関として,
国立極地研究所が創設された。


























大学共同利用機関として設置され(国 立学校設置法の一部を改正する法律,昭 和48年 法律第103号),極 地に関する
科学の総合研究及び極地観測を行 うことを目的とする。
2)主 要事業







南極地域観測の中核機関 として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行い,並 びに観測成





















雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
※限 石 研 究 部 門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研究部 門
※寒冷生物学 第二研究部 門
※極 地設 営 工 学 研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
限 石 資 料 部 門




























合 計 1 1 9(6)① ll　 l6} 20 26 13 35 ll6(12①
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 6(6) 6(6) 12 24(12
資 料 系 1 4 5 2 12
北極圏環境研究センター 1① 1 2 1 5①
情 報 科 学 セ ン タ ー 1 1 1 3
管 理 部 18 1 19
事 業 部 6 8 35 49
図 書 室 2 2
(注)()内 は客員教官の定員で外数である。 ○は外国人客員教授で外数である。
〈定員の変遷〉訳 所 長 企調 整 画官 教 授 助 教 授 助 手 事 務 系職 員 技 術職 系口貝 職極地観測口貝 計
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年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,488
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,ll4,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,116 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,ll3,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627




年度 人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 219,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 ll,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,116 1,174,016
60 22,141 1,089,282 1,ll1,423
61 25,042 808,595 833,637
62 28,472 1,409,849 1,438,321
63 27,198 761,209 788,407
元 28,863 725,673 754,536
2 24,793 789,422 814,215
3 27,519 886,916 914,435
4 24,738 883,434 908,172
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研 究 所 配 置 図
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Il].研 究 活 動
国立極地研究所の教官(客 員教官を含む)は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究グループ,気 水圏研究
グループ,地 学研究グループ,生 物学研究 グループ,及 び極地設営工学研究グループに所属 し,研 究に従事している。
各研究グループは,将 来計画の推進,共 同研究の進展,前 年度の研究実績等を踏まえ,年 度ごとの研究計画を立案 し
実行 している。
平成4年 度に行われた研究活動を,「研究」,「国際共同研究等」,及 び 「シンポジウム等」に区分 してまとめた。
「研究」においては,各 研究グループごとに,教 官ごとの研究課題を 「一般研究」に,所 外の研究者との共同研究
の研究課題を 「共同研究」に,文 部省科学研究費補助金による研究課題を 「科学研究費補助金による研究」にまとめ,




「シンポジウム等」では,国 立極地研究所主催の5つ のシンポジウム(極 域における電離圏磁気圏総合観測シンポ
ジウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学シンポジウム,南 極阻石シンポジウム,極 域生物 シンポジウム)の 概要




(1)一 般 研 究
EXOS-D衛 星可視 テ レビによるオーロラ発光動態 の研究 教授 江尻全機,助 手 門倉 昭
オー ロラ観 測衛 星EXOS-D(あ けぼの)に 搭載 されたオー ロラ可視 テ レビカメラ　(ATV-VIS)　 は,衛 星 高度 か ら
広域 に しか も高 時間分解 能(8秒/1フ レーム)で オー ロラを撮像 するこ とが出来 る。測定波長 は酸素 グ リー ンライ
ン(OI557.7nm)で あ る。 これ迄得 られ た総画面数 は約15000に 達 した。 その中で,特 に1991年6月 初 めの磁気 嵐 ・
サブス トームに伴 う現象 について解析研究 をし,次 の ような初期結果 を得 ている。(1)磁 気嵐 の回復期 に於 いてオー
ロラ帯 で小規模 なオー ロラブ レー クア ップがあ り,そ の活動域 が夕方側 に伝搬す るのでな く,夕 方側 に新 たな活動域
が現 れて くる。(2)オ ー ロラ ・オーバルの高緯 度側 に発生 したオー ロラが低緯度 に伝搬 す る と き,非 常 に狭 いMLT
の巾にチ ャンネルが形成 されて,そ のチ ャンネルに沿 って伝搬 する。 それを赤道域 に投影す る と,プ ラズマシー トか
ら環電流領域へ の高 エネルギー粒子 の流 れに対応 するモデルが考 え られる。(3)オ ーロラの微細構造 の動 きが,ロ ー
カルな電場 に支 配 され回転運動 をしている ことを明かにする ことが出来 た。(4)地 球 の リムが視野 に入る と,エ アグ
ローが観 測 されている。
共役点における地磁気変動の統計的特性の研究 教授 佐藤 夏雄
昭和基地一アエデ(ア イスランド)の 地磁気共役点において同時に観測されたフラックスゲー ト磁力計による地磁
気のH(南 北)成 分 を用いて,オ ーロラジェット電流の東西成分の共役性について統計的な解析 を行った。本研究で
は毎月ごとに,地 磁気の静穏時の値からの変動 を地磁気変動量 として定義 した。1989年9月 から1990年9月 の13カ 月
間のデータを用いて,両 観測点における地磁気変動量の共役性の日変化,季 節変化などの統計的特性 を得た。
午後から夜にかけてみられるH成 分の北向き変動(東 向きオーロラジェット電流)は,夏 半球側が冬半球側 より3
～5倍 ほど大きく,ア エデが夏季の18時UT頃 に最 も差が大 きくなる。また,2月 と10月に変動量が等 しくなる。一
方,夜 中から朝にかけて見られるH成 分の南向きの変動(西 向きオーロラジェット電流)は 静穏時には夏半球が冬半
球よりも1.5倍 から3倍 ほど大 きく,4月 と8月 に変動量が等 しくなる。
共役点におけるこれらの非共役な現象は,両 観測点の地理座標の差異による日照条件の違いと良 く一致する。また,




小型短波 レーダーの開発 助教授 山岸 久雄,助 手 行松 彰,教 授 佐藤夏雄
昭和基地大型短波 レー ダー計 画の前段 階 として,短 波 レー ダーの技術 開発,性 能評価,　 OTH海 洋 レー ダー へ の応
用 を考慮 した小型 レー ダー システム を北海道母子 里の名古屋大学太 陽地球環境研 究所母子里観 測所 に同研 究所 との共
同研究 として設置 した。年次計 画 としては,今 年度ア ンテナ4基 及び送受信系 を設置 し,来 年度にアンテナ4基,ビ ー
ム操作装置,デ ー タ収 録系 を増 設す る予定である。
今年度 は7月 にロ グペ リオデ ィックアンテナ4基 と観測小屋 を母子 里観 測所 に設置 した。10月 に200W送 信 ア ンプ
4台 を各 ア ンテナに取 り付 け,観 測小屋 内 に送信 制御 装置 と受信 器 を設置 した。12月 末に北海道電波管理局 よ り無線
局免 許を取得 した。許可 された周波 数は35KOPONと して11,675kHz,17,607kHz,20KOPONとしてll,675kHz,12,ll9
kHz,13,628kHz,15,465kHz,17,607kHz,21,790kHzの6波であ り,い ずれの周波数で もピー ク電力800Wを 送信 で
きる。今年度 は送信 系の低温下での動作状況,許 可 された周波数 におけ るノイズ環境 などを主 に調べた。 システム整
備 が完 了する来年度 にはレー ダー と しての本格的受信が行われ る予定であ る。
極 冠域 にお けるイ メー ジング リオメー タ観測 助教授 山岸久雄,教 授 佐藤夏雄
われわれは降下粒 子の空間分布 を電離層電波吸収領域の形態 と して測定す るイメージングリオメータを開発 し,オ ー
ロラ帯の地磁 気共役観測点で あるアイスラン ド及 び昭和基地 に同装置 を設置 し,観 測 を行 ってい る。
昨年,デ ンマー ク気象研究所 よ り昭和基地,ア イスラ ン ドの磁気子午面 にほぼ位置す る極冠域の観測点,デ ンマ ー
クスハー ブン(グ リー ンラ ン ド東岸)で イメージ ング リオメータの共 同観測 を行 いたいとの打診が あった。
最近,極 冠域 に設置 されたイメージ ング リオメータによ り,惑 星 間空 間磁場 の脈動変化 に対応 した吸収領域 の移動,
ポー ラー キャップパ ッチに伴 う降下粒子領域 など,新 たな現象が観測 されている。 また,オ ーロラサ ブス トームの爆
発相の時 に極冠域 に拡大す るオーロラに伴 い,吸 収領域 は どのように拡大す るかを,オ ーロラ帯 と極冠域 に設置 した
イメー ジングリオメータで調べ るこ とが で きる。 これ らの興味 か ら,わ れわれは受信用配列 ア ンテナを製作 し,国 際
学術研究 「南北両半球へ のオーロラ粒子 エネルギー流入動態 の研究」 の一環 として共 同研究す るこ とに した。本年9
月,デ ンマ ーク気象研究所 ピー ター ・ス タウニ ングによ りデ ンマークス八一ブ ンにイメージ ング リオメー タが設置 さ
れ,良 好 なデータが取得 されている。受信配列 ア ンテナの指 向特性 は極地研 によ り,銀 河電波 を用 いた較正 がおこな
われ,設 計通 りの性能 が得 られているこ とが確認 された。
オーロラ光学観測 による降下電子 エネルギースペ ク トルの推定 助教授 小野高幸,教 授 平澤威男
31次 昭和基地越冬観測 に於 いて取得 された,単 色 オーロラTV・SIT-TV・ 多波長 フ ォ トメー タ観測 デ ー タ をも と
に,降 下電子エ ネルギースペ ク トル を光学観測 よ り求める研究 が進 め られた。特 に多波長 フ ォ トメー タでは許容線 で
ある8446A(OI),N21PG輝帯等 に於 いて20Hzの 高速サ ンプルデー タが得 られ てい るが,こ れ らを用い てダイナ ミッ
クなオーロラ形態 の変化 に対応 する入射電子 エネルギーパ ラメー タを得 る ことを中心 にその解析手法 の開発,オ ーロ
ラ発光 モデル計算 コー ドの開発等 がお こなわれ,オ ー ロラブ レー クア ップに伴 い,降 下 電子 平均 エ ネ ルギ ーが約10
keV上 昇す るこ と,パ ルセーテ ィングオー ロラの点滅に伴 って,平 均 エネルギー も変動 す る こ と等 を明確 にす る こ
とがで きた。
北欧 ロケッ トによるパルセーテ ィングオーロラ中の波動粒子相互作用 に関する研 究
助手 宮 岡 宏,教 授 江尻全機
北欧 ロケ ッ トS-520-14号 機実験(1991年2月12日,ノ ルウェー)で 得 られ たHF帯 プラズマ波 動 お よび オー ロラ
降下粒子観測 デー タの解析 を進 め,パ ル七一テ ィングオー ロラにおける高周波 プ ラズマ波動 一粒子相互作用 の実態 を
明 らかに した。
今 回の観測 によ り,パ ル七一テ ィングオー ロラ中の高周波 プ ラズマ波動 として次 の2種 類 の現象 が確認 された。
(1)UHR周 波数付近 の連続 的デ ィス クリー トエ ミッション(Zモ ー ド波)
(2)広 帯域 ホイスラーモー ドデ ィフユーズエ ミッション
(1)は高度約100km以 上の領域 にお いて,ロ ケッ ト飛翔経路 に沿 ったUHR周 波数(3～4MHz)近傍 で ほ ぼ連 続 的
に観測 された もので,こ れ まで も昭和基地 で実施 した南極 ロケ ッ ト観測 においてデ ィスク リー トオーロ ラ中で確認 さ
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れて きた ものであ る。今 回,パ ルセーテ ィングオー ロラ中において もその存在(励 起 と伝搬)が 明 か となった。 降下
粒子観測 との比 較では,数keV以 下の幅広 いエネルギー範 囲の定常 的な降 り込 み と対応 してお り,こ れ までの南 極 ロ
ケ ッ トによる観 測 とあわせて,こ の タイプのエ ミッションが極域電離層 中でオーロラ活動 の強弱 に依 らず ほぼ定常 的
に生成,伝 搬 す る基本的な波動現 象である ことが実証 された。 なお詳細 にみる と,そ の周波数 スペ ク トルは観測空 間
のUHR周 波数以上 に広が っているため,エ ネルギーの一部 は線形 モー ド変換 を経 て電磁 波 モ ー ドに移 行 して い る も
の と考 えられ る。
(2)のエ ミッシ ョンは,上 昇時(60～180秒)と 下降時(360～480秒)に お いて,　UHR周 波数以下の広帯域で観 測 さ
れ たホ イスラーモー ド波であ り,ダ イナ ミックスベ ク トル上 では ロケ ッ トス ピンと周波数掃引 の位相ず れのため右上
が りのパ ター ンと して現 れてい る。特 に60～120秒 の時 間帯 はロケ ッ トが活発 なパ ルセーティ ングパ ッチ を通過 して
お り,エ ミッシ ョンはその オー ロラパ ッチの カラム内に局在化 している。 この特徴的な右上が りのパ ター ンは,エ ミッ
シ ョンの伝搬 ベ ク トルが磁 力線 に対 し特定方 向 に限定 されている ことを意味 してお り,静 電 的ホイス ラーモー ド波 の
可能性 が高い。
こう したパ ルセー ティングオー ロラ中の降下粒子 による波動粒子相互作用 を反映 した高周波 プ ラズマ波動現象 がパ
ルセー ティングオー ロラ周辺の物 理過程 にいか なる役割 を果た しているかについて,今 後 よ り詳細 な研究 が必要 であ
る。
PPB(ポ ーラーパ トロールバルーン)の 上下運動の数値モデリング 助手 門倉 昭
PPBの 上下運動を追うための数値モデルを作成 している。これまでは,内 部 ガスと気球皮膜それぞれについて熱平
衡を仮定 し,ま た満膨張時にはゼロプレッシャーの条件が即座 に成 り立つように仮定 していたが,よ り現実的なモデ
ルとするために,内 部ガスと気球皮膜それぞれについて温度変化の式の時間発展 を追い,ま た内部 ガス ・外部大気の
拡散流入 ・流出,排 気過程の時間発展の式もモデルに含め計算 を行 った。第30次 隊で行われたPPB実 験結果 とモデル
計算結果との比較を行っている。
EXOS-D　 オーロラ可視光撮像装置の運用及びデータ解析 助手 門倉 昭,教 授 江尻全機
EXOS-D　 (あけぼの)衛 星搭載のオーロラ可視光撮像装置　(ATV-VIS)　 の運用計画作成を行 った。　ATV-VISは
視野内に日照領域が入るのを避けなければならないため,運 用期間 ・時間帯が限定 されてお り,事 前にある程度信頼
性の高い計算を行う必要がある。予測軌道値 より視野が地球上のどの領域 を覆うかを計算するプログラムを作成 し運
用を行 っている。平成4年 度は,1992年12月 から1993年1月 にかけて運用 を行 った。この期間は視野は北半球にあり,
カナダ,ア ラスカにおける地上観測との同時データ解析が期待出来る。
PPBに よる成 層圏電場 の観測 助手 門倉 昭
第34次 隊で行 われた3機 のPPB実 験 の うちPPB4,5号 機 に搭載 された成層 圏電場観測器 の国内における調整 ・機
上処理 ソフ トの作 成等 を行 った。 この観 測器 の主担 当者 は ヒュース トン大 のべー リング教授 である。実験 は,1992年
12月 か ら1993年2月 にかけて昭和 基地 にて行 われ,ア ル ゴス システム を利用 してデータが取得 された。データの編集 ・
国内外 への配送 も担 当 した。機上 ソフ トは正常 に動作 し,3成 分 のベ ク トル電場,キ ャリブ レーシ ョン時 の大気電気
伝導度 の長 時間デー タを取得 する ことが出来 た。
リオ メー タで観測 される混信 と電波伝搬,電 磁波環境 の研究 助手 行松 彰
Riometerで 観 測 されたデー タに混入する30MHzの 混信 について,そ の雑音源 が どこにあるのか は これ まで不 詳 の
ままであった。 この点 を解 明する手 がか りを得 るため,電 離層 モデルを利用 して,レ イ ・トレーシ ングを行 い,各 観
測点 に到達 し得 る電磁波源 の分布 を求 め,観 測 デー タと比較 を行 った。 これに より,観 測 される混信 の有無が このモ
デルで よく説 明で きる ことがわか り,混 信 の出現頻度 とfoF2と の相 関が確認 され,混 信源 の分布が求 め られた。 そ
の他,　EXOS-DのRDMデ ー タとRiometerデ ー タとの比較解析 も始 めた。
HF/VHFレ ーダーによる極域超高層の研究 教授(客 員)小 川忠彦
南極のオーロラ帯から極冠域に至る広範囲の電離圏F領 域プラズマの運動をリモー トセンシングし,極 域電離圏の
みならず,磁 気圏や惑星間空間の様々な物理過程を研究することを目的 として,昭 和基地に大型の短波 レーダーを設
置する計画を前年度に引 き続いて推進 した。このレーダーは,英 国ハーレー基地での短波 レーダー観測や南極大陸で
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の超高層 無 人観 測 と組 み合 わせ る こ とによ り,ま た,北 極 域 に建設 され よ う としてい る多 くの短 波 レー ダ ー群
(Super　DARN)　 との協 同観測 に より,南 北極域 の超高層研究 に大 きく貢献す る もので ある。4年 度で は,計 画 の実
現 に向けて国外 の研究動 向調査,レ ーダー仕様 の検討及 びハ ー レー基地 レーダーを運用 している英国南極局 の関係者
との打 ち合 わせ等 を行 った。残念 なが ら建設予算 はまだ認 め られていないが,ハ ー ドウエ ア とソフ トウエ ア技術 を事
前 に取得す るため,小 型 の短波 レーダーの建設 を開始 し,北 海道 でフ ィール ドテス トを実施 した。
1982年 に昭和基地 に設置 されたVHFド ップラー レーダー(電 離層定常観測:通 信総合 研究 所担 当)は 陳腐 化 が進
んでいたが,4年 度 に更新 の予算 が認 め られた。 これに伴 い,位 相 ア レイア ンテナ方式 による多 ビーム観測 を目指 し
たシステムの建設 を開始 した。1995年2月 の観測開始 を予定 している。上述 の大型短波 レーダーは昭和基地か ら400-
3000kmのF領 域 を観測 で きるが,　VHFレ ーダーは280～450kmのE領 域 を観測で きるので,両 レー ダー を組 み合 わせ
るこ とによ り探査範囲 は大 きく広が る。短波 レーダー建設計画 を是非実現 させ たい もので ある。
南極域 での使用を目的とした無人観測機の開発 助教授(客 員)坂 翁介
熱電発電機による地磁気無人観測機の実用化テス トを第29次 南極観測隊で初めて試みた。この発電機 は灯油を燃料
として燃焼させその熱で半導体を高温に保ち,温 度差によって電力を得る特殊な発電機である。機械的な可動部分が
比較的少なく,寒 冷地での使用の場合余熱が利用出来るという特徴 をもつ。実用化テストは29次隊によってスカルブ
スネス,と っつき岬の沿岸部,内 陸部H-100で おこなわれたあと隔年毎に実施 された。その間実施場所 を,H-180へ
と移 し最終年度にあたる34次隊では,み ずほ基地で熱交換機 による発電機余熱利用のテストを加 え実施 した。これら
の経験の結果,こ の発電機に関 して次の様 な印象を得ている。(1)沿 岸部では高い信頼性 を発揮出来る。(2)内 陸部
では発電機立ち上げが不安定でその長期運転に不安がある。内陸部での燃焼の不安定さは,燃 焼空気の低温化や気圧
の低下に原因があろうと思われるが,推 測の域をでない。
低温(-30度 以下)の 下での発電機の立ち上げの困難さは,現 場以外では理解できない。立 ち上げ環境 を出来るだ
け常温に近づけるため,雪 上車の排気熱を利用するなどの 「仕掛 け」が極めて重要だと痛感 した。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
平 澤 威 男 国立極地研究所 極域超高層 における太陽エネルギー輸送 ・変換過程の研究
イ.一 般共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
島 倉 信 千葉大学(工)・ 助教授 極域ULF～VLF波 動エネルギーの波数空間分布解析
麻 生 武 彦 京都大学(工)・ 助教授 オーロラ立体観測画像の解析
上 出 洋 介 名古屋大学(太 陽地球環境研)・ 教授 オーロラ活動 と極域関連現象の シ ミュレー シ ョン
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 方位測定に基づ く磁気圏プラズマ波動の発生機構の研究
斎 藤 尚 生 東北大学(理)・ 教授 太陽風による地球磁気圏擾乱の研究
坂 翁 介 国立極地研究所 ・助教授(客 員) 南極に於る無人観測装置の開発 ・改良
北 村 泰 一 九州大学(理)・ 教授 極域一赤道擾乱の結合回路の研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
角 村 悟 地磁気観測所 ・主任研究官 地磁気擾乱の共役性についての定量的研究
横 田 俊 昭 愛媛大学(教 養)・ 助教授 オーロラ分光測定器による測定データの解析
菊 池 崇 通信総合研究所 ・課長 イメージ ング リオメー タによる高エ ネルギー粒子の時間
空間分布特性
西 野 正 徳 名古屋大学(太 陽地球環境研)・ 講師 ミルスクロス型ア レーア ンテナ を用 いた イメー ジングリ
オメー タの開発
賀 谷 信 幸 神戸大学(工)・ 助教授 人工衛星 「あけぼの」搭載粒子観測器 と昭和基地地上観
測との協同データ解析
松 本 紘 京都大学(超 高層電波研究セ)・教授 極域における荷電粒子 ビームのダイナミックスの計算機
実験
小 川 忠 彦 国立極地研究所 ・教授(客 員) VHF/HFレ ーダによる極域 プラズマ運動 の研究
徳 丸 宗 利 通信総合研究所(稚 内電波観測所)・所長
南北極域の準 リアルタイムデータを用いた宇宙天気予報
の研究
増 子 治 信 通信総合研究所 ・主任研究官 ミリ波 ・サブミリ波帯電波望遠鏡による南極上層大気環
境の観測および電波天文観測に関する基礎研究
大 家 寛 東北大学(理)・ 教授 衛星 ・地上極域観測データ総合解析 によるオーロラ粒子
加速域のプラズマ分布の研究
金 田 榮 祐 東京大学(理)・ 助手
"あけぼの"衛 星紫外 オー ロラ画像 デー タの高次処理
に基づ く極域擾乱の研究
南 繁 行 大阪市立大学(工)・ 助手 極域 における インフラソニ ック波 の研究
湯 元 清 文 名古屋大学(太 陽地球環境研)・ 助教授 多点地上観測及び人工衛星観測に基づ くオーロラに関連
した磁気圏一電離圏結合過程の研究
平 島 洋 立教大学(理)・ 助教授 オーロラX線 の空間分布および時間変化による磁気圏 ・
電離圏結合の研究
丸 橋 克 英 通信総合研究所 ・部長 大磁気嵐に伴 うサブス トーム諸現象の分類に関する統計
的研究
今 江 理 人 通信総合研究所(関 東支所)・ 室長 南極VLBI実 験
桜 井 亨 東海大学(工)・ 教授 極域および極冠域ULF波 動の研究





研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
山岸 久雄 ・助教授 高緯度共役点観測による太陽風エネル 4～6 平澤 威男
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題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
南極周回気球(PPB) 山上隆正,矢 島信之 宇宙科学研究所報告, 1993











プロ トン磁力計を用いた南極周回気球(PPB)遠山文雄,藤 井良一 宇宙科学研究所報告, 1993
による磁場測定実験 江尻全機,国 分 征 特集第31号,大 気球研究,
秋山弘光,矢 島信之 91-104
カスプにおける磁場変動、　ULF波 動の特徴 桜井 亨,利 根川豊 第3回STEPシ ンポジウム, 1992
遠山文雄,青 山 巌 136-137
巻田和男,江 尻全機
山岸久雄,佐 藤夏雄
林 幹治,国 分 征
ポーラーキ ャップ域 のオーロラ現象 巻田和男,江 尻全機 第3回STEPシ ンポジウム, 1992
佐藤夏雄,山 岸久雄 160-161
桜井 亨,青 山 巌
遠山文雄,利 根川豊
高橋隆男
EXOS-Dに よるATV-VISの 初期観 測結 果江尻全機,門 倉 昭 第3回STEPシ ンポジウム, 1992
小口 高 336-343
南極周回気球(PPB)実 験 一第一次実験江尻全機,矢 島信之 策3回STEPシ ンポジ ウム, 1992
結果 と第二次実験計画一 446-449










題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
南極周回気球実験 一第一ー一次実験の成果 と 江尻全機,矢 島信之 大気球 シンポ ジウム, 1992
第二次実験計画 PPBワ ー キ ン グ ・グ 平 成4年 度,205-208
ル ー プ
南極周回気球(PPB)に よる磁場 のベ ク トル遠山文雄,利 根川豊 大気球 シンポ ジウム, 1992
計測計画 佐藤夏雄,門 倉 昭 平成4年 度,215-220
江尻全機,並 木道義
矢 島信之,　PPBワ ー
キ ン グ ・グ ル ー プ
1992
JARE34PPBに よる電離層電場観測(計 画)門倉 昭,江 尻全機 大気球 シ ンポジウム,




Energy　 parameters　 of　 the　 incident　 auroralT.　 Ono, Antarctic　 Record,　 36,
electrons　 derivedby　 the　 intensity　 ratio　 ofR. Sat ke, 163-180
aUrOral　 emiSSiOnS T.　 Yoshino　 and
T.　 Hirasawa
1992
An　 apparent　 lifetime　 of　 auroral　 630.OnmT.　 Ono　 and J.　 Geomag.　 Geoelectr.,　 44,
(OI)　 emissions T.　 Hirasawa 91-108
1993
New-type　 Echoes　 observed　 with　 the　 50M.　 Kunitake, Proc.　 NIPR　 Symp.　 UpPer
MHz　 Auroral　 Doppler　 Radar　 at　 SyowaT.　 Tanaka, Atmos.





題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Phase　 relationship　 between　 ionospheric山岸久雄,坂 翁介 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
electric　 field　 and　 the　 energetic　 electronE.　 Ni sen,　 M.　 Kosch圏学会
..,
preclpltatlon　 at　 the　 time　 Of　 Pc-5　 pulsa一
tion
昭和基地付傍の多点観測によるPc5地 磁気脈加藤賢一,青 山 厳 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
動の誘導電流の影響 利根川豊,佐 藤夏雄 圏学会
坂 翁介
Rocket　 and　 ground　 observations　 of　 a　morn一宮岡 宏,江 尻全機 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
ingside　 pulsating　 aurora　 with　 the　 S-520-14森岡 昭,大 家 寛 圏学会
sounding　 rocket　 at　 Andσya,　 Norway三 宅 亘,佐 川 永 一ー一
遠山文雄,鶴 田浩一郎
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
「あけぼの」オーロラ可視光撮像装置 門倉 昭,江 尻全機 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
(ATV-VIS)が とらえたオーロラの動態金田栄祐,山 本達人 圏学会
小口 高
「あけぼの」ATV班
アイスラ ン ドオーロラステ レオ観測画像 の解 麻生武彦,江 尻全機 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4




地上オーロラ観測による降下電子エネルギー 小野高幸,佐 竹龍介 第91回 地球電磁気 ・地球惑 星 1992.4
の推定2.オ ー ロラブ レー クアップにお け る平澤威男 圏学会
降下電子平均エネルギーの変化
サブス トームの発達に於ける分光特性の変化 岡村 宏,江 尻全機 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
圏学会
サブス トームの発 達 に伴 うオーロラオーバ ル 平澤威男
の形態変化
ニ ー オ ー ル ソ ン(L～16)に お け る イ メ ー ジ吉川博喜,西 野正徳 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
ングリオメータの性能評価 と吸収画像表示 佐藤 貢,田 中義人 圏学会
小口 高,山 岸久雄
J.　A.　 Holtet
地上及び人工衛星で同時観測 されたオーロラ 六山弘一,平 澤威男 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
サージの動態解析 小野高幸,芳 野越夫 圏学会
南極昭和基地における熱圏ダイナミックスの 中島英彰,福 西 浩 第91回 地球電磁気 ・地球惑 星 1992.4
ドップラースペ ク トルの特性(1) 岡野章一,小 野高幸 圏学会
昭和基地 オーロラ レー ダエ コーの ドップ ラー 國武 学,田 中高史 第91回 地球電磁気 ・地球惑 星 1992.4
スペ ク トルの特性(1) 五十嵐喜良,山 本伸一 圏学会
前野英生,小 川忠彦
沿磁力線電流構造から見たPc5脈 動 坂 翁介,飯 島 健 第91回 地球電磁気 ・地球惑 星 1992.4
圏学会
Icelandで 観 測 さ れ たELF　 chorusの 偏 波 お よ今井雅人,島 倉 信 第91回 地球電磁気 ・地球惑 星 1992.4
び電離層透過域について 佐藤夏雄,早 川正士 圏学会
磁気圏内への高エネルギー電子注入に付随 し 坂 翁介,魚 住禎司 第91回 地球電磁気 ・地球 惑星 1992.4
励起される圧縮非圧縮性HM波 動 佐 藤 夏 雄,N.　 Baker 圏学会
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
オメガ電波の周波数偏移解析による下部電離 川上 登,島 倉 信 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
層擾乱動態の考察 佐藤夏雄,山 岸久雄 圏学会
早川正士
ダイアナ期間における電離圏の様相 小川忠彦,大 谷 晃 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
永井清二,國 武 学 圏学会
30MHz　 Riometerの 混信 の定量 的評価 とその行松 彰,江 尻全機 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
起源 門倉 昭,荒 木 徹 圏学会
共役点における地磁気変動比の日照効果の影 橋本久美子,佐 藤夏雄 第91回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.4
響 成瀬昌彦 圏学会




林 幹治,国 分 征
ポー ラーキ ャップ域 のオー ロラ現 象 巻田和男,江 尻全機 第3回STEPシ ンポジウム 1992.5
佐藤夏雄,山 岸久雄
桜井 亨,青 山 巌
遠山文雄,利 根川豊
高橋隆男
EXOS-Dに よるATV-VISの 初期観測結果江尻全機,門 倉 昭 第3回STEPシ ンポ ジウム 1992.5
小口 高
南極周回気球(PPB)実 験 一第一次実験結江尻全機,矢 島信之 第3回STEPシ ンポ ジウム 1992.5
果 と第二次実験計画一






Energy　 Parameters　 of　 Auroral　 Electrons小野高幸 1992　 STEP　 Symposium/　 5　th1992.8
Derived　 by　 using　 the　 Intensity　 Ratios　 of COSPAR　 Colloquium,　 LaureL
Auroral　 Ernissions Maryland,　 U.S.A.
NNSS衛 星MUレ ー ダに よる電 離圏 波動 の 同小川忠彦,大 高一弘 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
時観測 高見友幸,山 本泰史 圏学会
山本 衛,深 尾 昌一郎
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
12/20GHz電 離圏 シ ンチ レーシ ョンと赤道 異西牟田一三,小 川忠彦 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
常 との関係 皆越尚記 圏学会
熱圏中性風の季節 ・太陽活動依存性 猪木誠二,小 川忠彦 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
圏学会
Numerical　 Modeling　 of　 the　 Vertical　 Mo一門倉 昭 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
tion　 of　 a　Polar　 Patrol　 Balloon　 Its　 Appli一 圏学会
cation　 to　the　 Experiment　 in　January,1990









MUレ ーダーによるE領 域沿線磁力線イレギュ古茂田典夫,山 本衛星 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
ラリテイの波動構造の研究 小川忠彦,津 田敏隆 圏学会
深尾昌一郎
南極昭和基地 にお けるオーロラブ レークア ッ 中島英彰,福 西 浩 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
プに伴う熱圏風速と温度の観測 岡野章一,小 野高幸 圏学会
Satellite　 and　 Ground　 Signature　 of　 Elec一佐藤夏雄,坂 翁介 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
tron　 Flux　 Modulations　 by　 Troidal　 Pc5山岸久雄,ベ イカー 圏学会
Pulsation　 in　the　 Morning　 Sector
A　 local　 excitation　 of　 pulsations　 by　 the坂 翁介 第92回地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
plasma　 sheet　 particle　 injections　 as　 ob一 圏学会
served　 by　 the　 ground　 magnetometers　 at
dip-equator　 and　 at　 aurorl　 zone
オー ロラブレイクアップ と赤道Pi2脈 動 魚住禎司,坂 翁介 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
圏学会
CHARACTERISTICS　OF　 POLAR　 CUSP桜井 亨,利 根川豊 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
ULF　 WAVES　 AND　 MAGNETIC　 FIELD加藤賢一,巻 田和男 圏学会




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
地磁気静穏時 にお けるオーロラ ・オーバ ル の 平澤威男 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.10
形態変化 圏学会
地上 オー ロラ観測 による降下電子エ ネルギー 小野高幸,守 島 圭 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.12
の推 定3.オ ー ロラ粒 ダイナ ミックス理 解 國分 征,平 澤威男 圏学会
への応用
オー ロラア ー クの西 端 にお け る50MHzレ 五ー十嵐喜良,小 川忠彦 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.12
ダ エ コ ー 圏学会
Conjugacy　 of　 auroral　 absorption　 irnages山岸久雄,山 崎一郎 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.12
observed　 by　 a　geornagnetic　 conjugate　 pair西野正徳,菊 池 崇 圏学会
of　imaging　 riometers 佐藤夏雄
Analysis　 on　 Auroral　 Conlugacy　 using　 TV港屋浩一,小 野高幸 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.12
data　 from　 Multi-stations　in　 l991 佐藤夏雄,山 岸久雄 圏学会
藤井良一,巻 田和男
芳野赴夫
GPS・NNSS衛 星を利用 した電離圏共役点観國武 学,大 高一弘 第92回地球電磁気 ・地球惑星 1992.12




南極昭和基地 におけるオーロラブ レークア ッ 中島英彰,福 西 浩 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.12
プに伴う熱圏風速 と温度の観測 岡野章一,小 野高幸 圏学会
30MHzの 混信 の発生源 につ いて 行松 彰,江 尻全機 第92回 地球電磁気 ・地球惑星 1992.12
門倉 昭,荒 木 徹 圏学会
HFレ ー ダー グローバ ルネッ トワーク観測 山岸久雄 佐藤夏雄 STEシ ンポ ジウム 1992.9
五十嵐喜良,小 川忠彦
西野正徳,田 中義人
パ ルセーテ ィングオー ロラ中の波動粒 子相 互 宮岡 宏,森 岡 昭 科学衛星 ・宇宙観測シンポジ 1992.7
作用 と電子 密度構 造 …北 欧 ロ ケ ッ トS-520一大家 寛,佐 川永一 ウム
14号機観測結果… 三宅 亙,江 尻全機
鶴田浩一郎
EXOS-D　 (あけぼの)PWS観 測の成果大家 寛,森 岡 昭 科学衛星 ・宇宙観測シンポジ 1992.7




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
地磁気 静穏 時 におけ るオーロラ ・オーバ ルの 平澤威男 第16回 極域における電離圏 1992.12
形態変化 磁気圏総合観測シンポジウム
DMSP　 and　 ground　 photornetric　 observa一宮岡 宏,平 澤威男 第16回 極域における電離圏 1992.12
tions　 of　 the　 low-latitude　 aurora湯元清文,田 中義人 磁気圏総合観測シンポジウム
イメージ ング リオメー タに よるオー ロラ吸収 山岸久雄,山 崎一郎 第16回極域における電離圏 1992.12
画像の地磁気共役点観測 西野正徳,菊 池 崇 磁気圏総合観測シンポジウム
佐藤夏雄
ニ ー オ ル ス ン(L=16)の イ メ ー ジ ン グ リ オ西野正徳,田 中義人 第16回 極域における電離圏 1992.12
メータによる昼間側オーロラ吸収画像の特性 小口 高,山 岸久雄 磁気圏総合観測シンポジウム
イメー ジングリオメータ と地上多点観測 によ 加藤賢一,山 岸久雄 第16回 極域における電離圏 1992.12
るPc5地 磁気脈動 とCNA 利根川豊,佐 藤夏雄 磁気圏総合観測シンポジウム
坂 翁介
赤道域ULF　 pulsationsと プ ラズ マ シー ト粒渡辺 修,坂 翁介 第16回極域における電離圏 1992.12
子 のイ ンジェクシ ョン 磁気圏総合観測 シンポジウム
混信の発生源について 行松 彰,江 尻全機 第16回極域 における電離圏 1992.12
門倉 昭,荒 木 徹 磁気圏総合観測シンポジウム
オー ロラステ レオ観 測画像 の トモ グラフ ィー 麻生武彦,薮 哲郎 第16回 極域における電離圏 1992.12
解析手法について(IV) 橋本 岳,阿 部 稔 磁気圏総合観測シンポジウム
江尻全機,宮 岡 宏
小野高幸,山 岸久雄
オーロラ光学観測による降下電子エネルギー 小野高幸,守 嶋 圭 第16回極域における電離圏 1992.12
パ ラメータの推定 とオーロラ粒子 ダイナ ミッ 國分 征,平 澤威男 磁気圏総合観測シンポジウム
クス理解への応用
オーロラ輝線強度比から推定される降下電子 守嶋 圭,小 野高幸 第16回極域における電離圏 1992.12
の平均 エネルギー,数 フラックス,全 エ ネル 國分 征,平 澤威男 磁気圏総合観測シンポジウム
ギーフラ ックスの関係
多点観測TVデ ータを用いた南北共役 オーロ港屋浩一,小 野高幸 第16回 極域における電離圏 1992.12
ラの解析 佐藤夏雄,山 岸久雄 磁気圏総合観測シンポジウム
藤井良一,巻 田和男
芳野越夫
オ ー ロラア ー クに伴 う50MHzレ ー ダの ダブ五十嵐喜良,小 川忠彦 第16回 極域における電離圏 1992.12
ルス ピー ドスペ ク トル 磁気圏総合観測シンポジウム
POLAR　 PATROL　 BALLOON　 PROJECT江尻全機,矢 島信之 第16回 極域における電離圏 1992.12
IN　JAPAN PPBWGチ ーム 磁気圏総合観測シンポジウム
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
太陽風圧力振動 に起 因するグローバルPc5 坂 翁介,飯 島 健 第16回極域における電離圏 1992.12
振動 磁気圏総合観測 シンポジウム
第34次 隊によるPPB実 験 における磁場観測計遠山文雄,利 根川豊 第16回極域における電離圏 1992.12
画 佐藤夏雄,門 倉 昭 磁気圏総合観測シンポジウム
江尻全機,並 木道義
矢 島信之,PPBW.G.






ゴッ ドハブ ンで観測 したポー ラカスプULF波 桜井 亨,巻 田和男 第16回 極域における電離圏 1992.12
動および磁場変動の昼側励起およびこれに関 加藤賢一,山 岸久雄 磁気圏総合観測シンポジウム
達 したオー ロラ活動
南極大陸におけるサブ ミリ波天文観測の可能 長谷川哲夫,林 正彦 第16回 極域における電離圏 1992.12
性の検討 落合 啓,増 子治信 磁気圏総合観測シンポジウム
丸橋克英,江 尻全機
ミリ波、サブミリ波電波望遠鏡による南極成 落合 啓,増 子治信 第16回 極域における電離圏 1992.12
層圏大気観測計画 丸橋克英,長 谷川哲夫 磁気圏総合観測シンポジウム
林 正彦,江 尻全機







南極周回気球実験 一第一次実験の成果と第 江尻全機,矢 島信之 大気球 シ ンポジウム 1992.12
二次実験計画 PPBワ ー キ ン グ ・グ
ル ー プ
南極周 回気球(PPB)に よる磁場 のベ ク トル遠山文雄,利 根川豊 大気球シンポジウム 1993.12
計測計画 佐藤夏雄,門 倉 昭
江尻全機,並 木道義
矢島信之
JARE34PPBに よる電離層電場観測(計 画)門倉 昭,江 尻全機 大気球シンポジウム 1993.12
E.A.ベ ー リ ン グ
藤井良一,利 根川豊
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Cusp　 ULF　 waves　 and　 magnetic　 field桜井 亨,巻 田和男 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
variations 加藤賢一,山 岸久雄 会
赤道Pi2脈 動 とオー ロラブ レイクア ップ 坂 翁介,魚 住禎司 地球惑星科学関連学会合同大
会
1993.3
プラズマ シー トの粒子侵入による時期脈動 渡辺 修,坂 翁介 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
(Pi2,pc3-4)の 励 起 D.N.Baker 会
JARE34PPBに よる電場観測結果(速 報)門倉 昭,江 尻全機 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
E.A.Bering, 会
J.R.Benbreek,
藤井良一,遠 山文雄 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
利根川豊, 会
PPBグ ルー プ
Precipitaion　 of　 low　 energy　 electrons　 as　 an宮岡 宏,平 澤威男 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
excitation　 source　 for　 the　 low-latitude湯元清文,田 中義人 会
aurora　 on　 Oct.　 21,　 1989 F.Creutzberg
グリー ンラン ド高緯度 にお けるオーロラの特 巻田和男,山 岸久雄 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
性(1) 江尻全機,桜 井 亨 会
Propagation　 of　 compressional　 Pc3高橋主衛 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
pulsations　 from　 space　 to　 the　 ground:AB.J.Anderson 会
case　 study　 using　 multipoint　 measurementsP.　T.　Newell
山本達人,佐 藤夏雄 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
会
イメー ジ ング リオ メー タで観測 されたCNA 加藤賢一,山 岸久雄 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
脈動 と地上多点で観測 されたPc5地 磁気脈動利根川豊,佐 藤夏雄 会
坂 翁介
北欧 ロケ ットS-520-14号 機によるパルセーティ鈴木裕武,平 島 洋 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
ング ・オーロラのX線 放射特性 江尻全機,宮 岡 宏 会
山岸久雄,山 上隆正
小玉正弘
広域 オーロラ観測 キ ャンペー ン 林 幹治,國 分 征 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3









題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月




北極域 におけ るイメー ジングリオメー タネ ッ 山岸久雄 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
トワー ク観 測 P.　 Stauning 会
西野正徳、加藤賢一
5577A輝 線 の時定数解析 に よるパルセー テ ィ小野高幸、平澤威男 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
ングオーロラ発光高度の推定山 会
オーロラ輝線強度比から推定される降下電子 守嶋 圭、小野高幸 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
のエ ネルギーパ ラメー タの関係 國分 征、平澤威男 会
南極周回気球(PPB)に よる磁場のベク トル遠山文雄、利根川豊 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3









30MHzの 混信 と電離層モデルとの比較 行松 彰、江尻全機 地球惑星科学関連学会合同大 1993.3
門倉 昭、荒木 徹 会




(1)一 般 研 究
北極雪氷圏の年々変動の研究 教授 小野延雄
地球規模の気候や環境の変化は極域に顕著に現れるが、年々変動も増幅 してトレンドを覆い隠すので,ノ イズ的年々
変動の原因と特性 を明らかにする研究が重要になる。温暖化 トレンドの抽出には,気 温の積分効果を反映する雪氷圏
の応答が利用できると考えた。北半球海氷域の年々の変動を分析 して,北 半球海氷域を2分 する面積増減のシーソー
現象を伴いながら,年 々変動をしていることを明らかにした。氷河や氷床の消長と気候とのかかわりについても考察
を行 った。
南極氷床,白 瀬氷可流域の質量収支とその変動に関する研究(1)教 授 渡邉興亜
白旗氷河流域は南極氷床における単元流域の一つであり,南 極氷床の質量収支研究においてはこうした単元流域の
質量収支状態,酒 養機構の地域的特性の解明が重要である。白旗氷河流域ではわが国の雪氷研究者によって二十数年
にわたる観測があり,こ の流域の氷床状態;表 面地形,基 盤地形,氷 厚分布など基礎的情報;表 面堆積速度分布,堆
積機構の地域特性分布,表 面層の堆積構造 と堆積速度変動など酒養過程情報;氷 床表面の流動量分布,表 面歪分布な
ど氷床の動力学的特性情報が集積 され,南 極氷床のなかでも最 も高密度な情報が得 られている地域の一つである。
現在,こ の地域の雪氷学的諸情報 を集積 し,そ の集大成 としてフォリオ ・シリーズの刊行を予定 しており,本 研究
者を中心に各種情報の地域分布解析,地 理,気 候などの基本的情報 との相関解析,流 域全体 としての質量収支解析な
どを進めている。本研究は平成五年度に完了する。
グ リーンラン ドによる,　Site-Jコ アの解析 による過去450年 の環境変動
助教授 藤井理行,助 手 神 山孝吉,教 授 渡邉興亜
1989年5月 か ら6月 にかけて,グ リー ンラン ド氷床南西部のSite-J(66°51.9/N,46°15.9/W,2,030m)において,
氷床 コア掘削 を実施 し,206.6mと101.6rl1の コアサ ンプル を得 た。
酸素 同位体組成 に よる気温の変動 は,1760年 頃 までの寒冷期,1800年 頃の温暖期,1820年 頃 か ら1910年 頃 まで継 続
した寒冷期,1940年 以降の温暖期が読み取れ る。　Site-Jの 傾 向 は,グ リー ンラン ドのCreteコ アの酸素同位 体 組成 の
変動傾 向に近 いが,1800年 頃の高い酸素同位体組成が特徴であ る。1830年 頃か らの温暖化 は1940年 代 にピー クに達 し
ているが,こ れは小 氷期か らの気温の戻 り,す なわ ち長期の気温変動の ゆらぎの範囲 にあ ると考 えられ る。
コアのpHは,火 山 シグナ ルを示す とともに,19世 紀末頃か らの降水の酸性化 を示 してい る。 この酸 性化 傾 向 は,
硫酸 イオ ン濃度 が19世 紀後半か ら,ま た硝酸 イオン濃度が1950年 代か ら増加 してい ることに対応 してい る。 これ らは
主 として,石 炭 と石油(デ ィーゼ ル車)の 燃焼 にそれぞれ起因す ると考 えられ る。
サ ンプル融解水 の電気伝導度 は,1850年 頃か ら暫増傾向 を示 してい る。 これ は,19世 紀末か らの酸性度 の増加 と と
もに,大 気 を通 して氷床 に輸送 され た融解性の諸物質の増加 を反映 している。固体微粒子の うち1μm以 上 の大粒子
が占める割合 は,19世 紀後半か ら増加 してお り,硫 酸 イオン濃度 の増加時期 とほぼ一致 している。1850年 頃か らの電
気伝 導度の増大 は,Ca,　 Mgイ オ ンの増加時期 とほぼ一致 している。
人工衛星放射観測(ERBE)デ ータか らみ た南極域 にお ける雲 ・海氷の放射効果
(NASAラ ングレー研 究 センター滞在 中に実施)助 教授 山内 恭
海氷 そ して雲は,極 域の放射収支 を強 く左右 してい るが,そ の影響 の仕方 は必ず しも明確 になっていない。衛星か
らの観 測で も最 も難 しい ところで,気 候のモ デリングの際 にも問題が多 々残 され ている。
衛 星に よるEarth　 Radiation　 Budget　 Experiment　 (ERBE)　 デー タを中心 に,雲 や海氷 の南 極域 の放 射収 支 に対
する影響 を調 べた。
1.雲 の寄与:海 氷上での雲/晴 天域の導出(ISCCPの 雲量,　ERBEのscene　 identification)　 には依 然不確 か さが
あるので,と りあ えず開水面上での雲の放射強制力(平 均状態 と晴天 との差 と して定義)を 見 た。'87年10月 の
例 だが,60-65°Sで,大 気上端 のアルベー ドは約31%増 加,外 向 き長波長放射(OCR)　 は38W/㎡ 減少 で,正
味54W/㎡ の減少 と,全 球で も特 に強い冷却 となってい る。
2.海 氷 の寄 与:海 氷密接度 と大気上端での放射の関係 を調べ た。海氷0%か ら100%へ の変化 に よる影響("ef－
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fectiveness"と 定義)は,同 じ60-65°Sで,ア ルベー ドは約19%増 加,　OLRは8W/㎡ の減 少 と,ア ルベ ー ド効
果が強 く,正 味約50W/㎡ の冷却 となっている。但 し,こ れは現実 の雲分布 の下 での寄与 であ り,独 立 の効果 で
はない。参考 にISCCPの 雲分布 を見 る と,開 水面上 では雲量80%程 度 が,海 氷上 では70%強 と,い くぷん雲 量 が
少な くな っているが,総 じて雲は多い。
3.ま とめ:南 極海域 の雲は,夏,大 きい負 の放射 強制力 を示 す。 これに比べ,海 氷 の影響 は,雲 の下 では小 さEI
だが,独 立には短波長では雲 と同程度か,そ れ以上 である。雲 の存在 が海氷 の寄与 を半分以下 にマスクす る と共
に,雲 量 自体 が海氷 上で少な く,海 氷 の影響 を見 かけ上,さ らに小 さくしている可能性 がある。一方,海 氷 の存
在 は,雲 の,特 に短 波長の放射 強制力 を著 しく小 さくする作用 を果 た している。最終 的には,雲 の分布 と海氷 の
分布 に どうい う関係 があるのか,そ の関係 が気候 変化 に どう応答 するか,　Ice　albedo　 feedbackが 実 は ど うなっ
ているかが,問 題 である。
極域 の雲 と降水 の研 究 助手 和 田 誠
ACR期 間の1987年 か ら1989年 までの3年 間マイ クロ波放射計 に よる観測 を行 った。 しか し放 射計 のデ ー タに はい
ろいろな ノイズが含 まれてお り,長 期の気柱雲水量値 を求め るため にはデー タの吟味が必 要であ る。1988年 の2月 か
ら12月 までの,マ イ クロ波放射計 に よる気柱雲水量 の観 測 デー タの ま とめ を行 った。 この期 間は19.35GHzお よび
37.OGHzの2台 の放射計 が観 測に用 い られた。2つ の波長 か ら原理 的には大気 中の気柱雲水量 と可降水量が求 まる。
しか し可降水量 の変動 が極域 では小 さいこ と,放 射計 の内部 の恒温槽が周 囲の影響 を受 け長期 の安定性 に問題が ある
こと等,が あ り実 際には可 降水量 を求 めるこ とはで きなかった。 またア ンテナに雪が積 もり溶 けてデータが異常 にな
る(特 に37.OGHz)こ とがある。 これ らの問題点 があるので,2台 の放射計 のデータか ら正常 と判断 されるデータを
選 び気柱雲水量 を求めた。
気柱雲水量 は月ご との値 で表 わ した。 欠測,デ ー タ異状が あるので 月の総量で はな く月平均 の時 間当 た りの気柱雲
水量 である。2月 か ら12月 の気柱雲水量 の値 を見 る と大 きく2つ のケースに分 けるこ とが出来 る。即 ち3,4,5,
11月 の時 間平均気柱雲水量 が6mg/c㎡ 以上の月 と,5mg/c㎡ 以下のそれ以外の月であ る。 この2つ の ケー スで は時 間
平均気柱雲水量 が2倍 近 くも異 なるこ とが ある。 この原 因を考 えると冬の期間気柱 雲水量が少 ないの は気温が低 く水
蒸気 の絶対量が少 ないこ と,低 温 のため水 は雪 になって しまうことが多い ためで はないか と考 えられ る。3,4,5,
ll月 に多 い原 因は,こ れ らの月は擾乱が昭和基地 に来やすい月であ る。 この ことは下層 雲量 が多い ことか らも判 る。
このため水 を多 く含 んだ発達 中の擾乱 によ り気柱雲水量が多 くなるもの と思われ る。
雪氷コアに含まれる気候変動の指標に関する研究 その1助 手 本山秀明
氷床内陸部の酒養源として,降 雪(地 吹雪を含む)と 地表付近で形成される表面霜があ り,後 者の量 も無視できな
い。1992年6月5日 から23日 にかけてグリーンランド頂上部で採取 された表面積雪(地 吹雪 と表面霜)の 化学主成分
を分析 した。その結果,陰 イオンに注目すると,表 面霜は塩素イオンが少なく硝酸 イオンと硫酸イオンが9割 近 くを
占める。一方,降 雪は塩素イオンの割合がより多 く,時 には5割 近 くを占め,海 洋の影響 を強 く示す。 これらから,
氷床内陸部の雪氷 コアを解析する際には,表 面に堆積する雪が生成 される起源 とその量比(酒 養機構)を 明らかにす
る必要があることが判明した。
昭和基地北方沖の海氷域内開水面における海氷生産 と海洋構造 助手 牛尾収輝
31,32次 越冬隊によって取得 された,通 称 「大利根水路」の水温プロファイルデータ及び砕氷船 「宗谷」,「ふ じ」,
「しらせ」による夏季各層観測データを解析 した。開水面が頻繁に形成される海域では,ほ ぼ結氷温度に達 した均質
な混合層が300m以 上まで形成されていた。これは定着氷下の対流混合層の厚 さよりもかな り大 きい。 また大陸斜面
域においては低緯度海域起源の暖深層水が流入 している様子 も捉えられていた。大利根水路の対流混合層は溶存酸素




実験を行った。実験条件 として気温,風 速,塩 分を変え,水 温,氷 の生産速度を測定 した。その結果,強 風 ・高塩分
であるほど水中氷の生産が盛んになり,氷 生産速度は過冷却度の増大とともに大きくなった。この過冷却状態が発生
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し,維 持 されるメカニズムを結氷温度近傍 にある海水の物理的性質によって解釈 を試みた。塩分25パ ー ミル以上の海
水は過冷却すると,結 氷温度にある海水よりも密度を増す。加えて水面上を吹き続ける強風が密度的に不安定となっ
た過冷却水 を下層へ効率よく輸送 し,水 中で微細な氷晶を発生させる。このことが開水面の維持 を促進し,過 冷却状
態が長時間維持 される。また過冷却水の密度不安定化の傾向は塩分の増大とともに大きくなるという特性も導かれた。
このような海水の過冷却と水中氷生産が沿岸ポリニアの対流過程に寄与 していると考えられる。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
川 口 貞 男 国立極地研究所 ・教授 極域の気候変動に関する総合研究
イ.一 般共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 山 明 博 気象研究所 ・主任研究官 衛星の多波長データによる極域の雲の検出と雲パラメーターの推定
福 西 浩 東北大学(理)・ 教授 極域オゾン関連微量気体成分観測用 レーザーヘテロダイン分光計の開発
山 下 晃 大阪教育大学 ・教授 南極における雪結晶の観測結果の解析 とその成長機
構の研究
松 本 正 北海道工業大学 ・学長
衛 星に よる雪氷のマイクロ波 リモー トセ ンシングデー
タの処理 と解析 に関する研究
近 藤 豊 名古屋大学(太 陽地球環境研)・ 教授 南極 オゾンホールの変動
三 宅 秀 男 北海道大学(水 産)・助教授 海洋循環にかかわる極海の役割
金 森 悟 名古屋大学(水 圏研)・ 教授 みずほ氷床コアの地球化学的研究
忠 鉢 繁 気象研究所 ・主任研究官 極夜域におけるオゾンの変動
西 辻 昭 室蘭工業大学(工)・ 教授
気象 レーダエコーを用いた降水強度の推定に関する
研究
浦 塚 清 峰 通信総合研究所 ・主任研究官
南極における雪氷の電波工学
一深層氷床のリモー トセンシングー
佐 藤 和 秀 長岡工業高等専門学校 ・助教授
氷床雪氷層の物理的 ・化学的組成の変動に関する研
究
山 内 恭 国立極地研究所 ・助教授
MOS-1衛 星データ利用による極域大気 ・雪氷圏
の解析手法に関する研究
中 澤 高 清 東北大学(理)・ 助教授 南極域における温室効果気体の挙動に関する研究
成 瀬 廉 二 国立極地研究所 ・助教授(客 員) 氷床動力学的情報の観測技術の開発
加 藤 喜 久 雄 名古屋大学(水 圏研)・助教授 最終氷期の気候変動における大陸氷床の役割
巻 出 義 紘 東京大学(ア イソ トープ総合 セ)・ 教授 氷床コア試料中微量気体の分析
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
西 尾 文 彦 北海道教育大学(釧 路分校)・ 教授 衛星SAR映 像データの極域雪氷研究への応用
前 晋 爾 北海道大学(工)・ 教授 マイクロ波と高周波誘電率測定による氷床コア解析
法の開発研究
上 田 豊 名古屋大学(水 圏研)・教授 雪氷コアによる過去の地球環境復元に関する基礎的
研究




研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
渡 邉 興 亜 ・教授 北極圏における大気一雪氷間相互作用 とその変
動の研究
3～4 藤 井 理 行
青 木 周 司
牛 尾 収 輝
イ.一 般研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
渡 邉 興 亜 ・教授 南北両極の雪氷コアを用いた過去1000年 の気候 ・
環境システムの変動に関する研究
2～4 藤 井 理 行
神 山 孝 吉
本 山 秀 明
川 口 貞 男 ・教授 極域におけるオゾンの輸送機構の研究 4～6 和 田 誠
青 木 周 司
神 沢 博
ウ.奨 励研 究(A)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 備 考
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昭和基地におけるオゾン量および月平均風の 川平浩二,廣 岡俊彦, 日本気象学会 1992.5
経年変化 神沢 博
ポ ー ラ ー ・パ ト ロ ー ル ・バ ル ー ン に よ る1991 神沢 博,藤 井 良一, 日本気象学会 1992.5
年の オゾンホール観測実験(1)ト ラジェク トリー山崎孝治,山 中大学
解析
ポ ー ラ ー ・パ ト ロ ー ル ・バ ル ー ン に よ る1991 林 政彦,村 田 功, 日本気象学会 1992.5
年の オゾンホー ル観測 実験(2)オ ゾ ンお よび藤井良一,岩 坂泰 信,
PSCsの 観測データ解析 近藤 豊,神 沢 博





南極氷床コア中の過酸化水素濃度の変動 渡辺幸一,神 山孝吉, 日本気象学会 1992.5
佐藤和秀,渡 邉興亜,
安成哲三
南極域における大気中のCO,の 炭素同位体比中澤高清,村 山昌平, 日本気象学会 1992.5








MOS-1デ ータに よる南極域海氷変動の解押 山知之,山 内 恭, 気水圏シンポジウム 1992.7
析 小野延雄,安 成哲三
海氷映像の画像処理 村本健一郎,松 浦弘毅,気水圏シンポジウム 1992.7
小杉正貴,遠 藤辰雄,
下田春人,小 野延雄




題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
リュツ ォ ・ホルム湾定着下 の流 れ と海洋構造 大島慶一郎,河 村俊行, 気水圏シンポジウム 1992.7
滝沢隆俊,牛 尾収輝
リュツォ ・ホ ルム湾の海氷成長 河村俊行,大 島慶一郎, 気水圏シンポジウム 1992.7
牛尾収輝,滝 沢隆俊
北極海の海氷域分布の変動特性 小野延雄 気水圏シンポジウム 1992.7
北極圏スバルバール諸島の氷河表面放射温度 高橋修平,榎 本浩之, 気水圏シンポジウム 1992.7
観測(1991) 小林俊一,東 久美 子,
渡邉興亜
スピッツベ ルゲ ン ・ブ レッガー氷河内の水 の 小林俊一,高 橋修 平, 気水圏シンポジウム 1992.7
挙動 榎本浩之,東 久美子,
渡邉興亜
ス ッピッベルゲ ン ・ニーオルス ン周辺氷 河 に 東久美子,榎 本浩之, 気水圏シンポジウム 1992.7
おける表面積雪の化学成分 亀田貴雄,高 橋修平,
小林俊一,渡 邉興亜




北極圏スバールバル諸島の気温変動 榎本浩之,高 橋修平, 気水圏シンポジウム 1992.7
小林 俊一,東 久美子,
渡邉興亜
南極昭和基地付近の降雪雲の季節変動 小西啓之,和 田 誠, 気水圏シンポジウム 1992.7
遠藤辰雄
リュツ ォ ・ホルム湾 に形成 される沿岸 ポ リニ 牛尾収輝,滝 沢隆俊, 気水圏シンポジウム 1992.7
ア域の海洋構造 大島慶一郎,河 村俊行
氷山近傍で観測 された水温 ・塩分のステップ 大 島慶一郎,河 村俊行, 気水圏シンポジウム 1992.7
構造 滝沢隆俊,牛 尾収輝
東 ク イー ンモー ドラ ン ドの雪 温 と積雪 の δ18佐藤和秀,渡 邉興亜 気水圏シンポジウム 1992.7
分布
あすか基地周辺の堆積環境について 本 山秀明,東 信 彦, 気水圏シンポジウム 1992.7
藤田秀二,白 石和行
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南極氷床沿岸部の最近の変動(32次 越冬観測藤井理行 気水圏シンポジウム 1992.7
速報)
グ リー ンラ ン ドSite-Jコ アの解 析 に よる過去藤井理行,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1992.7
450年 の環境変動 渡邉興亜,亀 田貴雄,
庄子 仁,成 田英 器,
西尾文彦
S25地 点の雪氷コア解析結果 佐藤和秀,渡 邉興亜, 気水圏シンポジウム 1992.7
本山秀明,神 山孝吉,
渡辺幸一
昭和基地における地上放射観測の整備 青野正道,稲 吉 浩, 気水圏シンポジウム 1992.7
阿部豊雄,岩 本美代喜,
山内 恭
気象 レー ダエ コー を用 いた降水 強度 の推定(2)星山満雄,西 辻 昭, 気水圏シンポジウム 1992.7
和田 誠
南極におけるクレパス探査 レーダ基礎実験結 高橋 晃,水 津 武, 気水圏シンポジウム 1992.7
果速報 岡本謙一,浦 塚 清 峰,
渡邉興亜,藤 井理行
北極圏雪氷 コア に よる過去 数100～ 数1000年渡邉興亜,藤 井理行, 気水圏シンポジウム 1992.7
の気候 ・環境変動 神山孝吉,本 山秀明,
西尾文彦,庄 子 仁,
亀田貴雄,成 田英器
グ リー ンラ ン ド、　Site-Jコ アの氷板 分布 と酸亀田貴雄,渡 邉興亜, 気水圏シンポジウム 1992.7
素同位体対比 和泉 薫
グリーンランド氷床中の脂肪酸の分布 河村公隆,鈴 木郁子, 気水圏シンポジウム 1992.7
藤井理行
昭和基地における地上オゾン濃度変動 青木周司,村 山昌平, 気水圏シンポジウム 1992.7
清水 明,林 政彦
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ポ ー ラ ー ・パ トロ ー ル ・バ ル ー ン に よ る1991 神沢 博,藤 井 良一, 気水圏シンポジウム 1992.7
年 のオゾ ンホール観測実験速報(1):ト ラ ジェ山崎孝治,山 中大学
ク トリー解析
ポ ー ラ ー ・パ トロ ー ル ・バ ル ー ン に よ る1991 林 政彦,村 田 功, 気水圏シンポジウム 1992.7
年 のオゾ ンホール観測実験速報(2ヒ オゾ ンお 藤井良一,岩 坂泰 信,
よびエ アロゾルの観測 デー タ解析 近藤 豊,神 沢 博
昭和基地の大気中ガス状酸性物質 金森暢子,金 森 悟, 気水圏シンポジウム 1992.7
西川雅高,渡 邉興亜
昭和基地での大気微量成分の観測 古賀聖治,田 中 浩, 気水圏シンポジウム 1992.7
～特に硫黄化合物に着目して～ 岩坂泰信,山 内 恭,
青木周司
スバ ルバー ル,ニ ー オルス ンにおけ る大気微 青木周司,和 田 誠, 気水圏シンポジウム 1992.7
量成分の観測 伊藤 一,小 野延 雄,
渡邉興亜
Observation　 of　 ozone　 and　 PSCs　 in　 theHayashi,　 M., 16th　 Quadrennial　 Ozone1992
Antarctic　 ozine　 hole　 of　 l991　 under　 theMurata,　 1., Symposium





Trajectory　 analysis　 of　 Polar　 Patrol　 Bal一Kanzawa,　 H., 16th　 Quadrennial　 Ozone1992
loon　 (PPB)　 flights　 in　 the　 stratosphereFujii,　 R., Symposium
over　 Antarctica　 in　 summer　 and　 spring　 :Yamazak ,　 K.　 and
A　 preliminary　 result Yamanaka,　 M.　 D.
南極でのPPB観 測 林 政彦,岩 坂 泰信, 第3回 大気化学シンポジウム 1992
藤井 良一,近 藤 豊,
村 田 功,小 川 利紘,
神沢 博
北極海に見る地球環境変化 小野延雄 日本造船学会第11回 海洋工学 1992.7
シ ンポジウム
リュツ ォ ・ホルム湾定着氷下 の流 れ と海 洋構 大島慶一郎,河 村俊行, 日本海洋学会 1992.9
造 滝沢隆俊,牛 尾収輝
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南極 コスモ ノー トポ リニや域 の温度構造 滝沢隆俊,大 島慶一郎, 日本海洋学会 1992.9
牛尾収輝,河 村俊行,
榎本浩之
Time　 variation　 of　 solid　 precipitationMotoyama,　 H. International　 Syrnposium　 on1992.9
based　 on　 air　 temperature　 and　 snow　 depth Snow　 and　 Snow-related　 Prob一
lems,　 International　 Gla一
ciological　 Society
放射温度計の角度依存性および透過大気の影 高橋修平,榎 本浩之, 日本雪氷学会全国大会 1992.10
響 百武欣二,小 林俊 一,
東久美子,渡 邉興亜
NOAA　 AVHRRに よる南極氷床の表面地形、瀬古勝基,古 川晶雄, 日本雪氷学会全国大会 1992.10
堆積環境 西尾文彦,渡 邉興亜
雪氷中の氷板 に含まれる諸情報の解析計画 本山秀明 日本雪氷学会全国大会 1992.10
リュツォ ・ホルム湾 の海氷成長 河村俊行,大 島慶一郎, 日本雪氷学会全国大会 1992.10
牛尾収輝,滝 沢隆俊
衛星多重センサーによる海氷の研究 西尾文彦,長 幸平, 日本雪氷学会全国大会 1992.10
武 田 要,山 内 恭,
田中 佐,青 田昌秋,
岡本謙一
航空写真による昭和基地付近の氷床氷縁の変 藤井理行 日本雪氷学会全国大会 1992.10
動
海氷粗度 テ ンソルの カラー化 について 伊藤 一 日本雪氷学会全国大会 1992.10
グリー ンラ ン ドSite-Jコ アの解 析 によ る過去藤井理行,神 山孝吉, 日本雪氷学会全国大会 1992.10




極域フィヨル ドの成層構造 と氷河融解水 古澤和善,伊 藤 一, 日本雪氷学会全国大会 1992.10
小野延雄,上 田 豊
北半球海氷域年・々変動の海域特性 小野延雄 日本雪氷学会全国大会 1992.10
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オングル海峡の海氷成長 河村俊行,大 島慶一郎, 日本雪氷学会全国大会 1992.10
牛尾収輝,滝 沢隆俊
過冷却海水の密度不安定化と氷晶の水中生産 牛尾収輝,若 土正暁 日本雪氷学会全国大会 1992.10
メデ ィアル ・モ レー ンの形態 か らみた氷 河 の 成瀬廉 二, 日本雪氷学会全国大会 1992.10
動力学的状態 P.　 Skvarca
一南パ タゴニア ・ウプサ ラ氷河 を例 として一
北海道定山渓で発見 された地下氷について 石崎武志,河 村俊行, 日本雪氷学会全国大会 1992.10
白岩孝行,成 瀬廉二
衛星雪氷学の展望 小野延雄 日本雪氷学会全国大会 1992.10
南極昭和基地付近の水雲、氷嚢の季節変動 小 西啓之,和 田 誠, 日本気象学会 1992.10
遠藤辰雄
5月 半ばに起こる中国から日本付近に維持 さ 平沢尚彦 日本気象学会 1992.10
れる平均雲量極大ゾーンの急変とそれに関連
する東アジア大気循環場の変化
昭和基地における地上オゾン濃度変動 青 木周司,村 山 昌平, 日本気象学会 1992.10
清水 明,林 政彦
南極 みずほ コア よ り推定 された過去9000年 に中澤高清,町 田敏暢, 日本気象学会 1992.10
わたる大気 中のCO,,　 CH、 お よびN,○ 濃度 の田中正之,藤 井 理行,
変動 青木周司,渡 邉興亜







南極昭和基地における成層圏二酸化窒素及び 近藤 豊 小池 真, 日本気象学会 1992.10
オゾンの分光観測 林 政彦,岩 坂泰信,
中村 圭,
A.　 Budiyono,
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tion and Foods, for the 50th
Anniversary of The Society
of Agricultural Meteorology
of Japan
Ocean heat flux in frozen sea and/.1,ITLIkft 1LfC4*fiP4-illk (AOSB)  1993.1
polynya areas
Year-to-year variability of sea ice extentOno, N.  Int. Symp. on ISY Polar Ice 1993.2
in the Arctic and subarctic seas Extent
Fluctuations of glaciers in Tianshan andXie,  Zichu.  , Japan-China Inst. Symp. on 1993.3
Qilianshan mountains and its influenceLiu,  Chaohai.  , the study of the Mechanism
upon desertification in Central Asia Ono, N. of Desertification




(1)一 般 研 究
(1.1)固 体地球物理学
昭和基地周辺の固体地球物理学研究 教授 神沼克伊,助 教授 澁谷和雄,教 授(客 員)瀬 川爾朗
(1)重 力測定
平成3年 度に南極で得 られたデータの整理 を行 った。「しらせ」の海上重力計NIPRORI-2に より得られたデー
タを用いて,測 線上の重力異常を求めた。また,第33次 隊によって昭和基地で実施 された重力絶対測定について関
係者とまとめた。超伝導重力計 を昭和基地に設置する準備 を始めた。
(2)　GPS・VLBI
ブライ ド湾で実施 したGPS測 量の解析を行い,南 極氷床の形態 を検討 した。
(3)自 然地震観測
前年度同様の方式でデータ編集がなされ,　JARE　 DATA　 REPORT　 No.185と してまとめられた。 リュツォ ・ホ
ルム湾付近の間欠的微小地震活動について調査 を継続 した。また昭和基地で観測 される氷震について調べた。
(4)人 工地震
南極での人工地震に使用するペネ トレーターの開発研究 を継続 した。地震計の耐衝撃性能試験,位 置決定実験の
結果をまとめた。
(5)地 磁気
「しらせ」の3成 分磁力計 により得 られたデータの解析 をはじめた。
(1.2)古 地磁 気学
古地磁気学的研究 助手 船木 實
インド半島はかつて東南極に接続 していた可能性が指摘 されている。これを古地磁気学的に証明するために,昨 年
採集したインドのマハナディ地溝二帯,及 びゴダバリ地溝帯地域の岩石の古地磁気学的研究から東南極,と くにエンダー
ビーランドとインド,ス リランカの関係 を明らかにした。
モーソン基地周辺の岩石Ar年 代測定 を実施 した。
(1.3)地 質学
東南極楯状地 の地質学的 ・岩石学的研究
助教授 白石和行,助 教授 矢 内桂三,助 手 本吉洋一,助 手 小島秀康,助 教授(客 員)廣 井美邦
(1)東 ク イー ンモー ドラ ン ドの地質学的 ・岩石学的研究
昭和基地周辺 の変成作用 の年代 は,従 来主 にRb-Sr法 に基づいて後期原生代 と考 えられて きた が,十 分 に確 立
された ものではなかった。 そこで,変 成岩か ら得 られ るジルコンの イオ ンマ イク ロプ ロー ブ(SHRIMP)　 によ る
ウラ ンー鉛年代 を求 めた結果,一 般 に中核部 は,最 高2900Maに まで遡れ ることがわか った。一方,リ ム部 は どこ
の地域で も～520-550Maの 範囲で一定 している。 この ことはリュッォ ・ホ ルム岩体 が,カ ンプ リア紀 以 降の広域
変成作用 をこうむ ったこ とを示 してい る。 また,や まと一ベル ジカ岩体 か らは2470Maの デ ィス コー ダ ン ト年代 が
得 られ た。すで に報告 され た年代の対比 によ り,南 極 とス リランカの地質学 的関係 が よ り具体 的になって きた。
第33次 か ら始 まった昭和基地周辺地域の地質学的精査 の予 察的な結 果が報告 され,リ ュ ツォ ・ホルム湾南部 で非
常 に高温高圧 を示す鉱物共生が報告 され,歪 速度解析 と合わせて地殻 の レオ ロジカルな動 きに関する問題 が提起 さ
れた。
(2)七 一ル ロンダー ネ山地の地球 年代 学的研 究
七一ル ロンダー ネ山地の地質学 的 ・岩 石学 的研究 を進 めてい く上 で,欠 かせ ない同位体年代 デー タの蓄積 を計 っ
ている。今 年度は山地中央部 ブ ラッ トニーバ ネの花 嵐岩 のSm-Nd,　 全岩 一鉱物 アイ ソクロ ン年代 を明 らかに した。
この結 果に よる と,花 圃岩 の形成年代 は～llOOMaで ある ことがわかった。花 嵐岩頚 については記載 岩石 学 的分類




形成条件が3kbar以 下と推定された。この結果は,や まと山脈の岩石が比較的低圧下で変成作用 を受けていること
と調和的である。
(1.4)地 理 ・地形学
南極地域の氷河地形,周 氷河地形及び後期新生代地質に関する研究 教授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一
(1)セ ールロンダーネ山地(東 クイーンモー ドランド)の 氷河 ・周氷河地形研究
1)氷 河地形,風 化度,宇 宙線被爆年代に基づ く岩石の露出年代等を総合的に組み合わせ,セ ールロンダーネ山地
の地形発達史,後 期新生代氷河史を構築 した。
2)七 一ルロンダーネ山地の露岩に働 く周氷河作用は微弱であり,氷 床から解放されて後の地形変化を起こす最大
の作用は乾燥寒冷下で生 じる塩類風化 と卓越風による風化生成物の除去であることを明 らかにした。
(2)南 極の新生代氷河史に関する研究
年代値をもつ氷河史,地 形発達史に関するデータを南極大陸全体について文献により調査 し,新 生代における南
極の氷河史を地域毎にまとめ,そ れぞれのイベ ントが地域毎にどのように発生 してきたかを一覧で きる形でまとめ
た。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
吉 田 栄 夫 国立極地研究所 ・教授 セールロンダーネ山地及びその周辺地域の地学研究
イ.一 般共 同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
中 島 隆 地質調査所 ・主任研究官 東 クイーンモー ドランドの先カンプリア紀変成岩類の年代学的 ・地球化学的研究
大 場 孝 信 上越教育大学 ・助手
やまと山脈 ・セールロンダーネ山脈の閃長岩類の実
験岩石学的研究
吉 田 勝 大阪市立大学(理)・ 教授




国立極地研究所 ・助教授(客 員) ナピア岩体の地球化学的研究
廣 井 美 邦 千葉大学(理)・ 助教授
東南極一 スリランカの高度変成岩を用いた大陸地殻
下部物質の研究
松 本 剛 海洋科学技術センター ・研究員 南極周辺海域のリフ ト系の研究
綿 祓 邦 彦 東京大学(教 養)・ 教授 南極の露岩地帯の地球化学的研究
瀬 川 爾 朗 国立極地研究所 ・教授(客 員)
南極大陸および周辺域の重力異常 とジオイ ド分布の
研究
船 木 實 国立極地研究所 ・助手
南極大陸を中心 とするゴンドワナ大陸の古地磁気学
及び年代学的研究




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
伊 勢 崎 修 弘 千葉大学(理)・ 教授 南極域に於ける地磁気異常の研究
加 々 美 寛 雄 岡山大学(地 球内部研究セ)・助教授 七一ルロンダー ネ山地の年代学的研 究
福 田 正 己 北海道大学(低 温研)・ 教授 南北両域における永久凍土の形成とそれに及ぼす気
候変動の影響についての研究
平 川 一 臣 東京都立大学(理)・ 助教授 新生代の南極氷床変動 と地形発達 に関する研究
小 野 有 五 北海道大学(大 学院環境科学)・ 教授 両極地域の砂礫斜面における物質移動の比較研究
赤 松 純 平 京都大学(防 災研)・ 助教授 リュツォ ・ホルム湾地域 リソス フェアの地震学 的研
究
伊 藤 潔 京都大学(防 災研)・ 助教授
ペ ネ トレー ター地震計用 デ ィジ タルデー タ集録方式
の研究
広 岡 公 夫 富山大学 哩)・ 教授 南極海 ・南極ブリッツ湾周辺の古地磁気 ・岩石磁気
研究によるゴンドワナ大陸の復元
小 山 内 康 人 福岡教育大学(教 育)・助教授 東クイーンモー ドランド高度変成岩類の地球化学的 ・
実験岩石学的研究
上 野 直 子 東洋大学(文)・ 教授 南極産岩石による古地球磁場強度の研究
浅 見 正 雄 岡山大学(教 養)・教授 東南極セールロンダーネ山地の地質学 ・岩石学的研
究
松 枝 大 治 北海道大学(理)・ 助教授 東南極の高度変成岩中に産するスルカン帯の鉱物学
的 ・鉱床学的研究
桜 井 治 男 群馬工業高等専門学校 ・助教授 やまと山脈域人工衛星画像データの処理方法の研究
(3)科 学 研 究 費補 助 金 に よる研 究
ア.試 験研究(B)
研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 備 考






3i 'AV W ORW
ng CLLR, • 4`--4- • M-t*A
(1.  1) 1114±tnItTI:42
 1-  v  -  (1)117M.(2)  Mtik'kfil-, 36 2 310-340 1992.7
19904gtffiNV:
Present Status of Seismic Network inK. Kaminuma Recent Progress in Antarctic  1992.12
Antarctica Earth Science, 475-482
Detemination of the Gravity Field aroundY. Fukuda, Recent Progress in Antarctic  1992.12
Antarctica Using Satellite Altimeter DataJ. Segawa and Earth Science, 489-492
and Surface Gravity  —A Review of theK. Kaminuma
Recent Studies —
Intermittent Micro-Seismic Activity in theK. Kaminuma and Recent Progress in Antarctic  1992.12
Vicinity of Syowa Station, East AntracticaJ. Akamatsu Earth Science, 493-498
Thinning Rate of Ice Sheet on Mizuho Plat-H. Toh and Recent Progress in Antarctic 1992.12
 eau  , East  Antarctica  , Determined byK. Shibuya Earth Science, 579-583
GPS Differntial Positioning
Seismological Observations by a Three-K. Nagasaka, Recent Progress in Antarctic  1992.12
Component Broadband Digital Seismo-K. Kaminuma and Earth Science, 595-602
graph at Syowa Station, Antarctica K. Shibuya
(1. 2) -Nitfar4
The S pole distribution on magneticM. Funaki, Physics of the Earth and 1992.12
grains in pyroxenite determined byH. Sakai, Planetary Interiors, 70,
magnetotactic bacteria T. Matsunaga, 253-260
S. Hirose
Self-reversal of thermo-remanent mag-M. Ozima, J. Geomag.  Geoelectr.  , 44,1992
netization in pyroclastics from the 1991M. Funaki, 979-984
eruption of Mt. Pinatubo, Philippines M. Hamada,
S. Aramaki and
T. Fuji
Temperature dependence of coercivity chon-M. Funaki Proc. of the NIPR 1992
drites  :  Allende  ,  ALH-769  , and Nuevo Symp. on Antarctic
 Mercurio Meteorites,  4  , 391-400
 "Ar -'Ar Geochronological Studies on someY. Takigami, Recent Progress in Antarctic  1992.12
Paleomagnetic Samples of East Antarc-M. Funaki and Earth Science, 61-66
tica K, Tokieda
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Paleomagnetic and  "Ar/"Ar Dating Stu-M. Funaki and Recent Progress in Antarctic  1992.12
dies of the Mawson Charnockite andK. Saito Earth Science, 191-202
Some Rocks from the Christensen Coast
 (1.  3  ) itN*
Metamorphic Evolution of the  SYr Ron-M. Asami, Recent Progress in Antarctic 1992.12
dane Mountains, East Antarctica Y. Osanai, Earth Science, 7 -16
K. Shiraishi
Geochemical Characteristics of Metamor-Y. Osanai, Recent Progress in Antarctic  1992.12
phic Rocks from the Central  Sgr RondaneK. Shiraishi, Earth Science, 17-28






Sm-Nd and Rb-Sr Ages of Metamorphic K. Shiraishi and Recent Progress in Antarctic  1992.12
Rocks from the  SYr Rondane Mountains,H. Kagami Earth Science, Mountains
East Antarctica 29-36
The First Report of a Cambrian OrogenicK. Shiraishi, Recent Progress in Antarctic  1992.12
Belt in East Antactica — An Ion Micro-Y. Hiroi, Earth Science, 75-86




A New Insight of Possible Correlation
between the  Liitzow-Holm Bay GranulitesY. Ogo, Recent Progress in Antarctic  1992.12
(East Antarctica) and the Sri LankanY. Hiroi, Earth Science, 87-92
Granulites K. B. N. Prame and
Y. Motoyoshi
Osumilite-Producing Reactions in High
Temperature Granulites from the NapierB. J. Hensen and Recent Progress in Antarctic 1992.12
 Complex  , East Antarctica : TectonicY. Motoyoshi Earth Science, Ultramafic
Implications 113-118
Mode of Occurrence, Geochemistry and
Mineral Textures of Mafic to Ultramatic D. E. Thost, Recent Progress in Antarctic 1992. 12
Rocks from the Bolingen Islands, PrydzY. Motoyoshi and Earth Science, 67-74
Bay, East Antarctica B. J. Hensen
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地 質 図 　 (Bergersenfjella,　 Sgr　 RondaneH.　 Ishizuka, Antarctic　 Geological　 Map1993.3













(1.4)地 理 ・地 形 学
セールロンデーネ山地西部の地形 と後期新生 森脇喜一,平 川一臣 南極資料,36巻1号,15-48 1992.3
代の氷床変動
南極条約に対する環境保護議定書及びその付 吉田栄夫 南極資料,36巻1号,ll6-161 1992.3
属書一南極の環境 と生態系の保護のための包 1992
括的措置に関する国際合意一
Late　 Cenozoic　 Glacial　 History　 in　 the　 Sσr一K.　 Moriwaki Recent　 Progress　 in　Antarctic1992.12
Rondane　 Mountains,　 East　 AntarcticaK.　 Hirakawa, Earth　 Science,　 661-668
M.　 Hayashi　 and
S.　 Iwata
Cenozoic　 Glacial　 History　 of　AntarcticaK.　 Moriwaki, Recent　 Progress　 in　Antarctic1992.12
－A　 Correlative　 Synthesis一 Y.　 Yoshida　 and Earth　 Science,　 773-780
D.　 M.　 Harwood
Critical　 conditions　 for　 frost　 heave　 andMatsuoka,　 N., Arctic　 and　 Alpine　 Research,1992.ll




イ.口 頭 によ る発表
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 1発表年月
(1.1)固 体地球物理学
MRSとGPSに よる小型機の航法位置の比較澁谷和雄 地球惑星関連学会合同大会 1992.4
デ ィファ レンシャルGPS側 位か ら求めたみ ず藤 浩明,澁 谷和雄 地球惑星関連学会合同大会 1992.4
ほ高原西部の氷床変動
南極昭和基地における間欠的微小地震活動 と 神沼克伊,赤 松純平 地球惑星関連学会合同大会 1992.4
地殻の隆起
南極での人工地震 神沼克伊 中国科学 アカデ ミー・ 1992.9
昭和基地で観測された氷震 岡野憲太,神 沼克伊 第12回 南極 地学 シンポ ジウム 1992.10
第33次南極地域観測における船上重力測定 福 田洋一,瀬 川爾朗 第12回南極地学 シンポジウム 1992.10
神沼克伊
南極海嶺におけるGEOSAT海 面高ジオイ ド松本 剛,神 沼克伊 第12回 南極地学シンポジウム 1992.10
の特徴 と南極 プ レー トのテ ク トニクス
汎地球動態観測基地 としての昭和基地 澁谷和雄 第12回 南極地学 シ ンポ ジウム 1992.10
南極昭和基地における超伝導重力計による地 佐藤忠弘,澁 谷和雄 第12回 南極地学シンポジウム 1992.10
球潮汐 ・自由振動の観測計画 岡野憲太,神 沼克伊
大江昌嗣
南極の地震観測網 神沼克伊 第12回南極地学 シンポジウム 1992.10
(1.2)古 地磁 気学
Paleomagnetic　 and　 葡Ar/39Ar　 dating船木 實,斉 藤和男 地球惑星関連学会合同大会 1992.4
studies　 of　 the　 Mawson　 charnOckite　 and
sorne　 rocks　 from　 the　 Christensen　 Coast
Self-reversal　 of　 TRM　 in　 pyroclastics　 from小嶋美都子,浜 田信生 地球惑星関連学会合同大会 1992.4
the　 l991　 eruption　 of　 Mt.　 Pinatubo,　 Phil一船木 實,荒 牧重雄
ippines 藤井敏嗣
スカルブスネスの片麻岩類の岩石磁気的性質 中井睦美,船 木 實 策12回 南極地学 シ ンポジウム 1992.10
P.　 Wasilewski
一43一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
(1.3)地 質 学
東南極大陸の二つの変成岩体から得たジルコ 白石和行,廣 井美邦 地球惑星関連学会合同大会 1992.4
ンのイオ ンマイクロプローブに よる ウラ ンー 本吉洋一,仲 井 豊
鉛年代 C.　 M.　 Fanning,
D.　 J.　 Ellis
阿武隈変成岩中のジルコンのイオンマイクロ 廣井美邦, 日本地質学会第99年 会 1992.4
プローブ年代値とその意味 C.　 M.　 Fanning,
仲井 豊,本 吉洋一
白 石 和 行,　 D.　J.　Ellis
南極昭和基地周辺の変成岩体のイオンマ イク 白石和行,廣 井美邦 日本地質学会第99年 会 1992.4
ロプローブによるU-Pb年 代 本吉洋一,仲 井 豊
C.　 M.　 Fanning,
D.　 J.　 Ellis
東南極やまと山脈の閃長岩の角閃石が示す貫 大場孝信,白 石和行 岩鉱学会 1993.1
入圧力の推定
Zircon　 ion　 microprobe　 U-Pb　 dating　 ofK.　 Sh raishi, 第29回 万国地質学会 1992.8
two　 wigh-grode　 metamorphi　complexes　 inY.　 Hiroi,
Fast　 Antarctica　 and　 some　 implieations　 onY.　 Motoyoshi,
the　 formation　 of　GondwanalandC.　 M.　 Fanning,
Y.　 Nakai　 and
D.　 J.　 Ellis
Provenance　 of　 the　 LUtzow-Holm　Complex, K.　 Shiraishi, 第12回 南極地学シンポジウム 1992.10
East　 Antarctica-Ion　 microprobe　 U-PbY.　 Hiroi,




東南極 、 リュツ ォホルム岩体 の摺 出パ ター ン 石川正弘,本 吉洋一 第12回 南極地学シンポジウム 1992.10
川嵜智佑
ゴ ン ドナワ大 陸における500Ma火 成活動 とそ在田一則,小 出良幸 第12回南極地学 シンポジウム 1992.10
の造構的意義一南極 とヒマラヤの比較研究一 白石和行
東南極 リュツォ ・ホルム湾ルン ドボークスヘ ッ 川嵜智佑,石 川正弘 第12回南極地学 シンポジウム 1992.10
タからの董青石片麻岩の発見 本吉洋一
一44一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
クイー ンモー ドラン ドの ランプ ロアイ ト岩脈 有馬 真,白 石和行 第12回 南極地学 シ ンポジウム 1992.10
の地球化学的特徴
Experirnental　 Studies　 on　 Syenitic　 Rocks　 inT. Oba,　 K.　 Shiraishi第12回 南極地学シンポジウム 1992.10
the　 Yamato　 Mountains,　 East　 Antarctica
東南極 セール ロンダーネ山地の含ザ クロ花 嵐 加々美寛雄,白 石和行 第12回 南極地学 シ ンポジウム 1992.10
岩 類 のRb-Sr,　 Srn-Nd年 代
(1.4)地 理 ・地 形 学
南極の隆起海成地形に関する若干の問題 吉田栄夫,森 脇喜一 地球惑星関連学会合同大会 1992.4
南極 セール ・ロ ンダーネ山地 における周氷 河 松岡憲知,森 脇喜一 日本地理学会春期学術大会 1992.4
作用の発生限界
南極 セール ・ロ ンダーネ山地 の氷河地形:氷 岩田修二,森 脇喜一 日本地理学会春期学術大会 1992.4
成堆積物の風化度からみた氷床変動
南極 セール ・ロ ンダーネ山地の地形 と後期 新 森脇喜一,平 川一臣 日本地理学会春期学術大会 1992.4
生代 の氷床変動一新生代の南極氷床の変動 に 林 正久,岩 田修二
関する最近の地検 との関連一 吉田栄夫
南極 ・セー ル ・ロンダー ネ山地の地形形 成 環 平 川一臣,森 脇喜一 日本地理学会春期学術大会 1992.4
境の特徴
スピッツベルゲン島の河床に新たに出現 しピ 松岡憲知,森 脇喜一 日本地形学連合秋季大会 1992.10
ンゴ状地形 平川一臣,三 浦英樹








(1)一 般 研 究
南極陽石の分類学的研究 助教授 矢内桂三,助 手 小島秀康
当研究所 には1992年3月 までに南極 で発見採 集 され,持 ち帰 られた約8,700個 の損石 が保管 されている。 これ らは順
次 同定分類が進 め られている。今年度 はY-79阻 石 の一部 とY-82阻 石 の分類 を継続 して行 ったほか,Asuka-87,-88限
石 の初期処理及 び同定 を行 った。 その結果,　Yamato-79阻 石 のCV限 石か らlcmを 越す大型 のCAI(カ ル シ ウムー ア
ル ミニウムに富む イ ンクルージ ョン)を 見 い出 し,記 載 し報告 した。 また,　Asuka-88唄 石 中か ら これ まで に世界 で
1個 しかないエ コ ン ドライ トの一種 のア ングライ トを見 い出 し,岩 石学的研究 を行 い報告 した。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
北 村 雅 夫 京都大学(理)・ 助教授 コンドライ ト限石中の異質岩片の成因に関する研究
平 田 岳 史 地質調査所 ・研究員 鉄損石 ・石鉄損石中の親鉄性難揮発性元素存在度による原始太陽系星雲の化学進化
下 山 晃 筑波大学(化 学系)・ 助教授 南極産炭素質隙石中の有機物の熱分解実験
永 井 寛 之 信州大学(理)・ 教授 南極産阻鉄 中のTetrataeniteの 物性的研究
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
CV唄 石 中のCAIの 変 質 とリムの形成 小島秀康,矢 内桂三 日本地質学会 1992.4
Yamato-791827:最も酸 化 的 な 新 しい タ イ プ 矢内桂三 日本地質学会 1992.4
の コン ドライ ト
CM2炭 素質阻石の細分類について 小島秀康,矢 内桂三 地球惑星科学関連学会 1992.4
コンドライト限石の分類 と問題点;従 来の分 矢内桂三 地球惑星科学関連学会 1992.4
類基準 に合 わない コン ドライ ト陽石 とその帰
属
Asuka-88　 meteorites　 collection　 :　Prelimina一Yanai　 K. 第17回 南極限石シンポジウム 1992.8
ry　 report　 of　 discoveries,　 initial　 P「ocess一Kojima　 H.
ing　 and　 breif　 classification
Type　 A　 CAI　 with　 core-mantle　 structureKojima　 H. 第17回 南極明石 シンポ ジウム 1992.8
Yanai　 K.
U-Th-Pb,　 Sm-Nd,　 and　 Rb-Sr　 isotopicMisawa　 K. 第17回 南極 陽石 シンポ ジウム 1992.8
systematics　 andωAr-39Ar　age　 of　 lunarTatsumoto　 M.
meteorite　 Asuka-881757 Dalrymple　 G.　 B.
Yanai　 K.
U-Th-Pb　 chronology　 of　 Yamato-793169Torigoye　 N. 第17回 南極 限石 シ ンポジ ウム 1992.8
1unar　 meteorite Misawa　 K.
Tatsumoto　 M.
Noble　 gases　 in　 unique　 meteorites　 Yamato一Takaok 　 N. 第17回 南極限石 シ ンポジウム 1992.8
74063and-74357 Nagao　 K.
Miura　 Y.
Rb-Sr　 age　 of　 an　 impact　 event　 recorded　 inFujimaki　 H. 第17回 南極損石 シ ンポジウム 1992.8





題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Proposal　 for　 measuring　 the　 TL　 of　 Japa一Ninagawa　 K. 第17回 南極明石シンポジウム 1992.8





Sears　 D.　 W.　 G.
Kojirna　 H.
Yanai　 K.
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(1)一 般 研 究
高密度 マイクロデー タロガーの開発 教授 内藤靖彦




記録方式:デ ジタル入力,ア ナログデー タ4ボ ー ト(内2ボ ー トまでデ ジタルデー タの入力可)
サ ンプ リング頻度:最 小1秒 イ ンターバ ルで可変 インターバ ル
ケース材:耐 蝕 アル ミ




セ ンサ ー:水 温,水 深,照 度,そ の他
超小型多項目データ収録装置はサイズ的特性により,対 象生物が大幅に広がること,体 内埋め込み等利用方法が広
がること,ま た記録量が大 きいため,ア ナログ記録に匹敵する微細データが得られること,と 同時に季節変動をカバー
し得る長期データが得 られること,さ らには多項目データを同時に収録可能なため,生 理,生 態環境データを同時に
収 り込みが可能 となり,多 元的解析が可能となる等の特性を有する。今後の課題 としては小型センサーの開発,回 収
方法の開発,デ ータロガー として大量使用を可能にする方法の研究等がある。
アデ リーペ ンギ ンの夏期間の食性 教授 内藤靖彦,助 手 綿貫 豊
30,31,32次 南極観測 において,リ ュッォ ・ホルム湾袋浦で1989,1990,1991年1-2月,プリンスオラフ海岸 日の
出岬 において1991年1月 にアデ リーペ ンギ ンが雛 に持 ち帰 った餌 の調査 を し,そ の解析 を行 った。
胃内容物重量 は袋浦(271±132g)の 方が 日の出岬(333±133g)よ り軽 かった。 彼 らの主 要 な餌 は どち らの コロ
ニー において もナ ンキ ョクオキ ア ミであ り(湿 重量 比59-79%)ほ かに コオ リイワシ(湿 重量比4-19%),シ ョウ ワギ
ス他の魚(湿 重量比く1-30%)も 食 っていた。Euρ αhusia　crystarol!ophiαsの 湿重量比 は袋 浦 では1%,日 の 出岬 で
は10%で あ り,マ イナーな餌 であ った。
この結 果は,　E.　superbα は外洋 に,　E.crystarotLopht(ZSは 沿岸 に分布す るとい う,今 まで報告 され た一般 的傾 向 と
は必 ず しも一致 しない。 リュッォ ・ホルム湾における,断 片 的な直接観察,ラ イ トトラ ップによるサ ンプ リングで も
ナ ンキ ョクオキア ミしか出現 していない。われわれの調査地 が位置 するエ ンダー ビーラ ン ド沖 は大 スケールでみ る と
ナ ンキ ョクオキア ミが高密 度に分布 する場所 であ り,こ れがこの地域沿岸 におけるアデ リーペ ンギ ンの食性 と関連 し
ているのか も知れない。結論 として,リ ュ ッォ ・ホルム湾 、,プ リンス ・オラフ海岸沿岸は,大 陸棚一 沿岸域 に もか
かわ らず,ナ ンキ ョクオキア ミが優 占する特殊 な地域 である と予想 され,こ れ らの地域 の海氷下で のオキア ミ類 の計
画的な研 究が強 く望 まれる。
夏季 の南極 定着氷域 にお ける粒子 の下方輸送 教授 福地光男
海氷下 における,生 物活動 とそれに関わる物 質の下方輸送過程 を調べ るために,昭 和基地周辺定着域 にお いて,簡
易型 セデ ィメ ン トトラップを用 いて観測 を行 った。
トラ ップの吊下 は,　JARE33に おいて,1992年 の1月6日 か ら2月1日 にかけての夏季約1ヵ 月間,オ ングル海峡
(St.A),北 の浦北東部(St.B),北 の浦西部(St.C),の3測 点 において行 われた.水 深 はそれぞれ219m,34m,
29mで ある.ト ラ ップ吊下水深 はSt.　Aに おいて,10m,50m,200mの3層,　St.　Bに おいて,10m,30mの2層,
St.　Cに おいて10m,20mの2層 である。 トラ ップの1吊 下期 間は83測 点 ともに約1週 間で,そ れ ぞれ3-4期 間 の採 集
を行 った。
採集 された トラ ップサ ンプルは始 めに,沈 降速度 の速 い粒子(PSP:〉 約50m/d)と 遅 い粒子(SSP:<50m/d)
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とに分別 を行い,　FSP,　 SSP両 面分 点の動物 プランク トン　(swimmer)　 を取 り除い た後,乾 重量,有 機 炭素,有 機 窒
素 の分折 に供 した。
St.　Bに おける粒子 フラックスの乾重量 の変化 を例 に見 る と,1月 の初旬 か ら下旬 にかけて顕著 な増加傾 向が観 察
され た。　St.　Aお よびSt.　 Cに おい て もほぼ同様 な変化が見 られ た。St.　 Bに おいて最大の フラックスが観 察 された
1月23日 一30日 の,ユOm層 においては,約720mg/㎡/dに 達 した。他の2期 間 と同様,30m層 よ りも,10m層 におい
てフラ ックスは高 く,ま た沈降速度の遅い粒子画分(SSP)が 量的 にやや優 占 してい る。
南極 ブ リッツ湾にお ける低 次生産の構造 教授 福 地光男,助 手 渡邉研太郎
1992年2月 下旬か ら3月 上旬 にか け,国 立極地研 究所 とオース トラリア南極局 との南極 海洋生物 共同研 究の一環 と
して,プ リッッ湾海域の低次生産構造 を明 らか にす るため,動 ・植物 プランク トンの現存量調査 ・お よび光合成 速度
の測定 を実施 した。
湾内の陸棚 上(Stn.110;550m,Stn.ユ20;730m)と陸棚北 方の点(Stn.153;2700m)で 各層採水,　CTD観 測 を行い,
クロロフィル,C・Nの 現存量 をサ イズ分画 して定量 したほか,口 径30cmの ダブル/ツ インの プランク トンネ ッ ト
(目合 い30,100/300μm)に よ り水深200mか らの鉛直曳 を行 いC・Nを 定量 した。
甲板 上で は13Cを 用 いて24時 間にわた り培養実験 を行 い,サ イズ画分 あた りの光 合成 速度 を求め た。 一方,植 物
プランク トン現存 量 ・POCフ ラックスの季節 変化 を調べ るため,2月24日 現場蛍 光記 録計,セ デ ィメ ン ト ・トラ ッ
プをプリッッ湾(68°06.76/S,74°50.77/E7:水深535m地 点)に 係留 した.
プランク トンネッ ト採 集の結果,30-110ptmの 画分の30μm以 上 の画分 に対 す る割合 は陸棚上 の2点 で4割 前後
(乾重量,炭 素量)だ ったのに対 し,陸 棚北方 の1点 で はそれぞれ66.47%と な り陸棚上の2点 で は大型の植物 プ ラ ン
ク トンが優 占 していた。
南極 ブ リッツ湾 にお けるCαlanoidesα ωtωsお よびCalαnus　 propinquus　 (Calanoida,Copepoda)　 の生態
助手 谷村 篤
前年 に引 き続 き,オ ース トラリア南極 局 との共同観 測の一環 として行 われたプ リッッ湾 でのプ ランク トン調査 で得
られた標本の解析 を実施 した。本年度はCα9αnoidesαcutusお よびCα1αnus　propinquusの 卵巣成熟度 お よび消化 管 内
容物 について調査 を行 った。C.αcutusの 成体雌 は250m,410mお よび550mの 深層か らのみ見い出 され,出 現 したす
べての個体 は例 外な くすで に産卵 を終 えた ものであ った。 また,こ れ らの個体 の消化 管は紐状 に退化 し小 さ くなって
お り,餌 の摂取が認め られ なか った。一方,　C.proptnquasの 成体雌 はすべ ての採集層か ら見 い出 され,さ ま ざまな
成熟過程の卵巣 をもつ個体 が出現 した。更 に,こ れ らの個体 の消化管か らはCorethron　 criophilum,　 Nitzschiαspp.
やThα1αssiothriacαntαrcticα な ど珪藻 の破片が多 く見 られたほか,珪 質鞭毛藻 の骨格 な ど も見 い出 され た。 これ ら
の結果か ら,1月 下句 一2月 上旬の プリッッ湾ではC.αcatus個 体群 は再生産 はす で に終 了 してい る ら しい こ とが う
かが えた。一方C.propinquusは まだ再生産 の時期 にあるこ とが示唆 された。
極域海岸における微細藻類の一次生産量とその時間変動のモデル解析 助手 工藤 栄
微細藻類群集として,極 域沿岸のプランクトン藻類及びアイスアルジーの光一光合成反応を研究,1992年 冬季に北
海道サロマ湖において観測 した光環境データを用いて,こ れらふたつの藻類群集による一次生産速度(量)の 時間変
動モデル解析を行った。
季節海氷の発達の有無 という条件をモデル上で加え,冬 季(12～3月)間 のそれぞれの群集による一次生産量を推
定 した結果,海 氷が存在 した場合,全 く海氷が存在 しない場合よりも大 きな生産量が見込まれることが予想された。
東南極沿岸露岩域の陸上節足動物の研究 助教授 大山佳邦
昭和基地か らエ ンダー ビーラ ン ドにか けてllケ 所の沿岸露岩域 よ り,未 同定の種 を含め てダニ 目6属10種,ト ビム
シ目1属1種 が採集 されている。 この うち隠気 門類 のダニ,Antαrcticαmeyeriは ラングホブデの雪 鳥沢 とエ ン ダー
ビーラ ン ドのアム ンゼ ン湾 か ら採集 され,こ れは以前 の記録 として もマ ラジ ョージナや基地 とプ リンスチ ャー ルズ山
脈 か らのみで,東 南極 固有 の種 で あ る。 前 気 門類 ダニ9種 の うち,3種 は既 に報告 され てい るが,Nαftorchestes
bellus,N.1αZαe,Stereotydeus　 　meye励 噺 たに発見 され た。 この外 にNαnorchestes,　 Tydeus,　Eupodesの 各層 に未 同定
の種が 出現 しているが,こ れ らは新種 の検討 を含 めて,今 後 の研究 を待 たねばな らない。一方,ト ビムシは昭和基地
付近 には出現 していないが,エ ンダー ビーラ ン ドのアム ンゼ ン湾 か らFr£seαgriseα が 出現 してい る。 この種 は亜南
一50一
極や海洋性南極か ら報告されてお り,大 陸性南極か らはこれまでビク トリアランドとマラジョージナや基地からのみ
であった。今後この種の南極大陸における分布を検討する必要がある。
キ ングジョー ジ島にお ける トビム シの生態学的研 究 助教授 大山佳邦
1989年12月 か ら90年3月 までサ ウス シェ トラン ド諸 島のキ ングジ ョー ジ島にある中国の長城基 地に滞在 して トビム
シの調査 を行 った。サ ウスシェ トラン ド諸 島には7種 の トビム シが報告 されている。今 回の調査 は同島西端 の フィル
デス半 島に限 られたが,　Frtseαgriseα,Tullbergiαmtactα,Cryptopygusαntαrcticus,　Parisotomαocutooculαtα の
4種 であった。採集 は基地近 くの コケの湿 った群落 と比較 的乾燥 した群落 とで定期的 に行 ったほか,地 衣群落 な どで
も適宜行 い比較 した。
垂直 的な分布 では,表 層3-5cmと その下 の ビー ト層 では90%以 上 の トビムシが表層か ら出現 し,棲 息 場所 の如 何
によ らなかった。 またこの分布様式 は同時 に採集 を行 ったダニ類 につ いても同様 であ った。次 に棲 息場所の湿度 と出
現種の関係で は,湿 った群落の含水率 は90%位 であ り,こ こに出現す る種類 はCryptopygusが95%以 上 を占め,た ま
に他の3種 の うちの どれかが出現す る程度であ った。一方,比 較的乾燥 した群 落の含水率 は50%程 度 であ り,こ こで
は上記4種 の どれ もが出現 し,あ る一種 が優 占す るとい うことはなか った。即 ち4種 が共 に12-38%の 範 囲で出現 す
る場合 があ り,僅 か な場所 の違 いで種組成 が変わ った。
昭和基地周辺 にお ける蘇類,地 衣類群落の長期的 モニ タリン グ 助教授 神 田啓史
本研究 はSSSI地 で実施 されている蘇類,地 衣類 の生態学 的監視 に中心 をおい て,環 境 モニタ リングの実際 と問題点,
今後 の力 向づ けを考 えてい くこ とを目的 とした.
結果的 に,年 間及 び3年,5年,10年 後の植生の変化 と環境変化が解析 された。地衣類の成長の変化 はほ とんど見
られなか った。5年,10年 で は固着地衣類 は写真解析の限 り変化 は見 られなか った。一方,群 類 においては成長の変
化 は年間 にお いて認め られ,春 先 よ り群落表面の くぼみ に0.3-2.Ocmの 新緑 の芽が 観察 された。 短 い生 育期 間 の芽
の発達 は種 によって も異 な り,群 落の水分含量,群 落の深 さと関係 が見 られた。3年 後 の群 落は写真解析 に よる と凹
部が若干新 しい成長で埋 まるなどの変化が観察 された。5年 後のオ ングル島のCeratodonの 群 落はほ とん ど変化 は見
られ ないが,表 面 には固着地衣類がやや増えているな どの変化はあった。 この よ うに湿 った環境 を好 むBryumで は
変化は著 しく,乾 燥 した環境 を好むCeratodonで は変化 はほ とん ど見 られなかった.一 方,環 境 の変化 として は砂 が
群 落の一部 を覆 うな どが観 察 されたが,こ れは年 間の観 察に よって も見 られた。水位 の変化 は年 によって大 きい と思
われるが,群 落の成長 に どの程 度の関連 が出るかは解析 で きなかった.し か し,3年 後 の群落 の中には永久方形 区が
水没 した らしく,四 方 のペグ も見つか らない箇所 があった。 また湖沼 の近 くで の方形区 はナ ンキ ョクオオ トウゾクカ
モメな どの海鳥 に よる撹乱 が大 きく,年 間で も変化 がみ られた。地衣類 の方形区 のうち積雪が多 いため,発 見 で きな
かった り,抜 けていた ものがあった。
スバ ールバ ル諸島,二 一オル スンにおける氷河の後退 と植物群落 助 教授 神 田啓史
現在,極 域 ・高 山域 にお いて氷河 の後退が多 くの地域で報告 され てい る。 スバー ルバ ル諸島 はノルウェーの北,北
緯74° か ら81° に位置 し,そ の大部分が氷河 に覆 われ ている。
ロングイヤ ービンお よびニ ー オル ス ン島 にお いて も氷河 の後 退 が見 られ た。 氷 河 後 退 直 後 に出現 す る植 物 は
Sακぴrαgα属の ものが一般的であ るため,こ れ らの分布状況お よび密度か ら,大 まかな氷河後退の時期 を推 定で きる。
同時 に,ス バー ルバ ル諸島 と日本列島 に生存 してい る共通種(Bitstortαvivipαrα,DryαSoctopetαZα,Eriophorum
scheuchzert,　0κyriαdigynα,Rαnunculus　 pygMCteus,　 Rαnunculus　 sulρhureus,　Sαacifrαgα　cernuα)の 分布 状 態 を調
査 した。
また,　0.digynα,D.　 octopetα1α,　PoLygonum　 vivipαrLCMに ついて,周 辺 の気 温,葉 温,地 温な どの微気 象 の測 定
を行 った。典 型的 なクッションプラン トであ るSi!eneαcαulisに つ いては内部の温度環境 の測定 も行 った。
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(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 極域生物生産 とエネルギー移送の解析
イ.一 般 共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
宮 脇 博 巳 佐賀大学(教 育)・助教授
セールロンダーネ山地帯(南 極内陸露岩地帯)に おける地
衣類 ・蘇類の分類学的及び生態学的研究
広 海 十 朗 日本大学(農 獣医)・講師
南北両極域の動物プランク トンの分類および生態に関する
研究
佐 々 木 洋 石巻専修大学(理 工)・助教授 氷海における生物起源粒子の沈降、堆積過程の研究
山 口 征 矢 埼玉大学(教 養)・ 教授 海氷域における低次生産の生理生態学的研究
今 田 和 史 北海道立水産艀化場 ・主任研究員 寒冷淡水域における低次生産の基礎的研究
一 井 太 郎 遠洋水産研究所 ・主任研究官 南極海生態系のモデリング
岡 田 博 大阪大学(教 養)・講師 南極産蘇類の細胞分類学的研究
蛭 田 眞 一 北海道教育大学(釧 路分校)・助教授 セールロンダーネ山地における微小動物の研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学 ・助手 南極産線虫類の分類 ・生態学的研究
岩 見 哲 夫 東京家政学院大学(家 政)・ 講師
南大洋域における魚類等の適応 ・分化に関する生理学的 ・
系統分類学的研究
森 本 武 利 京都府立医科大学 ・教授 医学 関連 デー タのデー タベース化 に関する検討
松 前 昭 廣 北里研究所 ・客員部長 昭和基地周辺の微生物生態系と人為的影響 について
伊 野 良 夫 早稲田大学(教 育)・教授
南極産蘇類および土壌有機物 に含 まれる諸元素のICPSに
よる定量
中村 光 一 郎 日本女子体育大学 ・教授 南極海域の底生性甲殻類およびウミグモ類の分類学的研究
井 上 正 鉄 秋田大学(教 育)・助教授 キングジ ョージ島の蘇苔 ・地衣類の分類 ・生態学的研 究
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 海産大型捕食動物の潜水行動の研究
加 藤 憲 二 信州大学医療技術短期大学部 ・助教授 極域水界の藻類の増殖過程の生理 ・生態学的研究
神 田 啓 史 国立極地研究所 ・助教授 極地産藻類の低温適応に関する生理 ・生化学的研究
岩月善之助 広島大学(理)・ 教授 南極における隠花植物の繁殖戦略に関する研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
中 野 武 登 広島大学(理)・ 助手 南極産地衣類の共生藻類に関する分類学的検討
大 谷 修 司 島根大学(教 育)・助教授 南極産淡水珪藻の分類学的研究
渡 辺 啓 一 佐賀大学(農)・ 助教授
南極海産生物の低温適応に関する生化学的 ・分子進化学的
研究
田上 英 一 郎 気象研究所 ・室長 南極海表層水中における炭素循環に関する基礎的研究
田 中 正 文 名古屋大学(環 医研)・助手 閉鎖環境下で実施された心理テストの分析
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.国際学術研究
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者





研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
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around the Antarctic moss community Higuchi,  M.  , on Polar Biol. No. 6,
(extended  abstract)  . Kanda, H. and 179-181.
Iwatsuki, Z.
Unstable cold-hardiness of the Antarctic Shimada,  K.  , Proc. of the NIPR Symp.  1993.1
oribatid mite Alaskozetes antarcticus duringPan, C. and on Polar Biol. No. 6,
the austral summer at King George IslandOhyama Y. 182-184.
(extended  abstract)  .
 -  54  -
Fig • • R.
Temporal variability of particulate flux inFukuchi,  M.  , Cont. Shelf  Res.  , 13,1993
the northern Bering Sea. Sasaki,  H., 693-704.
Matsuda,  0.  ,
Tanimura,  A.  ,
Handa, N. and
McRoy, C. P.
Vertical fluxes and eological significance ofHanda,  N.  , Mar.  Biol.  , 112, 469-478. 1992
organic materials during the phytoplankton Nakatsuka,  T.  ,
bloom during the austral summer in BreidFukuchi,  M.  ,
Bay, Antarctica. Hattori, H. and
Hoshiai, T.
Production and sedimentation processes inSasaki, H. and Bull. Plankton Soc. 1993
the ice-covered Lakc Saroma. Fukuchi, M. Japan, 39  (2)  , 170-171.
Variation in summer cold-hardiness of theShimada,  K.  , Polar  Biol.  , 701-706. 1992
Antarctic oribatid mite  A  laskozetes Pan, C. and
antarcticus from contrasting habitats onOhyama, Y.
King George Island.
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イ.口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
昭和基地周辺における蘇類、地衣類群落の長期 神田啓史,井 上正鉄 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
的モニ タ リング
高密度マ イクロデー タロガーの開発 内藤靖彦,阿 部 宏 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
昭和基地周辺の沿岸露岩域における陸生節起動 菅原裕規,大 山佳邦 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
物相 福田弘巳
キ ングジ ョージ島の トビムシの生態 大山佳邦,島 田公夫 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
南極 昭和 基地周辺の ギンゴケ(Bryum　 argenteum)伊村 智,神 田啓史 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
の群落構造
スバールバル諸 島、ニー オ ルス ンにお け る氷 河 増沢武弘,神 田啓史 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
の後退 と植物群落について 小島 覚,伊 野良夫
夏季の南極大陸沿岸定着氷域における粒子の下 鈴木英勝,佐 々木洋 第15回 極域生物シンポジウム 1992.12
方輸送 原田尚美,福 地光男
南極ブリップ湾における低次生産の構造 渡邉研太郎,福 地光男 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
Marchant,　 H.　 J.
南大洋沖合域および季節氷域か ら分離 した珪藻 武田重信,坂 口 勇 第15回極域生物 シンポジウム 1992.12
類の培養特性 新島恭二,清 野通康
渡邉研太郎,沼 波秀樹
極域海洋の微細藻類による一次生産の量 とパター 工藤 栄 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
ンは季節海氷の存在に対 して どの ような応答 を
示すのか?
サロマ湖 におけるア イスアル ジーの強光阻害 佐藤博雄,宮 原猛省 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
渡邉研太郎,山 口征矢
コマイの血漿浸透圧とNa濃 度及びその寒冷適応 小笠原真,佐 藤弘和 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
小川瑞穂,福 地光男
アデ リーペ ンギ ンの夏期 間 の食性:リ ュツ ォ ・ 綿貫 豊,森 貴久 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
ホルム湾、 プリンス ・オ ラフ海岸大 陸棚 では ナ 内藤靖彦
ンキ ョクオキ ア ミを食 っている
炭卵期のアカツミガメに見 られた数種類の潜水 佐藤克文,坂 本 亘 第15回 極域生物 シンポジウム 1992.12
タイプ 内藤靖彦,田 中秀二
西井啓典
アカツミガメの潜水深度 は肺中の空気の量 を反 南川真吾,内 藤靖彦 第15回 極域 生物 シンポジウム 1992.12
映 してい るか? 内田 至,日 高敏隆
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5)極 地設営工学研究 グループ
(1)一 般 研 究
(A)昭 和基地 ・みずほ基地における建物の耐久性の評価及び氷上建築物の設定に関する研究
客員助教授 半貫敏夫,教 授 川口貞男,助 教授 鮎川 勝,助 手 寺井 啓
① 昭和基地 ・みずほ基地における建物の耐久性の評価
南極観測用建物の耐久性はその建物周囲の自然環境および建物内部の人工環境(建 物の使われかた)に 支配され




調査を継続的に行い,基 地全体の維持管理,補 修設計の基礎資料 としている。
昭和基地の木質壁式構造建築のうちで,外 壁の合板が構造材と仕上げ材を兼ねた方式の建物の一部で,建 築後20
～25年 を経過 した合板が補修の必要な状態に達 した。塗装だけの保護で強風と低温下の温度変動サイクルを受けた
合板がこれだけの耐久性を発揮することは内地ではとても考えられない。年間を通 して低湿度で雨がないという好
条件の賜であろう。耐久年の幅は,合 板制作上の品質管理が主因と思われる。一時期,防 火性能向上のため不燃合
板を使用 したが,薬 液含浸によって不燃化処理 した合板の接着剤の劣化が予想を超えた速度で進行したことがわかっ
た。
この他,防 火性能の向上と風力,日 射 ・気温変動からの保護のため外壁合板の上に薄い鉄板 を貼 った木質壁式構
造建築では,外 壁構造材の性能劣化は鉄板の腐食から始まる。亜鉛鉄板 に通常の吹き付け塗装 したものでは,鉄 板
と塗料の温度応力による伸縮量と追従性能の差から,塗 料の剥落と,合 板 との接着剥離が早期 に生 じ(早 いもので
2～3年 後),従 って鉄板の一部に腐食の発生 も早い。他方,焼 付け塗装鉄板の場合は上 と同様 に鉄板 と合板 間の
接着が温度ひずみのために早期に劣化するが,合 板保護機能は保持 される。木質系建築ではいまのところこの他 に
構造 部材の顕著な劣化は見られていない。




あすか基地の設営工学観測記録 をもとにして,氷 床上建築物の構造障害一支持基盤の不同沈下の要因分析 と沈下
予測法,対 策 を継続的に調べている。本年度は粘弾性連続体モデルによる積雪層 と建物の相互作用を解析する有限
要素法プログラムの開発 ・改良と解析例の検討,観 測記録 との対比を行った。
③ アイス ドーム構造の力学的特徴 と実用化の可能性についての研究
32次観測隊によって実施 されたあすか基地でのアイス ドーム構造の試作 と経過観測及び低温実験室でのモデル実
験等によって,ア イス ドーム構造のクリープ挙動に関するデータは着実に蓄積されつつある。あすか基地の試作 ドー
ム構造 は約3.5ヵ 月間,実 際に使われたので,実 用化の可能性は確かめられたと考えている。今後 は維持管理 を含
めてひとつの建築システムにまとめ,少 なくとも1年 の使用期間が保障できるようにするのが課題である。
(B)基 地の滑走路に関する調査研究
客員教授 梅村晃由,客 員助教授 半貫敏夫,教 授 川口貞男,助 教授 鮎川 勝
平成3年 度から標記課題に着手 し,本 年度は,そ のまとめ作業を行った。昭和基地の海氷上滑走路に対する不安
は,過 去の航空機運用年次の観測隊により,度 々指摘 されてきた。本研究では,従 来提案されてきたい くつかの昭
和基地 ・陸上滑走路計画案を整理 し,そ の第一一段階の造成工事土量 を見積リ,各 滑走路計画案の評価 を行 った。そ
の結果,「工事土量」のみの観点を主題 として評価すれば,東 オングル島に,ピ ラタスPC-6ク ラスの小型飛行機 を
対象とした滑走路長300～650mの 短距離滑走路の建設が十分可能であることが確かめられた。更に,DHC-6ク ラ
ス双発機の離着陸可能なHま たはG級 滑走路についても,工 事期間の長期化や大型建機の搬入等 に問題点が残され
るが,そ の建設が決して不可能ではないとの結論を得た。成果の発表は,「東オングル島飛行場建設計画 の工事評
価(梅 村 ・半貫)」 として南極資料に投稿中である。
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(2)共 同 研 究
一般共同研究 ◎:研 究代表者
氏 名 所 属 ・ 職 研 究 課 題
◎甲 斐 今日子 佐賀大学(教 育)・ 講師 極地における着衣に関する基礎的研究
◎登 倉 尋 實 奈良女子大学(家 政)・ 教授
極寒時の軽い発汗を伴 う運動時 とその後の安静時
の温熱性代謝性反応 と衣服素材の役割
山 岸 雅 子 福岡教育大学 ・助手
栃 原 裕 国立公衆衛生院(生 理衛生部)・ 室長
◎木 村 茂 雄 神奈川工科大学(工)・ 助教授 極地における風力利用の実用化に関する研究
◎平 山 善 吉 日本大学(理 工)・ 教授
氷床上基地建設における木質構造の利用について
斎 藤 俊 一 日本大学(理 工)・ 助手
内 藤 正 昭 日本大学短期大学部 ・専任講師
小石川 正 男 日本大学短期大学部 ・専任講師
(3)研 究 成 果 の 発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
空気の対流による熱輸送を考慮 した雪洞の長期 中島洋一,半 貫敏夫 日本建築学会大会学術講演 1992.8
クリー プ解析 山梨 稔,佐 藤稔雄 梗概集(構 造1)241-242.
半球アイスドームの力学特性 津久井啓太,二 見賢仁 日本建築学会大会学術講演 1992.8
1.ア イス ドームの製作 と力学特性 に関す る実験 半貫敏夫,佐 藤稔雄 梗概集(構 造1)1767-1768.
、
半球アイス ドームの力学特性 二見賢仁,津 久井啓太 日本建築学会大会学術講演 1992.8
2.ア イス ドームの力学特性に関する数値解析 半貫敏夫,佐 藤稔雄 梗概 集(構 造1)1769-1770.
あすか観測拠点建物周辺 のスノウ ドリフ トと不 山梨 稔,半 貫敏夫 日本大学理工学部学術講演会 1992.ll
同沈下 佐藤稔雄 講演論文集(構 造 ・強度)
1.建 物 周囲の スノウ ドリフ トの状 況 91-92.
あすか観測拠点建物周辺のスノウ ドリフ トと不 二見賢仁,半 貫敏夫 日本大学理工学部学術講演会 1992.ll
同沈下 佐藤稔雄 講演論文集(構 造 ・強度)
2.建物の不同沈下の性状 93-94.
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題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
ア イス ドーム模 型の クリー プ試験 津久井啓太,半 貫敏夫 日本大学理工学部学術講演会 1992.ll
佐藤稔雄 講演論文集(構 造 ・強度)
95-96.
南極あすか基地のスノウドリフトと建物の不同沈下 山梨 稔,半 貫敏夫 第9回 日本雪工学会大会論文 1993.1
1.建 物 周 りのス ノウ ドリフ トの状 況 二見賢仁 報 告 集173-178.
南極あすか基地のスノウドリフトと建物の不同沈下 半貫敏夫,二 見賢仁 第9回 目本雪工学会大会論文 1993.1
2.建 物の不同沈下の性状 山梨 捻 報 告 集179-182.
ア イス ドーム模型 の クリー プ試験 津久井啓太,半 貫敏夫 第9回 日本雪工学会大会論文 1993.1
二見賢仁 報 告 集183-186.
アイス ドーム模型の試作 と強度試験 半貫敏夫,石 沢賢二 南 極 資 料Vol.36,No.2 1992.7
二見賢仁,津 久井啓太 203-226.
LVL梁 の接合方法に関する実験的研究 斎藤俊一,平 山善吉 日本建築学会大会学術講演 1992.8
岸 明,平 田俊次 梗概集(構 造H)65-66.
LVL梁 の接着接合方法に関する実験的研究 斎藤俊一,岸 明 日本大学理工学部学術講演会 1992.!l
平山善吉 講演論文集(構 造 ・強度)
89-90.
南極大型雪上車(SM100S)の 開発 竹内貞男,喜 納 淳 南 極 資 料Vol.36,No.3 1992.11
1.必 要性と開発経緯 細谷昌之,吉 田治郎 363-440.
石沢賢二
H.シ ステムデザ イン 中島征志,細 谷昌之
m.車 体材料の溶接部低温靭性 作井 新,中 島征志
IV.　ゴム履帯 の低温特性 前川悦治,寺 山義英
V.性 能試験 斉藤 満,関 剛
細谷昌之
昭和基地管理棟の建設 半貫敏夫,小 石川正男 南 極 資 料Vol.37,No.1 1993.3




題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
雪国における屋根雪処理について 半貫敏夫 日本建築学会 1992.7
極地建築研究会
アム ンゼ ンスコッ ト基地の概要 半貫敏夫 日本建築学会 1992.12
極地建築研究会
あすか観測拠点建物に関する設営工学観測の概要 半貫敏夫,石 沢賢二 国立極地研究所 極地設営 1992.7
佐野雅史,佐 藤稔雄 諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
あすか観測拠点 「居住棟」の不同沈下解析 二見賢仁,半 貫敏夫 国立極地研究所 極地設営 1992.7
諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
アイス ドー ムの模 型実験 とク リープ解析 津久井啓太,半 貫敏夫 国立極地研究所 極地設営 1992.7
諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
昭和基地管理棟の設計 小石川正男,平 山善吉 国立極地研究所 極地設営 1992.7
半貫敏夫,佐 藤稔雄 諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
管理棟の建築 システム 平山善吉,半 貫敏夫 国立極地研究所 極地設営 1992.7
岸 明,小 石川正男 諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
管理棟の構造実験 岸 明,平 山善吉 国立極地研究所 極地設営 1992.7
半貫敏夫,三 橋博巳 諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
管理棟の製作と建設 佐野雅史,平 山善吉 国立極地研究所 極地設営 1992.7
諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
オングル島頂部の飛行場建設について 梅村晃由 国立極地研究所 極地設営 1992.7
諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会




題 目 発 表 者
1
発表 した学会等の名称 発表年月
北の空間構造 一 アイス シェル 粉川 牧 国立極地研究所 極地設営 1992.7
諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
あすか基地 におけ るアイス ドームの製作 石沢賢二 国立極地研究所 極地設営 1992.7
諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
極地風力発電 システムの開発 木村茂雄 国立極地研究所 極地設営 1992.7
諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
あすか基地での風力発電機の設置 と運転状況 石沢賢二 国立極地研究所 極地設営 1992.7
諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会
寒冷下での安静時及び運動中の温熱生理反応 と 登倉尋實,山 岸雅子 国立極地研究所 極地設営 1992.7
主観感覚に対するコットンとアクリル素材の影響 栃原 裕,都 築和代 諸分野における共同研究の
大中忠勝, 成果に関する研究小集会
Sirkka　 Rissanen
極寒衣服システムの検討一着用実験を中心に 横山宏太郎,佐 野雅史 国立極地研究所 極地設営 1992.7
石沢賢二,勝 田 豊 諸分野における共同研究の
成果に関する研究小集会




2.国 際共 同研 究等
1)北 極圏における研究観測の概要
平成3年1月 に締結 したノルウェー極地研 究所 との研 究協 力協 定 に基づ き,ス ピッツベ ルゲ ン島ニー オル スン国際
観測基地 およびその周辺 で,活 発 な観測が行 われ た。現地調査 を列挙す る。
6月18日 一29日 および9月1日 一4日:海 洋観測 ブイを設置 して,フ ィヨル ド海洋環境の季節変化 を観測 した。
7月16日 一8月27日:氷 河 でボー リングを行 い,氷 試料 を採取 し,堆 積環境調査 を実施 した。
7月20日 一23日:陸 上 の植物相 に関す る予備調査 を行 った。
8月3日 一8月13日:大 気 中の水,地 表付近大気微量成分 の通年観測 のための,機 器設置 ・整備 を行 った。
同 じ研究協力協定 の枠 内であるが,8月17日 一30日 にグ リー ンラ ン ド海観測航海 に参加 し,水 温分布 を測定 した。
2)ア イスラン ドにおける観測の概要
ダイナ ミックに変動 する オー ロラ粒子 流入動態 や,そ れに伴 うプ ラズマ波動 を1本 の磁力線 で結 ばれた観測点(地
磁気共役点)で あ る南半球の南極昭和基地 とア イス ラン ド国内の多点観 測網 で同時観 測する共役点観測 が昭和基地 と
呼応 した アイスラン ドにて実施 された。 この南半 球 にお け る多点 同時 総合観 測 と我 が国 の オー ロ ラ総合 観測 衛 星
EXOS-Dに よる磁気圏内の直接 観測デー タとを組み合わせ ることによって,オ ー ロラ粒子 エ ネル ギー の南 北 両半球
への流入動態及び オー ロラ現象の生成 ・伝搬機構解明の手がか りを得 ることが本研 究の 目的である。平 成4年 度のア
イスラ ン ド観測 は文部省科学研究費国際学術研 究(南 北両半球への オー ロラ粒子エ ネルギー流入動態の研 究)に よる
補助 を受 け,現 地調査 を実施 した。
平成4年 度 は,8～10月 期 にイメージ ング リオメータ と可視 オーロラの同時観測 をアイスラ ンドブ ッサ フェル並び
にチ ョルネスにて実施 した。 また同時期 には,グ リー ンラ ン ドにお けるカスプ域高エ ネルギー粒子降下観測の予備調
査 も予定通 り行 われた。 尚デ ンマ ー クの共 同研究者 ス タウニ ング博士 との協議 に よりイメージ ング リオメータは,デ
ンマー クスハブ ンに早期 に設置す る ことが可能 とな り,秋 季 にス タウニ ング博士 に よって設置 を済 ませ るこ とがで き
た。
実施 した計画 は,グ リー ンラン ドにおいては,掃 天 フォ トメー タ並 びにオー ロラTVカ メ ラに よるカスプ域 オーロ
ラ形態 の観 測 を行 って高 エ ネルギー粒子 降下域 の ダイナ ミック運動 をとらえた。一方,ア イスランドにおいては,オ ー
ロラTVカ メラ,高 速掃 天 フォ トメー タNNSS受 信機,　GPS受 信 機,及 び イメー ジングリオメー タを用 い て の様 ・々 な
エ ネルギー特性 を呈す る降下粒 子 に対応 した オー ロラ光学観 測並び に電離層擾 乱の観 測 を行 った。 これ らの観 測のた
め 日本か らは4名 を派遣 して観測実施 にあたった。
昭和基地,ア イスラン ド,チ ョルネスにお ける共役点 イメージ ングリオメータ観測 は期待 通 りの成果 を上 げつつあ
る。特 にCNA吸 収画像 の南北共役性 の初期解析の結果 は共役点が磁気地方時や オー ロ ラ活動 度 に よ り,時 々刻 々 と
移動す る ものであるこ とを実証 しつつある。 また本研究課題推進 に向けての基礎解析研究 として,オ ーロラ画像観測
デー タを用 いてのオーロラ発光形態 の研究 が進 め られてお り,降 下電子 エネルギーパ ラメータの推定 に関する研究や,
トモグラフ ィー法 を用 いての画像解析手法 の研究が進 め られた。
3.シ ンポ ジ ウ ム等
1)シ ンポジウム
第16回 極域 にお ける電離圏磁 気圏総合観測 シンポ ジウム 平成4年12月15日(火)～16日(水)
今回 のシンポジウムは,参 加者の実人数91名,口 頭発表51件,ポ スター発表19件 であ った。
分野別 の内訳 はHF波 動3件,　 VLF波 動12件,　 ULF波 動9件,オ ーロラサ ブス トーム7件,磁 気圏一電離圏結合7件,
太陽圏,太 陽活動4件,磁 気嵐7件,オ ー ロラの光学 ・電波観 測8件,大 気球観測5件,将 来計画5件,そ の他3件 で
あった。
今 回は大学 院学生 の発表 が増加 した(博 士課程7名,修 士課程19名)。 このように多数 の極地研究 に興味 を抱 く若手
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の中か ら,将 来 の南極観測 を支 える人材 が産 まれて くるこ とを期待 したい。
研究発表 の内容 で特徴 的なこ とをあげる と,(1)3年 前 に ピークを示 した太陽活動活発期 の観測 データの解析が進み,
大磁気嵐,中 緯度 に出現す るオーロラな どについてま とまって発表 があったこ と,(2)昭 和基地 で受信 された 「あけぼ
の」衛星 の解析 が進 み,オ ーロラ粒子,電 場,磁 場等 の観測 デー タを総合的 に駆使 し,オ ーロラ ダイナ ミクスやオー
ロラ粒子加速 の機構 に迫 る研究発表 がな されたこ と,(3}VLF波 動 の到来方向測定 に関 す る多数 の研 究発 表 が,複 数
のグループによ り,異 なる手法 に基づ きな されたこ と,14)5年 前 か ら開始 された南極周 回気球実験 は32次,33次,34
次南極観測隊 で本格的観測が行 われてお り,こ れに関す るデー タ解析,機 器開発等 の発表が あったこ と,(5)太 陽 ・地
球系エ ネルギー国際共 同観測(STEP)の …環 と して,オ ーロラ現象 の地上観測 に新 たな機器,手 法(多 色 フォ トメー
タ,オ ーロラ立体観測,イ メージ ング リオメー タ等)が 導入 され,そ の観測成果が発表 されたこ とな どである。特 に
多色 フォ トメータ観測 は,地 上観測 からオーロラダイナ ミクスの理解 に大 き く貢献す る もので ある。
第15回 極域 気水圏 シンポ ジウム 平成4年7月8日(水)～9日(木)
今回の シンポジウムは,参 加者138名,発 表論文74編 で,地 域 的には南極,北 極 を中心 とした極域,学 問領域 では,
大気科学,雪 氷学,海 洋学,地 球化学 を中心 と した大気 ・水圏の地球科学 を扱 った ものであ った。
分野別の内訳 は,海 氷!!編,海 洋7編,氷 の電波特性7編,コ ア解析10編,北 極 氷河3編,南 極氷 床4編,オ ゾ ン
7編,エ アロゾル8編,大 気微量成分6編,大 気大循環 ・気候 モデ ル4編,気 候3編,気 象観 測4編 であ る。今回の
特徴 は,南 極 でのACR計 画の一環 と して第31次,32次 観 測隊で行われた海氷 ・海洋観 測 の結 果 や,オ ゾ ン,エ ア ロ
ゾル,大 気微量 成分 など大気 化学 の論 文が多 く発表 された ことであ る。 また,北 極研 究が本格的 になって きた ことを
反映 して,コ ア解析 や大気化学,海 氷 ・海洋の分野 を中心 に17編 の論文 の発表 があ った。 さらに,衛 星 によるリモー
トセ ンシング,ポ ー ラーパ トロールバルー ン,ア イス レー ダーな どの新 しい手法 に よる研究 の発表 も多か った。
第12回 南極地学シンポジウム 平成4年10月13日(火)～14日(水)
7つ のセッション(地 球化学,南 極大陸とゴンドワナ,氷 震,海 洋科学,固 体地球科学,地 質と岩石,地 形)に お
いて合計33編 の口頭発表がなされ,実 参加人員は約80名 であった。昨年9月,第6回 国際南極地学 シンポジウムが日
本で開催 され,そ の残務整理が終わったばかりと思われる時期での開催だったので,ど の程度参加者があるか気づか
われたが,特 別の呼びかけなしでも例年並みの発表があった。本 シンポジウムも12回を数えて定着 した証と言えよう。
地形 ・地質 ・固体地球物理各分野の発表は トピックス的な目新 しさはないが最近の観測 ・調査を背景に確実な成果
を積み上げる内容が紹介 された。地形分野の発表からは,氷 床変動 と関連 した議論が重視 されていることがうかがえ
た。地質分野では東クイーンモー ドランド,エ ンダービーランドの地殻進化を精密な年代測定値 と岩石生成の温度 ・
圧力 ・履歴条件をもとにして議論を進めるという一貫 した姿勢が理解 される。固体地球分野では第33次 夏隊により実
施された昭和基地における重力絶対測定結果が,南 極のIAGBNA点 としては初めて(南 半球 では6番 目)測 定値を
与えたものとして注目される。
シンポジウムの形態は学会形式であるが,特 別の興味がない限 り他分野の発表を熱を入れて聞 くという感 じにはなっ
ていない。お互いに切実さがない限 りこのような気運はかけ声をかけただけでは生まれないものだが,発 表件数から
すると時間的余裕はまだあるので,参 加者を広 くカバーするようなテーマによる小さな討論会(1時 間以内)を 設定
すると,熱 気を醸 し出すうえで有効か もしれない。
第17回 南極 陽石 シンポ ジウム 平成4年8月19日(水)～21日(金)
本 シンポ ジウムは例年6月 初旬 に開催 されているが,今 回 は8月24日 か ら京 都 で開催 され た第29回 万 国 地質 会議
(IGC)に 出席す る海外 の研究者 が合 わせ て出席 で きる ように,そ の直前 に設定 した。 当 日は海 外 か ら招 待講 演 者3
名 を含む21名,国 内か ら85名 の研 究者が参加 して発表 と活発 な討論が行われた。発表論文 は92編 で,そ の うち口頭 に
よる発表が66編,ポ スターセ ッシ ョンが1編,ア ブス トラク トのみが22編 であ り,招 待講演者3人 によるそれぞれ の
特別講演が行われた。発表内容 は,あ すか明石の初期分類報告,岩 石鉱物学,化 学,同 位体,物 性研 究 にわた り,月
明石の特 別セ ッシ ョンも設け られ,発 表の半数以上が英語で行われ,活 発な討論が行われた。
第15回極域生物 シンポジウム 平成4年12月9日(水)～10日(木)
今回のシンポジウムは,外 国人招待研究者1名 の他外国人研究者8名 を含む延べ参加者180名,口 頭発表10件,展
示発表77件(う ち海外から18件)で あった。口頭発表は全て英語で行われた。
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今回のテーマは,海 洋生物セッションでは 「海洋生態学におけるニューテクノロジー」であり,デ ータ取得のため
の新 しい手法,技 術開発の重要な研究分野 として音響による超音波技術 とマイクロデータロガーを中心に話題提供が
あり,活 発な討論が行われた。一方,陸 上生物セッションのテーマは 「極域陸上生態系におけるモニタリング」であ
り,そ の目的 と方法について討論 された。南極においては陸上生態系の国際研究計画　(BIOTAS)　 が進んでお り,そ
の背景のもとで湖沼生態系,土 壌生態系,蘇 苔地衣類生態系の環境監視が議論 され,北 極では地球環境の変化 とツン
ドラ生態系の応答に関する実験的研究計画(ITEX)の 話題提供があった。
2)研 究 小 集 会
研究小集会は,共 同研究の一形態である。
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
南極における超高層物理観測の将来構想に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成4年9月2日
イメージング リオメー ター観測 に関す る研究小集会 山 岸 久 雄 平成5年3月4日
PPB観 測研究に関する研究小集会 江 尻 全 機 平成4年7月9日
オーロラ発光ならびに関連現象の南北共役性に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成4年ll月10日
極域における大気化学研究の現状 と将来計画に関する研究小集会 青 木 周 司 平成4年12月25日
ドーム域における氷床雪氷研究計画に関する研究小集会 渡 邉 興 亜 平成5年1月14日
衛星 と地上 ・無人観測比較による極域大気 ・雪氷圏解析に関する研究小集会 和 田 誠 平成5年3月16日
北極圏における雪氷観測に関する研究小集会 藤 井 理 行 平成5年3月16日
なだれと火砕流のアナロジーに関する研究小集会 神 沼 克 伊 平成4年12月18日
島孤 ・大陸地殻の形成に関する研究小集会 白 石 和 行 平 成4年10月12日
南極ペネ トレーターの応用に関する研究小集会 澁 谷 和 雄 平成5年3月24日
阻石探査計画に関する研究小集会 小 島 秀 康 平成5年2月25日
マイクロ ・データロガーの水生動物生態研究への利用に関する研究小集会 内 藤 靖 彦 平成5年2月9日
極域 におけるColonizationに 関す る研 究小 集会 神 田 啓 史 平成4年10月2日
海氷圏生物総合研究計画(SIEFS)とGLOBEC計 画に関する研究小集会内 藤 靖 彦 平成5年3月15日
南極における医学データベース構築に関する研究小集会 神 田 啓 史 平成4年10月5日
極地設営諸分野における共同研究の成果に関する研究小集会 川 口 貞 男 平成4年7月22日
スバールバル諸島における北極圏環境調査 に関する研究小集会 小 野 延 雄 平成4年12月16日
3)観 測研究小集会
観測研究小集会は,共 同研究の一形態である。
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
○第34次南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会
佐 藤 夏 雄 平成4年8月27日





4)研 究 談 話 会
開催年月日 発 表 者 所 属 題 目
平成4年
4月22日






瀬 川 爾 朗
東京大学海洋研究所
(極地研客員教授)
Satellite　 altimetryの 応 用 に 関 す る 最 近
の 話 題




Petrological　 studies　 of　 the　 East　 Ant-
arctic　 Shield　 the　 palt,　 the　 present
and　 future　 research　 priorities




7月1日 三 澤 啓 司 阻石資料部門 南極大陸から発見 された月限石について
7月15日 白 石 和 行 地学研究部門
昭和基地周辺 の岩石 はいつ ごろで きたか
一イオ ンマ イクロプローブによる新知見










9月2日 坂 翁 介
九州大学
(極地研客員助教授)





Arctic　 Centre,　 University　 of
Lapland,　 Finland
Activities　 of　 the　 Arctic　 Centre,
University　 of　 Lapland




9月30日 宮 岡 宏 情報科学センター
ロ ケ ッ トで 探 る パ ル 七 一 テ ィ ン グ オ ー ロ
ラ ー1990/1991年 ノ ル ウ ェ ー ・ ア ン
ド ー ヤ に お け る ロ ケ ッ ト観 測 一









開催年月日 発 表 者 所 属 題 目
平成4年
l!月4日
船 木 實 非生物系資料部門 デ ュモ ンデ ュル ビル基地 の様子(1992)
ll月18日 渡 邉 研太郎 生理生態学研究部門






On　 the　 use　 of　 multi-beam　 sonar　 sur-




神 沼 克 伊 地学研究部門








Activities　 of　 Chinese　 Antarctic　 Expe-
dition　 and　 Achievement　 in　 Glaciology
Studies











A　 History　 of　 North　 American




















Fluctuations　 of　 Glaciers　 in　 High




1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南北両極域 より得られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等 を整理 した上で国立極地研究所の生物資
料室に収納 されている。南極とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」 として出版 されている(昭 和61年3月
発行)。
(1)植 物
極地 より得 られた顕花植物,隠 花植物 の各標本 の収納点数 を別表 に分類別,地 域別 に まとめた。 その他,オ ー ス ト
ラリア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシャス,シ ンガポール,イ ギ リス,フ ラ ンス,東 欧 な どの温帯域 か らも比較 の
ため採集及 び交換 な どで収集 してお り,蘇 苔類 を主 に合計33,000点 の標本が収納 されてい る。
現在,蘇 苔類 の標本 デー タは国立極地研究所 のコ ンピュー タに よるデータバ ンクに蓄積 されている。 内外 の利用者
のために種類別(網,科,属,種),地 域別(植 物区系,大 地名)検 索 による標本 リス ト,ラ ベ ルの打 ち出 し,さ ら
に分布図 の作成 な どの利用 システムが出来 ている。その他 に写真,図 解入 りのハ ン ドブ ック として 「昭和基地周辺 の
蘇苔類」が出版 され,南 極 ・亜南極の蘇苔類デー タカタログ　(Catalog　 of　moss　 specimens　 from　 Antarctica　 and
adjacent　 regions)　 が出版 されている。
植物標本庫(NlPR)の 収納状況
分類別 隠 花 植 物
地域別 顕花植物 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
1
南 米パ タゴニ ア 10 600 300
亜 サ ウス ジョー ジア 50 592 50
サ ウスオー クニー諸 島 88
ケルゲ レン島 100
南 アムステル ダム島 5 50
セ ン トポール島 30
極
クロゼ島
フ ォークラ ン ド島
30
28
南 アフ リカ 38 10















東 昭和基地周辺 4,000 4,000 200
マ ラジ ョー ジナや基地 100 30





















域 ブ イ ン ラ ン ド 100
スバールバル 322
そ チ リ 926
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 368







合 計 594 225 26,283 5,490 510
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(2)動 物
収納されている動物標本の主なものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本であ り次表に示した。
ア.剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)
動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウェッデル アザ ラシ 剥 製 親 2
,, 〃 仔 1
り ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユキ ドリ 剥 製 1
〃 卵 1
マ ダラフルマ カモ メ 剥 製 4
ア シナ ガコシジロウ ミッバ メ 〃 1
オオ トウゾクカモ メ 〃 5
アデ リーペ ンギ ン 剥 製 親 5
り 〃 仔 3
〃 卵 6
〃 骨 格 3




動 物 名 点 数 動 物 名 点 数
魚 類 128 環形動物 24
原索動物 軟体動物
ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30
棘皮動物 二 枚 貝 類 27
ナ マ コ 類 4 タ コ 類 7
ヒ ト デ 類 36 線形動物 3
クモ ヒ トデ類 10 紐形動物
ウ ニ 類 27 ヒモム シ類 7
毛顎動物 扁形動物 1
ヤ ム シ類 3 腔腸動物
触手動物 ヒ ドロ虫類 18
コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7
節足動物 サンゴ類 8
甲 殻 類 56 海綿動物 4
昆 虫 類 5 原生動物
ダ ニ 類 5 有孔虫類 4




ふ じ ・しらせ船 上,海 洋生物定常観測,バ イオマ ス研 究観 測で採 集 された植物 プ ランク トン,同 定用 ホ ルマ リ
ン固定 海水標 本,冬 期サ ロマ湖か ら得 られ た同標本 は次表 に示 した。
隊 次 標 本 内 容 標 本 数
7 ふ じ航路上 ・表面海水 181
9 〃 〃 82
14 ふじ停船観測点 ・各層海水 100
18 ふ じ航路上 ・表面海水 149
19 〃 〃 155
20 〃 〃 246
20 定着氷下 ・各層海水 36
23 越冬ルーチン観測 ・各層海水 706
24 lt,「 330
25 〃 表面海水 ・各層海水 341
26 It　 tl　 1, 456
27 ・ク 〃 〃 420
28 lt7,,, 186
29 〃 〃 〃 180
30 〃 〃 〃 90
1978年 サ ロマ湖 ・各層海水 50
合 計 3,708
その他 に,ふ じ,し らせ船上 よ り各種 プランク トンネッ ト採 集で得 られた動物 プランク トン標 本 は次表 に示 し
た。
隊次 ノルパ ックネット MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚魚 ネ ッ ト LHPR採 集器ジ ェ ッ トネ ッ ト
14 33 0 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0 0
19 ll 4 2 0 0 0
20 6 79 0 0 0 0
21 33 42 2 12 2 0
22 16 54 6 6 0 0
23 14 0 0 0 0 0
24 100 0 0 0 0 0
25 50 40 3 0 0 0
26 88 110 ll 0 0 7
27 54 80 0 0 22 0
28 28 0 0 0 0 0
29 18 0 0 0 0 0
30 16 0 0 0 0 0
計 505 429 28 18 24 7
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(3)標 本貸出 ・受入状況
ア.南 海放送サ ンパーク(高 橋健)へ 展示用植物標本2点,動 物剥製標本4点,液 浸動物標本10点 を貸 し出す(平
成4年4月10日)。
イ.太 田市東毛学習文化センター(飯 田武夫)へ 動物剥製標本8点,液 浸動物標本10点,展 示用植物本5点 を貸 し
出す(6月17日)。
ウ.奈 良女子大(清 水晃)へ 冷凍藻類標本9点 を貸 し出し及び研究のため供与する(9月22日)。
エ.北 海道オホーツク流氷科学センター(木 下誠一)へ 動物剥製標本9点,液 浸動物標本6点,展 示用植物標本4
点を貸 し出す(平 成5年1月27日)。
2)非 生物系資料部門
当部 門は極域 あるいは極域 に関連 す る地域 の物理資料,岩 石資料 それに一般資料 の収集,整 理,保 管 とその利用 に
関する業務 を担 ってい る。
物理資料庫 に関 して は,昭 和 基地で定常 的 に観測 されてい る地震のデー タを保 管す る一方,前 年 度 に引 き続 き七一
ルロンダー ネ地域 の ラン ドサ ッ ト,ス ポ ッ ト衛 星デー タの購 入 を進めた。 また昭和 基地で観 測 された気 象のデー タの
磁気 テー プの整 理保 管 も行 った。
岩石資料庫 に関 しては,前 年度 に引 き続 き リュッォ ・ホルム湾,プ リンスオラフ海岸,や まと山脈,ベ ルジカ山脈,
マ クマー ドサ ウン ド,七 一ルロ ンダーネ山地 などの岩石 の整理保管並 びにデータベ ースの作成 を進め てい る。
一般 資料庫 に関 しては,南 極観測 の歴史資料,南 極関連 スライ ド,パ ネル写真等の整理保管 を前年度 に引 き続 き行 っ
た。
3)オ ー ロラ資料部 門
当部門が担う業務は,オ ーロラに関する公開可能な資料の収集 とその統一的整理 ・保管,並 びに収集された資料を
共同利用に供することである。 さらに収集資料の至便な検索システムや解析システムの開発研究を行 うと共に国際学
術連合(ICSU)の 勧告に基づ くオーロラの世界資料センタ 　ー(WDC-C2　 for　Aurora)の 運営業務をも担う。
本年度は,国 内外の関係機関 との情報交換 と平行 してデータ収集作業を実施 した他,地 上観測データ,人工衛星デー
タについての情報を様々な条件のもとで検索出来るデータベースシステムの構築 を行った。
4)陽 石資料部門
当部 門は,お よそ8,700個 の南極除石 を保 有 してお り,そ の初期処理,同 定分類 を継続 して行 って い る。 今 年度 は
Asuka-87,88限 石の初期処理 を行 ったほかYamato-79限 石の一部 と,　Yamato-82の 分類 を行 った。 また,申 請のあっ
た南極 陽石研 究計 画の うち,第22回,23回 の南極阻石研 究委員会 において承認 された計画 について除石の配分作業 を
行 った。配分 した限石試料 は93点,研 磨薄片 は67枚 であ った。その他,教 育用阻石研磨薄片 セ ッ ト(22種 類)を34機 関
に貸 し出 した。配分 を行 った研 究計画及 び研 究者 を別表 に示す。
展示 用及び教育用明石貸 し出 し状況
(1)南 海放送へ限鉄 を1点 貸 し出す(4月10日)。
(2)和 洋九段女子高校 へ限鉄 を1点 、 コン ドライ トを1点 貸 し出す(6月9日)。
(3)東 毛学習文化 セ ンターへ限鉄 を1点 貸 し出す(6月18日)。
(4)明 石市立天文科学館 へ唄鉄1点 、石鉄帽石1点 、石質限石2点 を貸 し出す(7月21日)。
(5)し らせ に阻鉄1点 、 コン ドライ ト1点 を貸 し出す(7月24日)。
(6)北 海道立 オホー ツク流氷科学セ ンターへ阻鉄1点 、石質限石2点 を貸 し出す(平 成5年1月27日)。
(7)神 戸市青 少年科学館 へ石鉄損石1点 、 コン ドライ ト1点 を貸 し出す(3月18日)。
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番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同研 究 者
(*大学院学生)
766The　 origin　 of　 stony-iron　 rneteorites　 and　 asteroids　 byK.　 Keil T.McCoy
.
1gneous　 and　 impact　 processes
767 Compositional　studies　 of　 chondritic　 meteoritesJ.T.Wasson G.Kallemeyn
768 ダイオジェナイ トに含まれる非格子性気体成分の研究 田中 剛 杉寄 隆一,三 村耕 一
769Petrology　 of　 anorthositic　 clasts　 from　 lunar　 meteoritesK.Kei1 M.Norman,　 J.Taylor
Y86032,Y82192,andY82193
770南極産エコンドライト限石の鉱物学化学的研究(継 続) 武田 弘 森 寛志,山 口 亮*
佐 伯 和 人*,　 D.Bogard
771 Primitive　 C-chondrites A.EI　 Goresy B.L6hn,　 松 涛 聡
772 Characterization　of　 diamond　 in　 ureilite　 samplesC.T.Pillinger
773 Comparison　 of　 Antarctic　 vs　 non-Antarctic　 meteoritesC.T.Pillinger
774S型小惑星に対応す る南極阻石の鉱物学および反射 スペ 廣井孝弘 武田 弘
クトルの研究(継 続)
775Light　 element　 stable　 isotope　 compositions　 of　 Renazzo一C.T.PillingerR.Ash,　 M.Grady
like　 chondrites
776 Proposal　 of　 (mini)　 consortium　 study　 of　 three　 igneous中村 昇 R.Harvey,　 H.McSween
inclusions　 from　 the　 Yamato-75097,　 Yamato-793241R.Hutchison,






777 コンドライト中の岩片の鉱物学的研究 北村雅夫 土山 明,小 島秀康
矢内桂三
778 コン ドライ トに含 まれる不透明 クラス トの成因 北村雅夫 藤田 隆,小 島秀康
矢内桂三
779特異明石の微量元素及びス トロンチウム同位体の研究 中村 昇 山本鋼志
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番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同研 究 者
(*大学院学生)
780動植物 に含まれる鉄元素の起源 と同位体分析 中村 彰 井上正鉄,相 沢 紘
781南極炭素質コンドライ トの宇宙化学的研究 海老原 充 長尾敬介
782南極阻石の微量元素組成 海老原 充 平田岳史,矢 内桂三
小島秀康
783C4-6炭 素質 コ ン ドライ トの受 けた変成 の影響 留岡和重 武田 弘
784炭素質コンドライ トにおける金属相 ・硫化物相の存在状 松枝大治 柴田恭宏*
態 と起源に関する研究
785 Study　 of　 physical　 and　 petrographic　 properties　 of　 Ant一L.　 J.　 Pesonen 1.　T.　 Kukkonen,
arCtiC　 meteOriteS M.Terho　 K.　 Kinnunen,
R.　 Saikkonen
786ユ ークライ トお よび ダイオジェナ イ トの希 ガス同位体組 長尾敬介 藤谷達也,三 浦弥生*
成と年代学的研究
787 Noble　 gases　 in　Yamato　 74063 Ulrich　 Ott
788Geochemistry　 of　 Igneous　 Meteorites P.　 H.　 Warren G.　 W.　 Kallemeyn
789Terrestrial　 alteration　 effects　 in　 chondrites　 from　 hotP.　 Scherer L.　 Schultz
and　 cold　 deserts.　 -Petrography　and　 noble　 gases
791炭素質 コン ドライ トのマ トリックスの成 因に関する岩石 永原裕子 村上登志雄*,池 田幸雄
学的研究
792限石薄片か らのル ミネ ッセ ンス画像 橋本哲夫
793南極産コンドライ トのSr同位体および微量元素組成 岡野 修 中村 昇,藤 原敏記*
794 Cosmic　 ray　 exposure　 histories　 of　 Antarctic　 meteor一K.　 Nishiizumi J.　R.　 Arnold
ites
795 Terrestrial　 Age　 of　 Antarctic　 meteorites K.　Nishiizumi J.　R.　 Arnold
796 CM炭 素質限石の微量元素に関する研究 中村 昇 小島秀康,井 上睦夫*
797南極産L－ グループコンドライトの衝突年代及び微量元 中村 昇 藤原敏記*,矢 内桂三
素の研究 三澤啓司
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番号 研 究 計 画 研究代表者 共 同研 究 者(*大学院学生)
798 To　 solve　 a　major　 problem　 in　the　 interpretation　 ofAu o a　 Pu J.　 J.　Papike
eucrite　 genesis　 and　 the　 interpretation　 of　 the　 HED
aSSOCiatiOn.
799Cosrnogenic　 radionuclides　 in　 lodranitesG.　 F.　 Herzog
800Mineralogical　Study　 and　 Coo工ing　 Rate　 Estimation　 of宮本正道 三河内 岳*,武 田 弘
Asuka　 Angrite
801 Compositional　 Studies　 of　Basaltic　 MeteoritesP.　 H.　 Warren G.　W.　 Kallemeyn
802南極産CO炭 素質 コ ン ドライ トのCAIお よび コン ドリュー留岡和重
ルの鉱物岩石学的研究
803Petrological　 and　 Geochemical　 Study　 of　 YamatoY. Ikeda H.　Palme
一86751　 (CV3)　 Chondrite
805Carlisle　Lakeタ イプの明石 の岩石学 ・鉱物学 的研究野口高明
5)低 温資料部門
当部門は,極 地域で採集された低温試料の解析及びその基礎研究を行 うとともに,低 温実験室の管理 と低温貯蔵庫
の試料の保管を担当 している。
試料の解析及びその基礎研究としては,氷 床コアの各種解析,雪 氷試料の長期保存による密度,組 織,同 位体組成
などの変化に関する研究や,低 温試料の現場解析法,梱 包 ・輸送法などの検討を行っている。
試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納 されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散 されている。移
動棚は,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで両側に配置 されており,一 方は観測隊の中型ダンボールに入った低温試料(雪
氷,生 物,限 石,土 壌など)が,ま た他方にはみずほ基地の700mコ アなどの氷床掘削コアが コアケースのまま収納
されている。収容能力は,中 型 ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当である。







北極研究に関する情報の提供,助 言 を行 うことを目的として,平 成2年6月 に設置 された。平成3年4月 にスバール
バル諸島 のスピッツベルゲ ン島三 ーオルスン(北 緯理度,東 経12度)一 国際観測基 地に,観 測拠点 を設け現地 観測を
行っている。平成4年 度には6つ の調査隊が基地を利用 し,の べ282人 目の観測を行った。また,「 国際北極科学委員
会(IASC)」 の活動に対応するなど,国 際的な共同研究プロジェク トの立案に参画 している。北極圏環境研究に関す
る文献,資 料,及 び情報の収集を行い広 く共同研究者の利用に供 している。
2)情 報科 学 セ ンター
情報 科学セ ンターで は,南 極昭和基地の 「多 目的衛星デー タ受信 システム」 で取得 した多量 の衛 星デー タを処理,
解析す るとともに,東 京大学理学部が運営す る国際理学 ネッ トワー ク　(TISN)に 参加 す る こ とに よ り広域 イ ンター
ネッ トの利用 を開始 した。
オー ロラ粒子加速域の解明 を主 目的 としたEXOS-D　 (あ けぼの)衛 星の受信 は33次 隊 によ り1505パ ス行 わ れ,全
て宇宙科学研 究所の衛星 データベ ースに登録 され た。 これ らのデー タはセ ンターの 「EXOS-D衛 星 デ ー タ処 理解 析
装置」 を用いて極地研へ も移植 された。 また衛星軌道 プロ ッ ト図の作画機 能追 加 やデ ー タ表 示 ソフ トをOpen　 Win-
dows対 応 にす る改修等 を実施 した。宇宙開発事業団(NASDA)の 海洋観測衛星MOS-1bは,148パスの受 信 を行
い,国 内デ ータ処理 として57シ ー ン分 の1次 処理 を実施 した。 また欧州 リモー トセ ンシ ング衛星(ERS-1)お よび
NASDAの 地球資源探査衛星(JERS-1)に ついては,キ ャンペー ンベースでそれぞれ54パ スな らびに85パ ス の受 信
を行 った。 これ らの衛星 デー タの解析 に対応す るため,ERS-1お よびJERS-1衛 星 のSAR,　 OPSデ ー タ入力 プ ログ
ラムの開発 を衛星画像処理装置 を用 いて実施 した。
近年,基 盤的 な研究情報 ネッ トワー クとしてイ ンターネ ッ トが世界 中で急速 に普及 しつつ ある。 こ うした状況 に対
応す るため,国 際理学 ネ ッ トワー クへの接続準備 を平成3年 度 より進 めていたが,平 成4年ll月4日 にJNIC　 (Japan
Network　 lnformation　 Center)　 よ り極地研 として正式 に クラスBの ドメイ ンIPア ドレス(133.57.0.0)を 取得 し,
イ ンターネ ッ トに よる電子 メール,　telnetお よびftp等 のサー ビス運用 を12月1日 よ り正式 に開始 した。 極 地研 一東
大理学部 間は,　64kbpsの デ ィジタル専用 回線 を用 いて接続 している。本 年度 のイ ン ター ネ ッ ト利用 者(ユ ーザ ー登
極地研ネットワーク構成図(平 成4年 度)
Nl-NET(9600bps)
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録者)数 は,所 内教官23名 を含め44名 であ った。 ネッ トワー ク環境 と して この他,大 型計算機 同士 を結 ぶ大学 間ネ ッ
トワー ク(N-1),宇 宙科学研 究所 との リモー トジ ョブ専用回線 ならびにSTEPネ ッ トなどを維持 ・運用 した。
セ ンターの主計算機であ るM-680Dシ ステム,汎 用 デー タ処理 のための高性能小型計算機 システ ムな らび に高分
解能 カラー画像処理 システム等の主要設備 は引続 き多 くのユ ーザ ーに利用 された。M-680D上 には苔 デ ー タベ ー ス
や極地関係 の文献情報,南 極/北 極域の地図デー タが オンライン利用で きる形 で提 供 され ている。 これ らの計算機環
境 は,ハ ー ドウェアお よびソフ トウェア共 に所内教職員 と全国の共同利用研 究者の利用 に供 してお り,年 間の主 シス
テ ム稼働 時間 は1,605時 間(CPU比 率50%)で あ った。
3)オ ーロラ世界資料 セン ター
オー ロラ世界資料 セ ンター　(WDC-C2　 for　Aurora)　 は,資 料系 オーロラ資料部 門が 管理 ・運 営 し,管 理 ・資料棟
5階 に床面積約84㎡ の資 料保 管庫 兼閲覧室 を有 してい る。当セ ンターに保管 され る資料 は,　WDCパ ネルが示 す作 業
指 針 を基本 とし,オ ーロラ物理学 の進展 に伴 う研究者 の要望資料 を も経済的物理的事情 を勘案 した上 で収集す る方 針
としている。資料保管庫 は冷暖房 ・除湿器 を備 えている とともに,リ ーダプリンター利用 による簡単 な閲覧 と複写 が
可能 とな ってい る。デー タ収納 能力 は,35mmマ イクロフ ィルム約28,000本/100ft巻,計算機用磁 気テー プ約1,900
本,マ イクロフィッシュカー ド数千枚 である。　WDC-C2　 for　Geomagnetism　 (京都大学理学部)と の共 同 に よるAE
デー タブ ックの出版 も行 っている。
本年度 までに収集 したデー タの概数 を次表 に示 す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35皿m全 天 カメラ編 集済 フィルム 1970年 ～1991年 2,600巻/100ft
16mm全 天 カメラフィルム(一 部編 集不能) 1966年 ～1969年 250巻/100ft
35mm全 天 カメラオ リジナル フィルム 1970年 ～1991年 373巻/1,000ft
昭
35mm全 天 カメラ長尺保存 フィルム 1970年 ～1978年 120巻/1,000ft
和 地磁気3成 分 オ リジナルチ ャー ト記録 1959年 ～1991年 1,458巻
基 地磁気3成 分3打 点チャー ト記録 1966年 ～1991年 234巻
地
地磁気3成 分35mmマ イクロフ イルム 1972年 ～1991年 44巻/100ft
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23一 フ ァ イ ル
資 絶対測定記録簿 1966年 ～1991年 3一 フ ァ イ ル
料 超高層現象相関記録マイクロフィルム 1977年 ～1991年 125巻/100ft
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61一 フ ァ イ ル





35mm全 天 カメラ編集済 フ ィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
観 料 35mmオ リ ジ ナ ル フ ィ ル ム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
測
DMSPオ ーロラ観測記録 1972年 ～1988年 240巻/100ft
South　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1990年 2,010巻/100ft
Halley　 Bay基 地全天 カメ ラフィルム {麟二雛} 237巻/100ft
Mawson基 地全天カ メラフ ィルム
{1976年 ～1977年1984年～1985年} 410巻/100ft
Casey基 地全天 カメラフ イルム 1976年 ～1978年 386巻/100ft
Maquarie島 基地全天 カメラフィルム {雛二露} 722巻/100ft
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資 料 名 観 測 期 間 数 量
Davis基 地全 天 カメ ラフィルム
地磁気 マイ クロフィルム(約55基 地)
地磁気 マイ クロフィッシュ(約5基 地)





































室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫からなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は,573人 であった。主な利用は,み ずほ700m氷 床 コアと前進拠点
200m氷 床 コアの処理作業,S25氷 床 コアの解析作業,北 極 スピッツベルゲンコアとグリーンランドコアの解析作業,







人員53名(越 冬 隊37名,夏 隊16名)
(1)越 冬隊
部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 越 冬 隊 長 福 地 光 男 国立極地研究所研究系
定 常 観 測 気 象 松 原 和 正 気象庁観測部
小 城 良 友 〃
岸 隆 幸 〃
五十嵐 寛 〃
東 島 圭志郎 〃
電 離 層 鎌 田 満 博 通信総合研究所電波部
地 球 物 理 金 尾 政 紀 京都大学防災研究所
研 究 観 測 宙 空 系 山 崎 一 郎 通信総合研究所企画調査部
高 橋 幸 弘 東北大学理学部
峯 野 秀 美 気象庁地磁気観測所
地 学 系 本 吉 洋 一 国立極地研究所研究系
佐 藤 忠 弘 国立天文台地球回転研究系
気 水 圏 系 岩 井 邦 中 信州大学教育学部
神 山 孝 吉 京都大学理学部
古 川 晶 雄 国立極地研究所事業部(名 古屋大学大学院学生)
前 野 英 生 通信総合研究所電波部
生 物 ・医 学 系 土 屋 泰 孝 筑波大学下田臨海実験センター
沼 波 秀 樹 東京水産大学
五十嵐 厚 夫 国立極地研究所事業部(東 北大学大学院学生)
設 営 機 械 金 子 誠 一 国立極地研究所事業部(㈱ 大原鉄工所)
市 川 末 広 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーディーゼル㈱)
森 川 秀 信 国立極地研究所事業部(㈱ 小松製作所)
森 井 篤 志 国立極地研究所事業部(い す ゾ自動車 ㈱)
沢 田 精 一 国立極地研究所事業部(㈱ 日立製作所)
中 村 俊 弘 京都大学施設部
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部 門 氏 名 所 属
設 営 通 信 曽 根 康 介 国立極地研究所事業部(日 本電信電話㈱)
加 賀 淳二朗 海上保安庁警備救難部
影 山 達 也 郵政省東海電気通信監理局
調 理 番 澤 孝 司 海上保安庁警備救難部
篠 原 洋 一 国立極地研究所事業部(㈱ 銀座車屋)
医 療 増 田 裕 幸 国立極地研究所事業部(健 和会大手町病院)
山 内 肇 国立極地研究所事業部(沖 縄協同病院)
設 営 一 般 後 藤 健 法務大臣官房営繕課
小 川 義 和 国立極地研究所事業部(日 本電気㈱)
山 川 良 典 名古屋大学医学部
梅 沢 昭 仁 国立極地研究所事業部(三 機工業㈱)
(2)夏 隊
部 門 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 夏 隊 長 佐 野 雅 史 国立極地研究所事業部
定 常 観 測 海 洋 物 理 田 中 和 人 海上保安庁水路部
海 洋 化 学 野 口 賢 一 〃
海 洋 生 物 小 達 恒 夫 三重大学生物資源学部
測 地 渡 辺 和 夫 国土地理院測地部
研 究 観 測 地 学 系 川 嵜 智 佑 高知大学教育学部
福 田 洋 一 東京大学海洋研究所
藤 原 智 国土地理院測地部
石 川 正 弘 東北大学理学部
生 物 ・医 学 系 原 田 尚 美 国立極地研究所事業部(名 古屋大学大学院学生)
設 営 設 営 一 般 柴 田 正 造 お茶の水女子大学会計課
大久保 篤 夫 国立極地研究所事業部(㈱ 岩村組)
増 田 光 男 国立極地研究所事業部(金 子架設工業㈱)
南 雲 正 輝 国立極地研究所事業部(ミ サワホーム㈱))
本 多 実 国立極地研究所事業部(㈱ 新洋建設)
渡 邊 昭 弘 国立極地研究所事業部(㈱ スギヤマ)
○ 同行者









部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担当機 関








海 上 保 安 庁
海 洋 生 物 ○海洋生物観測 小 達 恒 夫 国立極地研究所
測 地 ○基準点測量 渡 辺 和 夫 国 土 地 理 院
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当隊員 研究代表者
地 学 系 第H期 東 ク イー ンモー ドラ ン ド地域 の地学研究 藤 原 智 吉 田 栄 夫
計画 川 嵜 智 佑
石 川 正 弘
○地殻動態の総合的監視 ・測量計画 福 田 洋 一
・絶対重力測定








生物 ・医 学 系 生物圏観測計画 小 達 恒 夫 内 藤 靖 彦
○海氷圏生物の総合研究 沼 波 秀 樹
・低次生産構造の調査 五十嵐 厚 夫
・物質循環過程の調査 土 屋 泰 孝





部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担当機 関
極 光 ・夜 光 ○全天カメラによる観測 峯 野 秀 美 国立極地研究所
○写真観測
地 磁 気 ○地磁気三成分及び基線値決定のための絶対 峯 野 秀 美 国立極地研究所
値測定
電 離 層 ○電離層垂直観測 鎌 田 満 博 通信総合研究所
○電波によるオーロラ観測
○ リオメー タ吸収 測定
○電界強度測定
気 象 ○地上気象観測 松 原 和 正 気 象 庁
○高層気象観測 小 城 良 友
○特殊ゾンデ観測 岸 隆 幸
○オゾン観測 五十嵐 寛
○日射量の観測 東 島 圭志郎
○天気解析
潮 汐 ○潮汐観測 金 尾 政 紀 海 上 保 安 庁
地 震 ○自然地震観測 金 尾 政 紀 国立極地研究所
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者
宙 空 系 太陽エネルギー輸送 と変換過程に関する総合 山 崎 一 郎 平 澤 威 男
研究計画 高 橋 幸 弘
○ ポー ラーパ トロール気球 に よる超高層 大気の 峯 野 秀 美
観測
・南極周回気球観測




・イ メ ー ジ ン グ リ オ メ 一 夕 に よ る オ ー ロ ラ 粒
子降下領域の時間変動観測
○観測点群による超高層観測
・マ ラジ ョー ジナや基地 にお ける地上観測
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部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担当機関
気 水 圏 系 気水圏環境変動観測計画 岩 井 邦 中 渡 邉 興 亜
○氷床 ドーム深層掘削観測 神 山 孝 吉
・氷床表面地形の連続測定 古 川 晶 雄







生 物 ・医 学 系 生物圏観測計画 土 屋 泰 孝 内 藤 靖 彦
○海氷圏生物の総合研究 沼 波 秀 樹
・物質循環過程の調査 五十嵐 厚 夫
・沿岸海氷域生物調査 増 田 裕 幸










[目 的]第33次 南極地域観測隊の編成及びその他の実施準備に資するため,隊 員候補者に対 して,冬 期の寒冷地に
おいて雪中行動等に関する各種訓練を実施 した。
[期 間]平 成3年3月11日 ～3月16日
[場 所]乗 鞍岳位ケ原山荘を中心 とする乗鞍高原一帯
[参加者]福 地光男隊長,佐 野雅史副隊長,隊 員候補者45名,関 係者22名,計69名
(2)夏 期訓練
[目 的]第33次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義を行い,所 要の知
識や技術を習得させると共に,団 体生活を通 して隊員の相互理解を深めるために実施 した。
[期 間]平 成3年6月24日 ～6月28日
[場 所]文 部省菅平高原体育研究場を中心とする菅平高原一帯
[参加者]福 地光男隊長,佐 野雅史副隊長,隊 員47名,関 係者18名,計67名
(3)部 門別訓練





第33次 南極地域観測 隊53名 は,ブ ラジルの交換科学者2名 と共に 「しらせ」 に乗船 し,平 成3年ll月14日 東京港 を
出港 した。船上観測 を行 いつつ南 下 し,オ ース トラリア ・フリーマ ン トル港 に寄港,オ ース トラリア気象局依頼 の海
洋観 測ブ イ2基 を搭載 した。
南緯55度 を12月8日 に通過 し,15日 氷 海に進入,18日 ブ ライ ド湾 に到着 した。 同 日空 輸 に よ りL。地点 か ら32次 あ
すか観 測拠 点越冬 隊員3名 と物資20.6ト ンを 「しらせ」 に収容 し,タ 刻 リュッォ ・ホルム湾 に向かった。
12月21日 リュツォ ・ホルム湾沖 に生物定置係留系 を設置 し,同 日昭和基地へ の進 入 を開始 したが,昨 年 同様 の厳 し
い氷状 に2,679回 にお よぶ チャージ ング航行 を行い,1月4日 昭和基地 に接岸 した。 ただちに大型 雪上 車 の揚 陸 を行
い,18日 までにパ イプによる貨油輸 送,雪 上車 に よる大型物資 の氷上輸送,ヘ リコプ ターに よる空輸 に よ り861.2ト
ンの物資 の輸送 を行 った。 また32次 越冬 隊持 ち帰 り物資127ト ンを 「しらせ」 に収容 したが,こ の うち55ト ンは廃棄
物 であ る。
昭和 基地 におけ る夏期作 業は 「しらせ」接岸 に先立 ち12月23日 よ り開始 し,2月17日 までの58日 間行 った。主 な作
業 は昭和 基地計 画 としての管理棟 の建 設,200KVA発 電機エ ンジ ンのオーバ ーホール等で あった。観測行動 としては,
リュツォ ・ホル ム湾沿岸露岩の地質調査,昭 和基地 におけ る絶対重力 測定,基 地周辺 の海洋生物調査,ド ーム計画 の
一環 と しての中間地点 までの内陸旅行等 を行 った。
2月1日 には32次 越冬隊 と33次 越冬隊 との実 質的引 き継 ぎを行 い,「 しらせ」 は4日 に昭和基地 を離 岸 し,17日 に
は昭和 基地か ら33次 夏隊員 を収容 した。 また越冬 隊員 として超伝 導重 力測定 を行 う予定 であ った佐藤忠 弘隊員は,機
器の故障 によ り越冬 を断念 し,夏 隊 と帰国す ることになった。帰 路は1,762回 のチャージ ング航行 を行 い,22日 に氷
海 を離脱 した。その後22日 か ら26日 の間 リュッォ ・ホルム湾沖で海底 地形調査 を行 い,27,28日 に往路設置 した生物
定置係留 系の一部の回収作 業 を行 ったが成功 せず,34次 での作 業 を待 つ こととした。
28日 以降 は海洋観 測 を行いつつ東航 し,3月15日 南緯55度 を通過,20日 オー ス トラリア ・シ ドニー港 に入港 した。
シ ドニーか らは32次 越冬隊員 と共 に,3月27日 に空路成田 に帰着,33次 夏行動 を終了 した。
(2)ブ ライ ド湾での オペ レー ション
① 輸 送
12月18日 未明 ブライ ド湾 に到着,ヘ リコプター14便 でL。地点 か らあす か観測拠点 越冬 隊員3名(5名 は陸路昭和
基地 に移動)と 物資20.6ト ンを収容,夕 刻 リュッォ ・ホルム湾 に向か った。
② 大型動物セ ンサ ス
12月17日 ヘ リコプター2機 によ り,ブ ライ ド湾の大型動物分布調査 を行 った。
(3)昭 和基地 オペ レーション
① 輸 送
12月23日 に第1便 を送 った後,「 しらせ」 は砕氷航行 を行 いつつ建設,絶 対重力,超 伝導重力 測定 な ど若干 の 緊急
物資 の空輸 を実施,1月4日 に接岸 した後 はただちに大型雪上車2台 を揚陸,翌5日 か ら6日 にかけ420k2の 貨油 のパ
イプ輸送 を行 った。 その後5日 か ら9日 の間に管理棟建設資材 を主 とす る大型物資180.4ト ンを海氷 の締 まった夜 間,
木製 中型権延べ213台 を使用 して実施 し,12日 か ら18日 までヘ リコプター によ り314.9ト ンを空輸 し,総 量861.2ト ン
の物資 の輸送 を終了 した。 また昭和基地 よ り32次 越冬隊持 ち帰 り物資127ト ンを収容 したが,こ の うち55ト ンは廃 棄
物 である。
② 設営作業
今次 の夏作業 の最大 の ものは,昭 和基地整備計画(8年 計画)の 最初 の建物 である管理棟 の建設 であ り,基 地 の中
心 となるこの建物 は4層3階 建 て床面積772㎡ と過 去最大 であ る。工事 は12月23日 か ら2月17日 にか けて(実 質50日
間)行 い,内 装工事 の一部 を越冬 に残 した ものの,1,434人 目を費や しほぼ完成 させ るこ とがで きた。 そ の他200KV
A発 電機 エ ンジ ン3基 の4年 毎 のオーバーホール,200k4油 タンク外装 カバーの交換等の工事 を行 った。
③ 観測,野 外調査
(a)地 質調査
昭和 基地周辺(リ ュ ツォ ・ホルム湾)露 岩(ス カルブス ネス,ル ン ドボー クスヘ ッタ,ス カー レン,パ ッダ,明 る
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い岬,か らめて岬,東 オ ングル島)の 精査 を12月29日 か ら2月6日 にかけて行 い,新 たな知見が得 られた。
(b)絶 対重力測定
国際絶対重力基準網(IAGBN)　 の1点 と して,佐 久 間式絶対重力計 による絶対重力測定 を1月4日 か ら28日 の 間
昭和基地重力計室 にお いて行 い,有 効 デー タ数834個 を得 る良好 な測定 の結果,基 地 の重力基準値(982524.241mgal)
を得 た。
(c)　 GPS観 測
GPSに よる共同観測　(SCAR計 画)及 び昭和基地周辺基準点 の改測の ため,12月31日 か ら約1カ 月 間のGPS観 測 を
行 った。 また内陸基本観測点の精密決定の ため,内 陸旅行隊 と同時観測 を実施 した。
(d)生 物調査
昭和 基地周辺海氷上か ら,海 水 中の物質循環の研 究の ためのセ ジメン トトラップによる採 集,ク ロロフ ィル濃度測
定等 の ための採水,海 洋環境 調査 と して ピス トンコアラー等 による海底堆 積物 の採 集 を行 った。 またラングホブデに
おいて古 海洋環境調 査のため有孔 虫の化石の採 集 を行 った。
(e)海 洋観 測
潮汐関係:験 潮記緑 との比較検 定のため に副標観 測 を2回 行 った。 また機器 の保 守作 業 を行 った。1月8日 か らll
日の間,ラ ングホ ブデ において基地 との比 較値 を得 るため に可搬式 潮位計 による観 測 を行 った。
流速観 測:1月6日 か ら23日 の間,基 地付 近の氷 下10mで 電磁 流速計 による観 測 を行 った。
(f)大 型動物 セ ンサ ス
1月26日 ヘ リコプター2機 によ り,リ ュッォ ・ホ ルム湾の大型動物 分布調査 を行 った。
(g)ド ーム中間点旅行
「氷床 ドーム深層掘 削計 画」(5年 計画の1年 次)に 沿 い,燃 料 デポ及 び旅行行動 中の観測 を目的 と した,ド ー ム
中間点へ の旅行 を12月31日 か ら2月4日 にかけ雪上車4台,ブ ル ドーザ ー1台 を用 いて行 い,中 間点 に燃料 ドラムを
デポする とともに雪氷観測,気 象観測,　GPS観 測等 を行 った。
(4)船 上観測
① 電離層観測
往復路 においてオメガ電波受信測定,往 路 において短波電界測定 を行 った。
② 海洋物理 ・化学 ・生物観測
表面採水,測 温56点,　 XBT観 測220点,ナ ンセ ン各層 観測14点,　 CTD観 測16点,海 洋汚染調査 用海水採取19点,ア
ルゴス漂流 ブイ4基,　 XCP観 測7点,ナ ンセ ンに よるクロロフ ィル測定16点,ノ ルパ ック15点,表 面 海水 連続 モ ニ
タリング観測等 を行 った。
昭和基地周辺海域 の海底地形図作成 のため,「 しらせ」 の音響測深儀 による海底地形測量 を2月22日 か ら26日 の 間
68°10/S,67°20'S,32°E,40°Eで 囲 まれた海域で行 った。
③ 海上磁気測定
往復路 におい てフラ ックス ・ゲイ ト型磁力計 によ り地磁気3成 分 の測定 を行 った。 またキ ャリブ レー ションのため
8地 点で8の 字航行 を実施 した。
④ 海上重力測定
往復路 におい てNIPR-ORIH型 海上重力計 による測定 を行 った。 測定 は隊 員不在 となる シ ドニ ー,東 京 間 も行 い
20万 点の データを得 た。
⑤ 大気微量成分観測
東京,シ ドニー間にお いて,大 気 中及 び海水 中の二酸化炭素濃度 の観測,海 上 オゾ ン濃度 の緯度分布 の測定,微 量
成分の緯度分布測定用大気サ ンプ リング,エ アロゾルの採集 を行 った。
⑥ 大気混濁度観測
フ ィリピン,ピ ナ トゥボ火 山の浮遊塵粒子 の影響 を調べ るため,往 路 において 日射観測 を行 った。
⑦ 生物観測
生物係留系観測:「 海氷圏生物 の総合研究」(5年 計 画の1年 次)の 一環 と して1年 間の観測 を 目的 と したセ ジ メ
ン トトラ ップを リュツ ォ ・ホルム湾 の北方海域(64°02.3'S,38°OL4'E)に12月21日に設 置 し,
帰路 の2月27,28日 に一部 デー タの回収 を行 ったが,成 功せず34次 隊 での作業 を待つ こととした。
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MTDネ ッ トに よる観 測:有 孔 虫の採 集 を目的 と して停 船海洋観測点の8点 で行 った。
⑧ オース トラ リアブ イ
オース トラリア気 象局か ら依頼の海洋 ・気象観測 ブイ2基 を東経llO度 線 に沿 った南緯46度04分,49度41分 にそれ
ぞれ投 入 した。
(5)越 冬隊による観測
第33次南極地域観測越冬隊は,平 成4年2月1日 から平成5年1月31日 までの1年 間,昭 和基地で越冬活動を行っ
た。越冬隊の観測 ・設営の行動計画は,平 成3年ll月13日 に開催された第99回 南極地域観測統合推進本部総会におい
て決定 された。第33次 夏期オペレーションの中で,越 冬観測機器(超 伝導重力計)の 設置の段階で機器の一部に不具




開水面 となったが,3月 に全面結氷 した後越冬期間を通 して海氷は安定 したため,計 画された野外活動はすべて順調
に経過 した。また,基 地における観測活動 ・設営活動も順調に経過 した。
(5-1)定 常観測
① 極光 ・夜光
全天カメラ観測は3月7日 から10月15日 の間,延 べ日数77日 の観測を実施 した。例年問題になっているフィルム送
り不良が発生したが,フ ィルム巻取用スプリングベル トの長さを調整 して対処 した。白黒フィルムとカラーフィルム
を合わせて20巻(約8000フ ィー ト)の データを取得 した。
② 地磁気
地磁気3成 分の連続観測を行った。また,絶 対測定は毎月1回,地 磁気の静穏日を選んで実施 した。地磁気変化計
室の周囲に新設された建物の,地 磁気観測への影響を調べるため8調 査点を設けた。
③ 電離層
電離層垂直観測,オ ーロラレーダ観測,リ オメータによる電離層吸収観測,短 波電界強度測定,オ メガ電波受信測
定,等 の観測 ・測定を引き続 き実施 した。平成5(1993)年1月20日 から30日にかけての超高層大気波動の国際観測
活動に参加 ・協力 し,通 常の15分毎の観測を5分 毎 とした電離層垂直観測を実施 した。
④ 気 象
地上気象観測,高 層気象観測,特 殊ゾンデ観測,オ ゾン全量観測,地 上 日射 ・放射観測,天 気解析,そ の他の観測,
等の観測を引き続き実施 した。その他の観測 としては,こ れまでの積雪観測やSl6で のロボット気象計の他に,気 水
圏系の内陸 ドーム旅行中に従来の携帯気象測器に代わりデータロガーを備えた移動用気象観測装置を初めて運用 した。
また,旅 行中に大気混濁度観測 も実施 した。越冬前半の月平均気温は高めに経過 し,5月 下旬,6月 中旬,8月 上旬
は平年より6～7度Cも 高めであった。マイナス30度C以 下 を記録 したのはかなり遅い時期である8月22日 であった。
極夜をはさみ悪天候が続 き,5月8日 から8月10日 の長期間にわた り日照時間が観測 されなかった。オゾン全量観測
により4年 連続でオゾンホールが確認 され,全 量値は9月17日 に過去最低値を更新 し,更 に10月4日 に基地での観測
開始以来の最低値140DU(DUは ドブソン単位 を示 し,標 準気圧 〈1気圧〉,標 準温度 〈0度C>の もとで,単 位面
積あた りの鉛直気柱にあるオゾンの総量を,百 分のlmmを 単位にして計ったオゾン層の厚さで示す数値である)を 記
録した。
⑤ 潮 汐
31次隊で設置された水晶式験潮儀による観測を継続 した。32次 で設置 されたセンサーについては31次 のバックアッ
プとした。
⑥ 地 震
短周期(HES)及 び長周期(PELS)地 震計による3成 分の地震観測 を継続 した。1年 間の地震読み取 り個数は





従来通 り,「 テ レメ トリーに よる人工衛 星観測」,「極域擾乱 と磁気圏構造の総合観測」,「観測点 群 に よる超高 層観
測」,「ポー ラーパ トロー ル気球(PPB)　 に よる超高層大気 の観 測」 を継続 した。即 ち,　EXOS-D衛 星 の受信観測,
西 オングル島 にあ るテ レメ トリー施設 によるVLF等 の超高層観測,オ ー ロラ光学 観測 で は32次 か ら引 き継 いだ超高
感度テ レビカメラの他 に,33次 で持 ち込んだ多波長全天 カメ ラ ・7色 フ ォ トメー ター ・チル トフ ォ トメー ターによる
観測 を行 った。 また,マ ルチ ビーム リオメー ターに替 え イメージ ング リオメー ターを新 たに設置 し,オ ーロラ粒子 降
下 に伴 う電離層擾乱の2次 元観測 を行 った。沿岸磁気 測量 では初 めて西 オ ングル島 とスカー レン間の海氷上 で観測 を
行 った。　PPB関 連機器の保 守 ・点検 を行 い,34次 との合 同放球 オペ レーシ ョンを実行 した。
② 気水圏系
33次 隊か らス ター トした 「氷 床 ドーム深層掘削観測計画」 では,32次 隊 で整備 された中継拠点 までの内陸 ルー トを
更に掘 削候補 地 まで延長 して新規 ルー トを整備 した。候補地 の選定 にはアイス レーダーによる基盤地形 ・氷床内部構
造の観 測結 果 を検 討 し,MD736地 点(77°20'.72S,39°39'.44E)周辺域 を候補 地 と した。冬明けのみず ほ基地 へ の
旅行 と春 ～夏の ドーム旅行 の2回 の旅行 で内陸域へ の燃料 ドラム缶等 の輸送 を行 った。 また,旅 行 中は基本観測点 を
設 置 し雪氷 ・重力 ・気 象観 測を実施 した。「大気化学観測計画」 では昭和 基地において,二 酸化 炭素連 続観 測,大 気
サ ンプ リング,メ タン連続観測,地 上 オゾ ン連続観測,成 層圏二酸化窒素,オ ゾン分光観測 を実施 した。更 にエ アロ
ゾルゾ ンデに よ り地上 エア ロゾル濃度 を測定 した後,ゾ ンデを飛揚 し上空の濃度 も測定 した。 またエ アロゾルサ ンプ
リング も実施 した。 「地球観測衛星受信計画」 では,引 き続 きMOS-lb衛 星,ERS-1衛 星 等 か らのデ ー タ を受信 し
た。衛星 か らの海氷画像情報 は基地 での野外活動 の上 ばか りで な く,「 しらせ」 の氷 海進 入の上 で も貴重 であった。
③ 地学系
越冬期 間の地 質精査 として,9月 の沿岸旅行で スカー レン露岩域 を調査 し,ま た10～ll月 のや まと山脈旅行で主 に
北部露岩域 を調査 した。34次 隊 との合 同夏期 オペ レーシ ョンで 「しらせ」ヘ リコプター を利用 し,か すみ岩,日 の出
岬,ル ン ドボークスヘ ッタ,ボ ッ ンヌーテ ン,ベ ルオ ッデン,ア ウス トボ ブデ,ブ ライボー クニーパ露岩域 を,ま た,
越冬交代後 の帰路 にはアム ンゼ ン ・ケーシー湾域のマ ッキンタイヤ島,フ ィー ル ド島,フ ォアフィンガー ・ポイント,
ラガ ッタ山脈 を調査 した。「地殻動 態の総 合的監視 ・測量計画」 では当初計画 の規模 を縮小 し,ラ コ ステ重力計 に よ
る連続観測 を行 った。 また,多 目的衛星 データ受信 アンテナの中心位置 とGPS基 準点 とを結合す るためのGPS測 量 を
行 った。
④ 生物 ・医学系
5カ 年計画 の初年度で ある 「海氷圏生物の総合研 究」 と して,昭 和基地周辺の海氷 上に観 測定点 を設 け1年 間にわ
た り,セ ディメ ン トトラ ップによる沈降粒状物の時系列的サ ンプリングを行 った。オ ングル海峡では10～12月 にかけ,
クロロフィル連続モ ニタリングシステム ・時間分画式セデ ィメン トトラップ ・海流計 で構成 する長期生物係留系 を吊
下 し,海 氷下表層域の生物生産過程 と生産物質の深層域への輸 送過程 を調査 した。あわせて海洋環境条件を観測 した。
これ らの定点 を含め更 に多 くの地点で底生生物 を時系列的 にサ ンプリングし,季 節 変動 や分布 を調査 した。採集標 本
の一部 は室内飼育実験 に用い,特 にナ ンキ ョクバ イと底生性 端脚類 については代謝量 を測定 した。3月 と翌1月 には
潜水調査 を行い,底 生生物の現場で生態調査 を行 った。 これ らの定 点では海氷 コア とプ ランク トン採集 を続 け,特 に
有孔虫の季節変動 を調査 した。 また,過 去長期にわたる海氷域 の海洋環境 の変化 を明 らかにするため,ピ ス トンコア
ラー等 によ り海底堆積物 を採集 した。9～11月 の間にはス カー レンに至 る沿岸調査旅行 を3回 行 った。 その他 に基地
周辺の アデ リーペ ンギ ンルッカリー個体 数調査 の沿岸旅行 を4回 行 った。 「環境 モニ タリング」 と して従 来 通 りの土
壌細菌 ・藻類サ ンプリングを行い,ま た 「しらせ」 ヘ リコプ ターを利用 してラ ングホブデ雪鳥沢 のSSSI地 区の調査 を
実施 した。「医学研究」 としては32次 隊 からスター トした心理 テス トを引 き続 き行 った。
(5-3)設 営経過
① 機 械
年間を通 しての主な作業は,発 電棟 システムを始めとする基地諸設備の維持管理 ・車両整備等及び沿岸 ・内陸旅行
中の車両を主とした維持管理等であった。越冬初期の荒金 ダム決壊を修復 し,造 水系統プレー ト式熱交換器分解清掃
と130ke水 槽の循環用配管の凍結修復後に安定 した造水が得られた。また,停 電事故の防止対策 を行い,停 電時の早
期復旧訓練を行ったが,5月 と翌1月 に停電が発生 した。 しかし訓練等の成果が現れ速やかに復旧する事が出来,観
測等への大 きな影響は無かった。外灯設備を1基 増設 し建物外行動の安全を高めた。節電の励行等により1年 間を通
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して発動機は単機運転であった。33次 隊で初めて新大型雪上車(SM100S)を2台 搬入 し,気 水圏 ドーム計画の2回
の内陸旅行に使用 し,耐 寒 ・走行 ・牽引性能等の試験 を行 った。管理棟建築の影響によりドリフトが増大 したため配
線ケーブルラックの一部が変形 した。
② 通 信
32次隊 と同様の通信の運用及び施設の維持管理を実施 した。短波回線は電離層の状態により数日間不通 となった以
外は,銚 子無線,し らせ,内 陸旅行隊,モ ーソン基地とは1年 間を通 して順調に運用出来た。V型 送信アンテナを修
理 し予備アンテナとした。　VHF,　 UHFと も良好な交信が出来た。ネッケルポルマネ島近 くにUHF中 継 レピーターを
設置する事によりスカーレンと昭和基地間で良好な交信が出来た。インマル回線を利用 したこれまでのSSTV画 像伝
送装置に代わり,33次 隊 ・医療部門で搬入 した医療用画像伝送システム(フ ォトフォン)を 試験運用 し,こ れまで以
上の鮮明な画像伝送が出来た。車載用 レーダーとGPS航 法装置は沿岸及び内陸旅行で非常 に有用であった。
③ 調 理
日本で購入 した食糧は,嗜 好品 も含め品質 ・数量とも1年間充分に満足であった。オース トラリアで購入 した生鮮
野菜は 「愛菜家パ ック」詰めにして長期保存を試みたが,昭 和基地に搬入 した時点でパック内に水滴の発生が著 しく,
例年より早 く腐敗 したものが多かった。冷凍庫,冷 蔵庫の正常運転により食品への悪影響はなかった。 しか し,第9
発電棟にある各食料庫及び食堂通路横の米置 き場は,凍 結 ・雨漏 りがひどく食糧の保存 ・保管場所としては不適であっ
た。32次 隊に引 き続 き 「逆さ野菜栽培装置」により簡便にレタスやサラダ菜を栽培する事が出来た。内陸及び沿岸旅
行の行動食をレーション化 し,行 動中の労力 ・時間の節約を図った。
④ 医 療
越冬期間を通 して重篤な外傷,疾 病の発生はなく,全 員健康であった。3月,7月,ll～12月 の3回,昭 和基地在
住隊員を対象に健康診断を実施 した。内陸旅行隊のメンバーに対 しては出発の3週 間前に健康診断を実施 し,旅 行へ
の参加可否の検討資料に役立てた。33次 隊で搬入 した医療用画像伝送装置を使って,レ ン トゲンフィルムの画像伝送
を行ったところ大変鮮明であり有用であった。野外活動時の救急医療品 として日帰 りセ ット,沿 岸旅行用セット,内
陸旅行用セットを作成 し,旅 行には必ず携帯 した。長期内陸旅行メンバーには医療講習 と実習を行った。また,基 地
においてはパラメディカルスタッフの養成を兼ねて救急医療シミュレーションを行った。
⑤ 建築 ・土木
33次 隊での昭和基地滞在隊員数増加対策 として,第10居 住棟前室に個室を4部 屋増設 し,新 たに前室を設けた。夏
期オペ レーションで残 された管理棟内装工事はllO人 日の作業量 を要 して完了した。基地建物は全体 に老朽化が進 ん
でおり,越 冬期間を通 して既存部分の改修工事を行った。第9発 電棟屋根上の ドリフ ト蓄積に対 して,フ レームの構
造計算 を行い危険箇所をジャッキアップ補強 した。食堂幌カブースを改装 し内陸 ドーム旅行に使用 し行動中の生活改
善 を図った。
⑥ 廃棄物処理
廃棄物 ・排水処理の恒久的な施設設置を主眼 として,排 出物の質 と量を中心に調査 した。廃棄物は日常生活か ら排
出される生活系廃棄物,観 測活動等による事業系廃棄物,及 び,管 理棟建築作業による建築系廃棄物に3大 別 した。
焼却可能な物は焼却 し,焼 却灰は他の廃棄物 とともに持ち帰った。生活系の排出量は隊員1名 ・1日 当たり約lkgで
年間で約12ト ンとな り,こ の内約7割 の8.5ト ンが可燃物であった。事業系と建築系の可燃性廃棄物年間総量 は各々
1.3と9.2ト ンであった。沿岸や内陸旅行で発生する廃棄物は基地に持ち帰 り計量 した。旅行中の生活系排出量は隊員
1人 ・1日 当たり0.5～1.2kgで あった。食堂調理場 と新発電棟内雑排水槽からの排水量 はおよそ100リ ッ トル/人 ・
日であった。持ち帰 り廃棄物の正味重量はおよそ建築系1.8ト ン,生 活系4.2ト ン,事 業系10.5ト ン等であった。これ
らを収納 した ドラム缶重量等及び持 ち帰 り空 ドラム缶を含めた梱包重量は46.5ト ンであり,大 型廃棄物を含めた持ち
帰 り総重量はおよそ48ト ンであった。
(5-4)野 外活動
長期 内陸旅行 は,み ずほ基地へのテス ト旅行,ド ーム選定旅行,や まと地 質旅行 の3回 であった。地質 ・生物 ・宙
空部門の数 日程度 の沿岸旅行 は,9～ll月 にかけてスカー レン,ス カルブスネス,ラ ングホブデ方面に4回 実施 した。
1泊2日 のべ ンギ ンセ ンサ ス小旅行 はll月 に4回 行 った。宙空部 門は西 オ ングル島テ レメ トリー施設 の保守 のため泊
ま りや 日帰 りで合計11回 出かけた。 また,磁 気測量 を延べ16回 行 った。生物部 門の海氷上 の定点調査 は1年 間を通 し
て頻 繁 に行 われ延 べ調査 日数 は合 計149日 で あ った。 そ の他 ル ー ト工作 やS16へ の荷揚 げや気象 ロボ ッ ト保 守,
S16か らの物資輸 送等 を行 った。すべての野外 活動 では非常用食糧,非 常用装備 品,救 急医療 品を携 帯 し,安 全 に留
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意 した。 また,野 外行動中,基 地では常に緊急時のレスキュー等に対応出来るバックアップ体制をとった。また,ラ
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ホバ ー ト着(オ ース トラ リア)
オース トラ リア南極局 において打合せ,資 料収集
東京着
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南極局は芸術 ・体育 ・環境 ・観光 ・準州省に属 し,ホ バー ト市郊外にある。職員数は専従職員が約160名,隊 員
枠 とタイピス ト等非常勤が約130名 合計約290名 である。所長の下に研究,観 測事業,方 針 ・計画,医 療,管 理の5
部門がある。広大な敷地に倉庫,整 備工場があり,車 両の修理改造,観 測器材の製作などを自前で行っている。 ま
た発電機設備,通 信設備など基地 と同様の設備が設置され,隊 員の訓練を行っている。南極事業はこの南極局を中
心に気象局,オ ース トラリア調査地図局,建 設局,電 離層予報局,鉱 物資源局,オ ース トラリア陸軍,海 軍水路局
その他多 くの大学によって行われている。
1992-3年 の南極事業予算(人 件費除 く)は6,500万 オーストラリアドルである。
観測基地としては南極域にモーソン,デ ービス,ケ ーシー基地,他 にハー ド島,マ ッコリー島に基地を持 ってい
る。
一般からの隊員は南極局の職員 として南極事業に従事する。ちなみに1993年 の4基 地の越冬隊には南極局専従職
員は1人 も含まれていない。1月 に新聞広告によって公募 されるが医療部門を除き応募者は多い。選考にあたって
は面接を行い,採 用者は身体検査(夏 隊でも期間の長い者については精神検査)が 行われる。基地長については合
宿をして選考される。一般隊員は8月 ～9月 に採用 され,10月 ～12月 に南極に出発,帰 国後は数日後に勤務を解か
れる。研究部門,特 殊な技術者は6月 ～7月 採用,訓 練の後南極勤務,帰 国後1～9カ 月南極局に勤務 し成果の整
理を行う。隊長は帰国後報告書作成の為1ヵ 月南極局に勤務する。給与は職種によって異なる。南極勤務手当はホ
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バー ト出港か ら帰港の間支給 され,額 は給 与の9～10割 である。越冬 隊の構成(モ ーソ ン基地)は 隊長1,医 療1,
気象3,地 球物 理2,生 物1,通 信4,調 理1,機 械5,大 工1,配 管1,電 気1,技 師1,建 設8合 計30名 だが
基地整備 が終了 したケー シー基地は建設要 員がいないため19名 である。観測 は夏隊 に比重 を置 いてお り,今 シーズ
ンは トー タル約170名 が参加 した。
輸 送船 としてオー ロラオー ス トラリス(総 排水量7,880ト ン,物 資搭載可能量1,600㎡,燃 料輸送可能量1,000kl,
隊員収容数109名)と アイスバ ー ド(総 排水量8,850ト ン,物 資搭載可能量5,955㎡,燃 料輸送可能量1,000kl,隊 員
収容数98名)の2隻 を運用 している。各基地 には7～14日 で到着す る。
今 シーズ ンは10月 中旬 か ら5月 始 めにかけ計9航 海計画 され,内1航 海 は基地 に寄港 しない海洋観測が 目的であ
る。昨 シーズ ンの総輸送量 は物資3,600ト ン(内 建設資材2,234ト ン),燃 料2,225kl,持 ち帰 り物資(主 に廃棄物)
746ト ンであ った。乗船 した第6航 海では2基 地に物 資1,860ト ン,燃 料580k1,を 輸送,廃 棄物550ト ンを持 ち帰 っ
た。物資 はは しけで海上輸送(陸 軍が運航)し,2基 地 とも4日 間の作業であ った。氷縁 か ら基地への人員,基 地
か ら各調査地へ の人員 ・物資 の輸送手段 と して小型ヘ リコプター をチ ャー ター して使用 している。
オース トラ リアは1981年 から10年 計画で基地建物 ・設備の全面的更新 を開始 した。ケー シー基地はすでに完 了 し
たが,モ ーソ ンとデービスは1995年 まで工事 を行 う予定であ る。 この年度で完成 する と15年 を費や したことになる。
建設 は建設局が担当,越 冬隊員8名 を加 え夏期間 は27名(モ ー ソン)の 専 門職 が従事 している。夏期 間に外装,越
冬で内装工事 を行 ってい る。建物 は非常 に大規模で,居 住 ・医療棟 を例 に取 る と35.6m×16.8mの 建坪 の2階 建,
総床面積1,200㎡ である。 旧建物 は順次取 り壊 し持 ち帰 るが,一 部 は国内 に展示す る計画があ る。
設備 と して は100kW発 電機4機(年 間発電量平均199kW/h,年 間燃料523kl－ デー ビス),温 水暖房,消 火設
備 としてス プリンクラー,専 用消火栓 ラインを設けている。 また廃棄物処理施設 として2次 焼却炉,汚 水処理設備
を完備 してお り,多 量の廃棄物持 ち帰 りと共に環境保 全に力 を入れている。 また専用通信衛星(ア ナ レサ ッ ト)を
使 い,基 地設備 の状 態 を南極局で常 時モニ ター している。




















デ ービス基地着 マ グネチ ック島で調査 開始
マ グネチ ック島で調査 終了
デー ビス基地発
南緯55度 通過




加藤 明子(東 京水産大学大学 院 ・学生 ・日本学術振興会特別研究員)
(4)目 的
オース トラ リア と共 同でデー ビス基地周辺マ グネチ ック島 にお けるアデ リーペ ンギ ンの潜水行動 ・餌 タイプと繁
殖成功 との関連 を明 らかにす る。
(5)調 査概要
平成4年12月16日 よ り平成5年2月15日 にかけて,マ グネチ ック島においてアデ リーペ ンギン生態調査 を実施 した。
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(6)調 査項 目
デー タロガーに よる潜水行動調査,餌 生物調査,ヒ ナの成長速度 な どの調査 を行 った。
(7)調 査 の経緯及 び取得 した試料
新 たに開発 したマイ クロデー タロガー を使 った潜水記録計 に より潜水行動 を調べ る とともに,胃 内容物 サ ンプ リ
ング,雛 の生長,親 の給餌 頻度の観 察,給 餌量 の測定 をお こなった。 また胃内温度計 に よる採食量推定 もは じめて
試 みた。
通常 ブ リッツ湾ではアデ リーペ ンギ ンの主要な餌 はEuphausia　 crystallophyas,　 Euphausia　 superba　 (ナ ンキ ョ
クオキア ミ),コ オ リイワシであるが,調 査年 にお ける主要 な餌(湿 重80%)は ナンキ ョクオキア ミであ り,外 洋
で採 食 していた と推定 された。
リュツォ ・ホル ム湾 に比べ ると,ブ リッツ湾のアデ リーペ ンギ ンでは採 食 トリップが2～3日 と4～5倍 長 く,
一方1回 に繁殖地 に持 ち帰 る餌量 は500～600gと3倍 程 重か った。 この ような両者の採 食給餌 パ ター ンの相 違 と,
リュツォ ・ホル ム湾 は定着氷が夏で も流失 しないが プリッッ湾では1月 上旬 に流失する といった海氷 条件 お よび こ
れ に付随す ると期待 され るオキア ミ分布様式の地域差 との関連が示唆 された。
取得試料 はペ ンギ ンの 胃内容物80数 個体分(分 析済み)及 び潜水記録30個 体 分(解 析 中)を 持 ち帰 った。
(8)そ の他





昭和 基地 は東南極 リュツォ ・ホ ルム湾 東岸 の大 陸氷縁 か ら西 に約4km離 れ た束 オ ングル島上にあ り,天 測点は
69°00'22"S,39°35'24"Eで 標高 は29.18mで ある。
(2)建 築物
建物42棟 の総床 面積 は約4,550㎡ で発電棟1,作 業棟2,居 住棟3,観 測 ・研究棟11,ロ ケ ッ ト関係棟4,多 目的
衛 星デー タ受信 システム,倉 庫2棟 が,東 オ ングル島の岩盤 の上 に建 て られている。他 に,見 晴 らし岩西側 に燃料貯
蔵 タンク,観 測棟東側 と電離棟 周辺 には各種観測用 のア ンテナ群 及びセ ンサー類 があ り,基 地北側 のア ンテナ島に送
信棟及 び送信 ア ンテナ群 がある。
(3)電 力
昭和基地電源 としては,発 電棟 に200kVA(160kW)発 電機3台 が配備 されてお り,通 常 は200kVA発 電機1基 運転
で全 ての電力 を まかなっているが,必 要 に応 じて2基 並列運転 も行 っている。
(4)車 両,航 空機
夏期 の建設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラ ック等 の装輪車が あ り,冬 期作業用 としてブル ドーザー,パ ワーショ
ベ ル,小 型雪上車,内 陸 や沿岸域 な どの野外調査用 として大型雪上車,中 型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス
ノーモー ビル等が配置 されている。 また,小 型航空機(ピ ラタスポーターPC-6,セ スナ185)を 運用 してい る。
(5)通 信
イ ンマ ルサ ッ トが導入 され た現在で は,定 期的 に極地研究所 との間でFAXの 通信が行 われ,文 章,図 面等 の送 受
信が,ま た必要 に応 じ,電 話や テ レックス等 も使用で きる。 イ ンマ ルサ ットの場合 は通信衛星 を利用 しているので電
波伝播状態,ノ イズ等の問題 はな く安定 した通信が確保で きてい る。
電報 について は,1日1回 昭和基地時間で12:20か ら始 まるNTT銚 子無線 電報局 との通信 で送 受信 され る。 しか
し,電 報 は,短 波回線 を利用 してい るため,電 離層の状態 によ り左右 され る。その他,モ ー ソ ン基地 との気象電報等
の送受,共 同FAXニ ュースの受信が毎 日行われてい る。 なお,極 地研 究所 との間で イ ンマ ルサ ッ ト回線 を利 用 した
静止画像 電送(SSTV)の 運用 も行われてい る。
(6)医 療



































2.旧 第9発 電 棟
3.旧 第7発 電 棟
4.旧 予 熱 室
5.旧 食 堂 棟


































昭 和 基 地 建 物
建 物 名 建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途




ビ リ ヤ ー ド,バ ー

















地 磁 気 変 化 計 室 1966(7)11.5
木製パネル,特 殊コネクター使用
地磁気絶対測定
旧 第7発 電 棟
1966(7)
67.0
軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル
旧 余 熱 室 1966(7)
13.0
軽量鉄骨,木 製パネル
旧 送 信 棟 1966(7)
29.2
軽量鉄骨,木 製パ ネル,14.5㎡ を12次 で増設
観 測 棟 1967(8)138.0
高床,木 製パネル
気水圏観測,個 室2
食 堂 棟 1967(8)96.0
木製パネル
食堂,厨 房,サ ロ ン
放 球 棟 1967(8)24.0
高床,木 製パネル
気象ゾンデ放球
管 制 棟 1967(8)
28.1
高床,ア ル ミパ ネル
夏期 「しらせ」電信室














レ ー ダ ー テ レ メ ー タ ー 室
1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ ト レ ー ダ ー ,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー
コ ン トロ ー ル セ ン ター
1969(10)
21.6
高床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で現地点 に移設
夏期 「しらせ」ヘ リコプター管制
組 立 調 整 室 1969(10)
86.4
高床,鉄 骨,木 製パ ネル
ロケッ ト組立調整,ク レー ン,ラ ンチ ャー
発 射 台 1970(11)
135.0
鉄 骨,コ ン ク リ ー ト床,タ ー ン テ ー ブ ル,屋 上 な し
ロ ケ ッ ト発 射












建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途



















気象観 測,屋 上 にパ ラボラア ンテナ





































48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所








鉄骨2階,鋼 板 パ ネル,木 製パ ネル
200kVA発 電機3基,冷 蔵食糧庫,暗 室2,便 所,洗 面,風 呂,理 髪室
仮 作 業 棟
1985(26)
ll2.0
パ イプ,断 熱 シー ト
航空,建 築物品庫,木 工作業
作 業 工 作 棟
1986(27)
289.3
鉄骨,鋼 板,木 製パ ネル,走 行 ク レー ン2.8t
車両整備,機 械 ・航空物 品庫





ヘ リ ポ ー ト













1階 鉄骨,2・3階 集成材,鋼 板 ・木製パ ネル




昭和基地 の南東約270㎞ の内陸氷床上(70°41/53"S,44°19'54"E,標高約2,200m)に ある この基 地 は第ll次(昭
和45年)に コルゲー ト棟 を設置 したのを始 め として年 々拡充 されたが27次 隊で閉鎖 され,28次 隊 か らは無 人観測点 と
して機能 している。毎年,昭 和 基地か ら数回保 守に出かけている。
(1)建 設 物
雪面下 にコルゲー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ー レックス棟,超 高層観測室,医 療棟 の計6棟,延 床面積106㎡ の建 物
の他,ト レンチ を利用 した発電機室,ボ ー リング場,雪 洞 に よる実験室 がある。 また地 上 に は,通 信 用 ア ンテ ナ,30
mの 気象 タワーなどが設置 されている。
(2)電 力 等
16kVA(12.8kW)と12kVA(9.6kW)発電機 を有 し,居 住棟 と観測棟 の暖房 と風呂 は発電機 エ ンジ ンの冷却 水






















ハ ッチ部 は埋 め もどし域
一95一
3)あ すか観測拠点の施設概要
あすか観測拠 点 はブライ ド湾か ら約140kmほ ど内陸 に入 った氷床上 の基地 で,第26次 観測隊 か ら建設が始 まり,第
28次 隊で越冬が開始 され たが,平 成3(1991)年12月 に越冬観測が 中断 され,現 在 は無人で気象観測装置や実験 用の

































































建物配置 を図に示 す。建物総面積 は約433.6㎡ で,主 屋棟 ・発電棟 ・観測棟 ・通 路 兼倉庫 ・冷凍庫 ・飯 場棟 か らな
る。
あすか観測拠点配置





あ す か 観 測 拠 点 建 物 一 覧
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途








100.0 厨 房 ・食堂 ・通信 ・寝室
発 電 棟
1985(27)木製パネル
95.0 発電機室 ・風呂 ・便所
観 測 棟
1986(28)木製パネル
105.0 観測室 ・医務室 ・寝室
通 路
1986(28) 鉄 パイプラチス ・木製パ ネル,一 部分不燃パ ネル
93.1 倉庫兼用
○電 力
常用 電源 と して30kVA(24kW)発電機2機 が発電棟 に設置 されている。




これらの資料整理は順調に進み,研 究発表は,学 会等における口頭発表の他Memoirs,南 極資料,
Reports及 び関係学会誌において行われている。
JARE　 Data
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
定常 ・気象 松 原 和 正
地上気象観測 現地 ・海面気圧,気 温 1992.2.1～ 観測野帳,日 表,月 表,自 記記録紙, 1年 分 気象庁
露 点,蒸 気 圧,風 向 ・ 1993.1.315イ ンチFD
風速,全 天 日射量,
日照 時 間,雲,視 程,
天気
高層気象観測 高度約27kmま での気1992.2.1～ 観測記録,月 表 1年 分
圧,気 温 風 向 ・風 速, 1993.1.315イ ンチ ・8イ ンチFD
一40℃ まで の湿 度
オゾンゾンデ オゾン分圧 観測記録,8イ ンチFD 57回
副射ゾンデ 上 ・下向き放射量 観測記録,8イ ンチFD 10回
オゾン全量観測 オゾン全量値 1992.2.1～ 観測記録,5イ ンチFD 233日
反転観測値 1993.1.31 57回
地上放射観測 直達日射量 1992.2.1～ 観 測 記 録,3.5イ ンチFD 10か 月
特定波長日射量 1993.1.31観測記録,5イ ンチFD
(極夜期除)









その他の観測 ロボ ッ ト観 測 1992.2.1～ 観測記録,5イ ンチFD 1年 分
1993.1.31
海氷上雪尺 1992.2.29～ 観測記録 11か 月
1993.1.10
定常 ・電離層 鎌 田 満 博
電離層垂直観測 イ オ ノ グ ラ ム 1992.2.1～ 35mmフ ィ ル ム30mリ ー ル 56巻 郵政省通信総合
1993.1.31デ ィ ジ タル記 録 カ セ ッ トMT-C500H 52巻 研究所
光磁気ディスク 2枚
リ オ メー タ チ ャー ト記 録 1992.2.1～ レ クチ ホ リ38cm 3巻
1993.1.31
〔リ オ メー タ20MHz・30MHz・45MHz・地磁 気 成 分 〕
短波電界強度測定 チ ャー ト記 録 1992.2.1～ レ クチ ホ リ20cm 3巻
1993.1.31 (JJY8・10MHz)




〔 地 磁 気D・H成 分オ ー ロ ラ レー ダ50MHzリオ メー タ30MHz〕
一98一
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関









オ ー ロ ラ レー ダ50MHz-RO
リオ メ ー タ30MHz




〔 地磁 気H・D・Z成 分オ ー ロ ラ レー ダ50MHzオー ロ ラ レー ダ112MHz〕
ディジタル記録MT2400ft 97巻
衛星電波による NNSS衛 星電波の観測1992.2.1～ レク チ ホ リ20cm 12巻
全電子数等の観測 1993.1.31TPK-10 52巻
デ ィ ジ タ ル記 録 カ セ ッ トMT-C500H 52巻






定常 ・地球物理 金 尾 政 紀






1992.2.1～ (SP,　 LP記 録 共 通) 10巻
1992.6.30アナログ磁気テープ
1/2イ ン チ,3600フ ィ ー ト,
0.031PS,TEACR-950L
1992.2.1～ デ ィ ジ タ ル磁 気 テー プ 1巻
1992.3.14ハ ー フ サ イ ズ ,1200フ ィ ー ト,
NEC自 動地震観測装置
STSに よる広帯地震波(BRB)記 録1992.2.1～ 感熱記録紙,2mm/s, 12冊 国立極地研究所
域地震観測 1993.1.31日電三栄8D23H
デ ー タカ ー トリ ッジ(PC-98B51) 112巻
QuANTERRA　 CCU3/vBB,
NEC　 PC-9801VX,他
5イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィス ク(1.2Mb) 170枚
NEC　 PC-9801VX、 他
一99一
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
STSに よる広帯地震波(POS)記 録1992.2.1～ チャー ト記録紙2cm/h, 12巻 国立極地研究所
域地震観測 1993.1.31NEC三 栄RD2212
地震波(LP)記 録 1992.2.21～ カセ ッ トス トリー マ(CT-600N) 10巻
1993.1.31TEAC　 DS-80,　 ADVANTEST
R7210,R6871E
地震波(BRB)記 録1992.3.19～ 感熱記録紙,2mm/s, 7冊
(STSテ ス ト) 1993.1.31日電三栄8D23H
1992.3.12～ 5イ ンチ フ ロ ッ ピ ーデ ィ ス ク(1.2Mb) 174枚
1992.10.8NEC　 98NOTE　 SX,他
`
1992.2.23～ チ ャ ー ト記 録 紙,2cm/h, 11巻
1992.12.20YOKOGAWA,　 3506
海洋潮汐 験潮記録 1992.2.1～ (31次 シ ス テ ム) 12巻 海上保安庁水路
1993.1.31チ ャ ー ト記 録 紙,2.5cm/h, 部
明星打点式 レコーダ
デ ィジ タル メ モ リー パ ッ ク 7巻
明星自動験潮装置
5イ ンチ フロ ッ ピー デ ィス ク 6枚
明 星 メ モ リー バ ッ クイ ン ター フェ ー ス
定常 ・極光 ・夜光 峯 野 秀 美




極光の形態と色彩 スチール写真 1992.6.8～ カ ラ ー ポ ジ フ ィ ル ム 30本
の写真観測 1992.9.2135mm.ISO400
定常 ・地磁気 峯 野 秀 美
地磁気3成分連続 フ ラ ック ス ゲ ー ト 1992.2.1～ YEW,　 μR180, 11巻 国立極地研究所
観測 磁力計3成 分 1992.12.313チ ャ ンネ ル打 点 記 録2.5cm/h
(測器舎製)
フ ラ ック ス ゲ ー ト 1992.2.1～ YEW,　 ERI80, 22巻
磁力計H成 分 1992.12.31チ ャンネル連続記録5cm/h
(測器舎製)
フ ラ ック ス ゲ ー ト 1992.2.1～ YEW,　 ERI80, 22巻
磁力計D成 分 1992.12.31 チ ャンネル連続記録5cm/h
(測器舎製)
フ ラ ッ クス ゲ ー ト 1992.2.1～ YEW,　 ERI80, 22巻
磁力計Z成 分 1992.12.31 チ ャンネル連続記録5cm/h
(測器舎製)
K-INDEX 1992.2.1～ K-INDEX読 み取 り簿 12部
(島津製) 1993.1.31
地磁気絶対観測 絶対観測計算結果 1992.2.28～ 地磁気絶対観測野帳 13部
1993.1.27
一100一
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 言己多最真菜f本・言己霊泉イ士奉蓑・言己多泉器 数量 保管機関
宙空 ・テレメ トリー による人工衛星受信観測 小 川 義 和 ・山 山奇 一 郎
衛星受信観測 EXOS-D 1992.2.1～ 2400ft/CCT 417巻 国立極地研究所
Sバ ン ドデ ー タ 1993.1.311505パ ス分(6250bpi)
FREJA 1993.L28 HDDT/AMPEX 1巻
Sバ ン ドデ ー タ 1.29 2パ ス分(30ips)
Sバ ン ドア ンテ ナ 1992.7.1～ 5イ ンチFD 2枚
追尾角度データ 1993.L29
レ ドー ム 内温 度 デ ー タ 1992.2.1～ 8イ ンチFD 6枚
1993.1.30
宙空 ・超高層 モニ タリング 峯 野 秀 美
総合観測 相関記録 1992.2.1～ TEAC　 DR-200デ ィジ タ ル記 録24ch60巻 国立極地研究所
1993.1.31CCT2400ft








1992.3.21～ YEW40883チ ャンネル打点記録 8巻
1992.9.17
衛 星 リ ン クデ ー タ 1992.2.1～ PC9801VX　 FD　 (5inch) 53枚
(Mag-H,Mag-D, 1993.1.31
Mag-Z,CNA)
VLF広 帯域記録 1992.2.6～ SONY　 EVS900　 8mmビ デ オテ ー プ70巻
1993.1.31Hi8　 LPモ ー ド
宙空 ・イメー ジ ング リオメータ観測 山 崎 一 郎
イ メー ジ ン グ リ オ 2次 元CNAデ ー タ 1992.2.20～ MO-7616光 磁 気 デ ィス ク 11枚 国立極地研究所
メ ー タ 1993.1.25
宙空 ・オーロラ光学観測 高 橋 幸 弘
フ ォ トメー タ に よ 7色 フ ォ トメー タ 1992.3.12～ 8チ ャ ン ネル ・レ クチ グ ラ フ 1冊 国立極地研究所
る観測 テ ィ ルテ ィ ン グ フ ォ ト 1992.10.257色 フ ォ トメー タデ ィジタル デー タレコー 35巻
メ ー タ ダDR-2002400ftCCT(10ch)
テ レ ビ カ メ ラ に よ SIT-TV観 測 1992.3.12～ SVHSビ デ オテ ー プ レ コー ダに よる連 続 268巻
る観測 1992.10.19記 録,　SVHS　 (一 部VHS)テ ー プ
光磁気ディスクによる記録 12枚
5400画 像/枚 、1～10画 像/10秒
分光画像観測 多波長全天撮像装置に 1992.3.2～ Hi-8ビ デ オ テ ー プ レ コー ダに よる 連続 記250枚 東北大学
よる観測 1992.10.15録,Hi-8テ ー プ
光ビデオディスクによる記録 7枚
10800画 像/枚 、1～10画 像/10秒
光磁気ディスクによる記録2㎜ 画像/枚 7枚
一101一
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
気 水 圏(氷 床 ドーム深層掘削観測計画)神 山孝吉 ・前野英生 ・古川晶雄 ・岸 降幸
重力測定 ドー ム旅 行 ル ー ト上 の 1993.9～12 野 帳 2冊 国立極地研究所
重力測定値
積雪の過酸化水素 夏旅行表面積雪 1992.1 3.5イ ンチFD 1枚
濃度、積雪の陰イ
オン濃度 [霊 蠕綴 レト〕
(α,SO、,
NO、,　 MSA)










積雪の過酸化水素 冬明け旅行表面積雪 1992.7～8 3.5イ ンチFD 1枚
濃度
膿 潔 ルー ト上〕
氷床基盤測定及び Aス コー プ 1992.10.27～ 3.5イ ンチFD 34枚 郵政省通信総合
偏波測定 12.20 研究所
野帳 2冊 国立極地研究所
位 置 緯 度 、 経 度 、 高 度 、 1992.10～12 ルー ト方位表 1冊 国立極地研究所
読取値
高 度 気圧高度計読取値 1992.10～12 野 帳 2冊
雪 尺 雪尺測定値 1992.1 3.5イ ンチFD 1枚
1992.10～12
堆積 ・削剥方向 サ ス ッ ル ギ ・デ ュー ン 1992.10～12 野 帳 1冊 名古屋大学水圏
方位測定値 科学研究所
表面形態 表面形態記載 1992.1 野 帳 6冊
サ ス ツ ル ギ ・デ ュ ー ン 1992.10～12
計数値
写真 白黒 ネ ガ フ ィル ム 38本 国立極地研究所
カ ラ ー リバ ーサ ル フ ィ ル ム 19本
平均傾斜 地平線高度角測定値 1992.10～12 野 帳 1冊 名古屋大学水圏
科学研究所
GPS干 渉測位 GPS受 信 デ ー タ 1992.1 3.5イ ンチFD 9枚 国立極地研究所
ス ト レ イ ン ・ グ 水平、鉛直角、距離 1992.!! 測量手簿 5枚 名古屋大学水圏
リ ッ ド 科学研究所
10m掘 削 層位記録 1992.!l～12 野 帳 2冊
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観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
雪温 ・気温自記観 .←一'五千・ご日'日コ イ皿 、 メU皿 1992.1～12 3.5イ ンチFD 4枚 名古屋大学水圏
測 科学研究所
ラム硬度 ラム硬度測定値 1992.ll～12 野 帳 1冊
気象観測 気 温 、 気 圧 、 風 向 、 1991.12.31～ 3.5イ ンチFD 2枚 気象庁







気 水 圏(大 気微量成分)岩 井 邦 中
大気中の二酸化炭 濃度記録 1992.2.1～ デ ィジ タル カ セ ッ トテ ー プ 39巻 東北大学
素濃度の観測 1993.1.31プリンター出力記録紙 39冊
打点記録紙 13冊
保守記録 ノー ト 1冊
大気中のメタン濃 濃度記録 1992.2.1～ 感熱記録紙 2冊 国立極地研究所
度の観測 1993.1.313.5イ ンチFD 36枚
保守記録ノー ト 1冊




成層圏二酸化窒素 分光観測結果稼働記録 1992.2.1～ 5イ ンチFD 192枚 名古屋大学太陽
・オ ゾ ンの 観 測 1993.1.31プリンター出力記録紙 2冊 地球環境研究所
観測日誌 2冊
大気エーロゾル濃 周波数変換記録 1992.10.3 ペ ン レ コー ダ記 録 紙 1冊
度ゾンデ観測 VHSビ デ オテ ー プ 2巻
8イ ンチFD 1枚
気 水 圏(地 球観測衛星観測)前 野 英 生
MOS-1b MESSR,　 VTIR,1992.2.1～ 高密度ディジタル磁気テープ 23巻 国立極地研究所
衛星観測 MSR 1993.1.29受信 ログ 1冊
画像写真　(NESSR) 白 黒 フ ィル ム(35mrnネ ガ) 276本
EERS-1 SAR　 (AMI) 1992.3.21～ 高密度ディジタル磁気テープ 52巻





JERS-1 SAR 1992.7.28～ 高密度ディジタル磁気テープ 85巻




観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
地 学 本 吉 洋 一
地質精査 岩石鉱物産状 1991.12～ 35mmカ ラー ス ラ イ ド 95本 国立極地研究所
1992.2.ll
地質精査 産状記載 1991.12～ 野 帳 20冊
1992.2.!!
地 学 系 金 尾 政 紀
ラコステ重力計 ラコステ重力計 1992.2.16～ チ ャー ト記 録 紙 、2cm/h,6ペ ン ll巻 国立極地研究所
(D73,G515) 1992.12.23RIKADENNKI,　 H-25-lZ
連続記録
カ セ ッ トス トリー マ(CT-600N) !!巻
TEAC　 DS-80,　 ADVANTEST
R7210,R6871E
カセ ッ トス トリー マ(CT-500H) 12巻
TEAC　 DR-55
GPS測 量 測量データ 1992.2.1～ デ ィ ジ タル カセ ッ ト(HQ-350) 38巻
1993.1.9 TEAC　 MT-2GP,
SONY　 GTT-3000
5イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィス ク(1.2Mb) 50枚
生物 ・医学系 沼 波 秀 樹
CTDに よる海洋 深度,水 温,塩 分濃度 1992.5～ SEB社 製CTD 2枚 国立極地研究所
観測 1993.13.5イ ンチ2HD　 フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク
超音波散乱層の測 魚探記録 1992.8 古野社製魚群探知機 2巻 東京水産大学
定 DATテ ー プ
SSSI地 区の監視微気象記録 1992.1～ デ ー タ ロ ガー　(KADEC-U) 1台 国立極地研究所
1993.1
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採 取 試 料 一 覧
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
気 水 圏(氷 床 ドーム深層掘削観測計画)神 山 孝 吉 ・古 川 晶 雄








1992.1 Sl6～ 中継 拠 点
(10km間 隔)
100ccポ リ容 器

























































気 水 圏(大 気微量成分)
大気微量成分分析 大気試料 1992.2.1～
1993.1.31
昭和基地 ガ ラ ス フ ラ ス コ
ガ ラ ス フ ラ ス コ
ス テ ン レ ス フ ラ ス コ









エ ー ロ ゾ ル 透過型電顕用試料 1992.2～!l 昭和基地 シー トメ ッ シ ュ 72枚 信州大学
X－ 線用試料 1992.2～ll 昭和基地 ス ラ イ ドガ ラス 8枚
雪の結晶 顕微鏡写真試料
レプリカ
1992.2～11 昭和基地 フ ィル ム36EX
ス ライ ドガ ラス
79本
117枚
地 学 本 吉 洋 一
地質精査 岩石試料 1991.12～
1992.2
リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾




地質精査 岩石試料 1992.11 やまと山脈 48試料
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観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
明石探査 限石試料 1992.11 やまと山脈 3試料 国立極地研究所
地質精査 岩石試料 1992.12～ リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 417
1993.2 プリンスオラフ海岸 試料
エ ン ダー ビー ラ ン ド
生物 ・医学 沼 波 秀 樹 ・五十嵐 厚 夫
セディメン トトラ ッ セディメン トトラ ッ 1992.2～ オングル海峡 500mlポ リ瓶 42個 国立極地研究所
プによる沈降粒子 プサ ンプル 1993.1 St.A-2,A-5 1乏 ポ リ瓶 24個
の調査 弁天島沖St.D
プ ラ ン ク トンの採 プ ラ ンク トンサ ン 1992.1～ オングル海峡 500m1ポ リ瓶 142個 東北大学
集 プル 1993.1 St.A-2,A-5
北 の浦St.C
弁 天 島沖St.　 D
1992.9 ラングホブデ 15個
St.SL-1,SL-2






















コ ア ラー に よ る海 海底堆積物のコァ 1992.2 オングル海峡 アクリル管 21本
底堆積物の採集 サンプル 8～ll オングル諸島沖
ラングホブデ沖
スカルブスネス沖
ス カ ー レ ン沖
降起汀線の調査 隆起汀線サンプル 1991.12 東オングル島 ビ ニ ー ル袋 322個
1992.1,2,西オングル島
9,11.12 ラングホブデ
1993.1.2 ブ ラ イ ボ ー グ ニ ツパ
ス カ ル ブ ス ネ ス
ス カ ー レ ン
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観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
底生生物の研究 カゴ網採集物 1992.2～ オ ング ル海 峡 、北 の浦, 各種瓶 85本 東京水産大学
1993.1 西の浦,弁 天島沖, バ ケ ツ 6個
ス カ ー レ ン沖, 冷凍サンプル 7個
ラングホブデ沖 仲 ダン)
釣魚標本 1992.12 オングル海峡 冷凍標本 1個 国立極地研究所
(ライギ ョダマ シ) St.A.5
組織切片用標本 1992.2～ 北の浦,西 の浦 各種ガラス瓶 128個 東京水産大学
1993.1
魚類胃内容物 1992.2～ オングル海峡 55個
1993.1 北の浦、西の浦
土壌細菌の定点観 土壌細菌サ ンプル 1992.12 東オングル島 試験管 74本 国立極地研究所
測 1993.1 オ ング ル カ ルベ ン
ネ ス オ イ ヤ
ポ ル ポ ル メ ン
ベ ン チ コ ー トシ ー 1992.12 東オングル島 ビニ ー ル袋 5組
ト 1993.1 オ ン グ ル カ ルベ ン
土壌細菌サ ンプル 1992.12 東オングル島 シ ャ ー レ 5個
1993.1 オ ン グ ル カ ルベ ン
土壌藻類の定点観 土壌藻類サ ンプル 1992.12 東オングル島 シ ャ ー レ 10個
測 1993.1 オ ン グ ル カ ルベ ン
ス ラ イ ドグ ラ ス 1992.12 東オングル島 ス ラ イ ドグ ラ ス 5組
1993.1 オ ング ル カ ルベ ン
湖沼水サ ンプル 1993.1 東オングル島 12ポ リ袋 2個
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V.大 学院教育に対する協力
研究分野 氏 名 所 属 研 究 題 目
超高層物理学
鈴 木 裕 武 立教大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
山 極 巌 同 上
加 藤 賢 一 東海大学大学院工学研究科
岡 村 宏 電気通信大学大学院電気通信学研究科
神 薗 秀 信 同 上
港 屋 浩 一 同 上
行 松 彰 京都大学大学院理学研究科
中 島 英 彰 東北大学大学院理学研究科
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
奈 良 久美子 千葉大学大学院工学研究科
守 嶋 圭 東京大学大学院理学系研究科
気象 ・雪 氷 学
町 田 敏 暢 東北大学大学院理学研究科 極 地 雪 氷 学
押 山 知 之 筑波大学大学院環境科学研究科
極 地 気 象 学
森 本 真 司 東北大学大学院理学研究科
古 澤 和 善 名古屋大学大学院理学研究科
海 氷 学
竹 内 由香里 北海道大学大学院理学研究科
地 学
谷 保 孝 大阪市立大学大学院理学研究科 極地地形学 ・地質学
島 伸 和 東京大学大学院理学系研究科 南極固体地球物理学
柴 田 恭 宏 北海道大学大学院理学研究科
南極限石の岩石学
及び鉱物学
三 村 耕 一 名古屋大学大学院理学研究科
藤 原 敏 記 神戸大学大学院自然科学研究科
生 物 学
長 雄 一 東京水産大学大学院水産学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
加 藤 明 子 同 上
石 川 智 慮 東北大学大学院農学研究科
桑 田 晃 東京大学大学院理学系研究科
森 貴 久 京都大学大学院理学研究科
岡 本 達 哉 広島大学大学院理学研究科
南極陸上生 態 ・分
類 学
足 立 直 樹 東京大学大学院理学系研究科
鈴 木 祥 弘 同 上
町 田 晃 子 玉川大学大学院農学研究科
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当図書室 は,極 地関係 の文献セ ンター として,南 極 ・北極 に関する文献 の収集 に力 をそそいでいる。 また,研 究 ・
教育機 関の図書室 として,極 地 に関する 自然科学全般,た とえば超高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地設営工学,限 石,情 報科学 な どの分野 に関す る文献 ・資料 の収集,整 理,充 実 に もつ とめている。
昭和基地 の図書 について も,図 書室 で収集,管 理 を している。過去5年 間の年度別蔵書数及 び増加冊 数 を2)に,年
度別所蔵雑誌 タイ トル数 を3)に 示す。
2)年 度別蔵書数及び増加冊数
()内 は増加冊数
区 分 昭和63年 度 平成元年度 平成2年 度 平成3年 度 平成4年 度
和 書 4,210 4,340 4,501 4,676 4,829
(185) (130) (161) (175) (153)
単 行 本 洋 書 9,120 9,504 9,824 10,262 10,563
(355) (384) (320) (438) (301)
計
13,330 13,844 14β25 14,938 15,392
(540) (514) (481) (613) (454)
和 書 1,245 1,319 1,423 1,457 1,475
(32) (74) (104) (34) (18)
小 冊 子 洋 書 1,130 1,176 1,193 1,208 1,220
(27) (46) (17) (15) (12)
計
2,375 2,495 2,616 2,665 2,695
(59) (120) (121) (49) (30)
和 雑 誌 1,402 1,479 1,558 1,610 1,681
(81) (77) (79) (52) (71)
製 本 雑 誌 洋 雑 誌 !l,707 12,234 12,860 13,338 14,065
(562) (527) (626) (478) (727)
計
13,109 13,713 14,418 14,948 15,746
(643) (604) (705) (530) (798)
合 計
28,814 30,052 31,359 32,551 33,833
(1,242) (1,238) (1,307) (1,192)(1,282)
3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数
1


















当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Se-
ries　 A,　B,　C,　D,　 E,　F,　G,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 (Upper　 Atmosphere
Physics,　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Antarctic　 Meteorites,　 Polar　 Biologyの
5シ リ ー ズ を各 年1回),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期,　 llカ テ ゴ リ ー の う ち 年 約10回),　 Antarctic　 Geological
Map　 Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　 the　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog
(不 定 期),　 Glaciological　 Folio　 (不 定 期)が あ り,そ の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。 平 成4年 度 の 研 究
成 果 刊 行 物 を2)に,過 去5年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 を お よ び 頁 数 を3)に 示 す 。
2)研 究成果刊行物




Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 (4冊)
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atmosphere　 Physics
　　 No.　 6,　138　 p.　February　 l993
　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology
　 　 No.　 6,　167　 p.　December　 l992
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteorltes
No.6,427p.Mayl993
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Biology
　　 No.　 6,　189　 p.　January　 l993
JARE　 Data　 Reports　 (10冊)
　 No.　 182　 (Marine　 Biology　 20):　Zooplankton　 data　 collected　 with　 BIOMASS　 programme　 at　 Syowa　 Station
　 　 in　l983　 by　 JARE-24,　 by　 A.　 Tanimura,　 K.　 Watanabe,　 H.　 Satoh,　 H.　 Kanda　 and　 E.　 Takahashi.　 71　 p.
　 　 December　 l992.
　 No.　 183　 (Marine　 Biology　 21):　Zooplankton　 data　 collected　 with　 BIOMASS　 prograrnme　 at　 Syowa　 Station
　 　 in　1984　 by　 JARE-25,　 by　 A.　 Tanimura,　 O.　 Matsuda,　 S.　 Ishikawa　 and　 K.　 Kawaguchi.　 57　p.　 Decern-
ber!992.
　 No.　 184　 (Oceanography　 l3):Oceanographic　 data　 in　 LUtzow-Ho}m　 Bay　 of　 Antarctic　 Climate　 Research
　 　 Programme　 from　 March　 l990　 to　 January　 l991　 (JARE-31),　 by　 S.　 Ushio　 and　 T.　 Takizawa.　 34　 p.
March!993.
　 No.　 185　 (Seismology　 26):Seismological　 bulletin　 of　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1991,　 by　 K　 Kaminuma
　 　 and　 M.　 Yamamoto.　 53　p.　 March　 l993.
　 No.　 186　 (Upper　 Atmosphere　 Physics　 lO):Upper　 atmosphere　 physics　 data,　 Syowa　 and　 Asuka　 Stations,
　 　 1990,　 by　 T.　 Ono,　 H.　 Nakajima,　 M.　 Satoh,　 K.　 Ohtaka,　 M.　 Kawahara　 and　 A.　 Kumade.　 222　 p.
　 　 March　 l993.
　 No.　 187　 (Oceanography　 14):Oceanographic　 data　 of　 the　 32nd　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition
　 　 from　 November　 l990　 to　 March　 l991,　 by　 H.　 Nakamura　 and　 K.　 Noguchi.　 50　p.　 March　 l993.
　 No.　 188　 (lonosphere　 48):Records　 of　 radio　 aurora　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　 l991,　 by　 K　 Nozaki
　 　 and　 K.　 Igarashi.　 25　p.　 March　 l993.
－llO一
No.　 189　 (10nosphere　 49):Riometer　records　 of　 30　 MHz　 cosmic　 noise　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 in
　 !991,　 by　 K.　 Nozaki　 and　 M.　 Kunitake.　 184　 p.　 March　 l993.
No.　 190　 (Meteorology　 30):Meteorological　data　 at　 Asuka　 Station,　 Antarctica　 in　 l991,　 by　 Y.　 Sukegawa
　 and　 T.　 Yamanouchi.　101　 p.　 March　 l993.
No.　 191　 (lonosphere　 50):HF　 field　 strength　 data　 measured　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 frOm　 January
　 to　 December,　 1991,　 by　 M.　 Ichinose,　 K.　 Nozaki　 and　 S.　 Kainuma.　 17　 p.　 March　 l993.
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
Sheet　 33:　Bergersenfjella　 (ベ ル ゲ ル セ ン 山)1/100000.
Explanatory　 text,　 by　 H.　 Ishizuka　 etα1.　 14　p.　 with　 8　 pl.　 March　 l993.
そ の 他


























































W.一 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議 員 会
研究所の事業計画その他管理運営に関する重要事項 について所長に助言する。
第10期評議員名簿 (任 期3.9.29～5.9.28)
赤 池 弘 次 統計数理研究所長 菅 原 寛 孝 高エネルギー物理学研究所長
浅 田 敏 東海大学開発技術研究所教授(会 長) 西 村 純 東京大学名誉教授
阿 南 功 一 前筑波大学長 蜂 須 賀 弘 久 京都教育大学長
有 馬 朗 人 東京大学長 東 晃 元国際基督教大学教授
河 村 欣 二 ㈱海外広報協会 藤 野 和 夫 北海道大学低温科学研究所長
古 在 由 秀 国立天文台長 松 田 達 郎 国立極地研究所名誉教授
小 山 宙 丸 早稲田大学総長 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授(副 会長)
齋 藤 成 文 東京大学名誉教授 諸 澤 正 道 国立科学博物館長
七 田 基 弘 神奈川大学教授 山 本 草 二 上智大学教授







荒 木 徹 京都大学教授 川 口 貞 男 国立極地研究所教授(会 長)
岩 月 善 之 助 広島大学教授 平 澤 威 男 国立極地研究所教授
甲 藤 好 郎 日本大学教授 吉 田 栄 夫 国立極地研究所教授
小 疇 尚 明治大学教授 小 野 延 雄 国立極地研究所教授
田 中 義 人 名古屋大学教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
坂 野 昇 平 京都大学教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
樋 口 敬 二 中部大学教授(副 会長) 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授
前 晋 爾 北海道大学教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
村 野 正 昭 東京水産大学教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
森 本 武 利 京都府立医科大学教授 福 地 光 男 国立極地研究所教授







4.平 成5年 度概 算要 求の基 本方針 について











3.平 成5年 度一般 共同研究の公募について
4.平 成5年 度特別研究学生の公募について
第66回 運営協 議員会 平成5年2月22日(月)
議 題
1.教 官人事 について
2.第35次 南極地域観 測実施計 画(案)に ついて
3.平 成5年 度共同研 究について
3)南 極 地 域 資 源 特 別 委 員 会
(1)南極 鉱 物 資 源特 別委 員会
所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。
(2)南極 海 洋 生 物 資 源 特 別 委 員会
所長の諮問に応じ,南極地域の海洋生物資源に関する諸問題を調査審議する。
4)共 同研究委員会




































































小 野 延 雄 教 授
4.4.5～4.llカ ナ ダ
工 藤 栄 助 手
4.4.10～6.1カ ナ ダ
小野延雄 教 授
4.4.20～5.1ア イスラ ン ド共和 国
星合孝男 所 長
4.4.24～5.2ア イスラ ン ド共和 国
吉 田栄夫 教 授







内 藤 靖 彦 教 授
4.6.4～6.19
星 合 孝 男 所 長
4.6.6～6.14
アメリカ合衆国
アルゼ ンチ ン共和 国






















平 澤 威 男 教 授
4.6.6～6.22
伊 藤 一 助 教 授
4.6.15～7.3
藤 井 理 行 助 教 授
4.6.16～6.26
和 田 誠 助 手
4.7.1～9.30
森 脇 喜 一 助 手
4.7.3～7.24
渡 邉 興 亜 教 授
4.7.30～8.15
青 木 周 司 助 手
4.8.1～8.19
牛 尾 収 輝 助 手
4.8.12～9.7
小 野 高 幸 助 教 授
4.8.23～10.9
神 沼 克 伊 教 授
4.8.31～9.7
星 合 孝 男 所 長
4.9.6～9.12
内 藤 靖 彦 教 授
4.9.6～9.16
内 藤 靖 彦 教 授
4.10.23～ll.7











































星 合 孝 男 所 長




谷村 篤 助 手,
本山秀明 助 手,
千葉 健 文部技 官
4.ll.14～6.3.28南極 地域
神 沼 克 伊 教 授
4.ll.17～12.4ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,南 極 地 域
綿 貫 豊 助 手
4.ll.17～5.3.17オ ー ス トラ リ ア,南 極 地 域




佐 野雅 史 設営総括係長
5.1.7～2.21オ ース トラ リア,南 極地域
小野延雄 教 授
5.1.10～1.18ア メ リカ合衆国
内 藤 靖 彦 教 授























小 島 秀 康 助 手
5.3.13～3.27



































渡 邉 興 亜 教 授
4.10.26～10.28
渡 邉 興 亜 教 授
4.ll.19～11.25
工 藤 栄 助 手
5.1.10～1.17
船 木 實 助 手
5.3.22～4.21
連合王国,　 HFレ ーダネットワーク観測に関する国際ワークショッ
ドイツ連邦共和国 プ出席,及 びHFレ ーダに関する研究打合せ
アルゼンチン共和国,第22回SCAR総 会に伴 う作業委員会,専 門家会議出席,
チリ共和国 及び南極半島の火山研究
アルゼンチン共和国 南極研究科学委員会雪氷学作業委員会出席
チェコ ・スロバ キア連邦共和 国,岩 石磁気,古 地磁気及 びデータベ ース研 究会出席,及 び


















デ ビッ ド ジ ョン エ リス　(David　 John　 Ellis)
オース トラ リア国立大学 ・上級講師
平成4年1月10日 ～平成4年5月9日











ヒルカ マー ジャッタ ランタ　(Hilkka　 Marjatta　 Ranta)
ソダンキラ地球物理観測所 ・主任研 究員
平 成4年ll月1日 ～平成5年1月31日
ア イス ラン ド及び昭和 基地におけ るイメー ジングリオ メー タ観測デー タの解析研究










謝 自楚(シ ェ ジチュ ウ;Xie　 Zichu)











フランク トーマ ス バ ーキー　(Frank　 Thomas　 Berkey)
ユ タ州立大学大気 ・宇宙科学研 究 セ ンター ・助教授
平成5年2月8日 ～平成5年5月7日
オー ロラ現 象の地上 一衛星同時観測の研 究








ハー トウィック ジャーナ ン ト　(Hartwig　 Gernandt)








受 入 れ 研 究 者
ポー ル アーサ ー バ ークマ ン　(Paul　 Arthur　 Berkman)
オハ イオ州立大学バー ド極地研究 セ ンター ・助教授
平成5年1月5日 ～平成6年1月4日

























Dr.　WASILEWSKI,　 P　 (米 国航 空宇宙局 ゴダー ド宇宙セ ンター ・研 究員)
金 禮東(Dr.KIM,Y.-D.)(韓国海洋研 究所 ・地球科学研 究室長)
襲 知本　(Prof.　GONG,　 Zhiben)　 (中国科学院安徽光学精密機械研 究所 ・所長)
周 軍　(Dr.　ZHOU,　 Jun)　 (同助教授)
張 豹武(Mr.　 ZHANG,　 Baowu)　 (中 国科学 院大気物理研究所 ・高級工程 師)
孫 宝来(Mr.　 SUN,　 Baolai)　 (同工程 師)
陳 継平(Mr.　 CHEN,　 Jiping)　 (同工程 師)
石 巌玉　(Prof.　SHI,　Guangyu)　 (同教授)
Dr.　PALME,　 H.　(マ ックスプラ ンク研究所 ・研究員)
Dr.　KERRIDGE,　 J.　F.　(カ リフォルニ ア大学 ロサ ンゼル ス校 ・助教授)
Prof.　WANKE,　 H.　(マ ックスプラ ンク研究所 ・教授)
Dr.　TATSUMOTO,　 M.　 (ア メ リカ地 質調査所 ・研究員)
Prof.　 CLAYTON,　 R.　N.　 (シ カゴ大学 ・教授)
謝 矢徳　(Prof.　XIE,　Xiande)　 (中国科学院地球化学研究所 ・所長)
Dr.　PESONEN,　 L.　J.　(フ ィ ンラ ン ド地質調査所 ・研究員)
Prof.　 FLYNN,　 G.　J.　(サ ニー ・ピッツバ ーグ物理学研究所 ・教授)
Dr.　CRESSWELL,　 R.　(ト ロン ト大学 アイソ トー プ研 究所 ・研 究員)
林 文祝(Dr.　 LIN,　Wenzhu)　 (中 国科学 院地球化学研究所 ・助教授)
Prof.　 TAYLOR,　 L.　A.　(テ ネシー大学 ・教授)
Dr.　SCORZELLI,　 R.　B.　(ブ ラジル国立観測所 ・研究員)
Dr.　OSADCHII,　 E.　(実験鉱物研 究所 ・研究員)
Prof.WALKER,R.M(ワ シン トン大学 ・教授)
Dr.　WARREN,　 P.　H.　(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校 ・研 究員)
Dr.　JAKES,　 P.　(プ ラハ地質調査所 ・研究員)
Prof.　BHANDARI,　 N.　(物理学研究所 ・研究員)
季 春来　(Dr.　LI,　Chunlai)　 (中国科学院地球化学研究所 ・研究員)
Dr.　NISHIIZUMI,　 K.　(カ リフ ォルニア大学 サ ンデ ィエ ゴ校 ・研究 員)
Dr.　HIROI,　 T.　(米 国航空宇宙 局 ・研 究員)
Dr.　AMARI,　 S.　(ワ シ ン トン大 学 ・研 究員)
Dr.　MATTHEWS,　 A.　(ニ ュー ジー ラン ド科 学産業省)
周 鳳仙　(Prof.　ZHOU,　 Fenxian)　 (中 国科学 院大気物理研究所 ・教授)
Dr.　MATHAVAN,　 V.　 (ス リランカ国立ペ ラデニ ア大学 ・上級講師)
Dr.　RADHAKRISHNA,　 T.　 (イ ン ド地球科学研究所 ・研究員)
Prof.　 RAO,　 A.　T.　(ア ンダラ大学 ・教授)
Mr.　 NORRIS,　 B.　(カ ンタベ リー博物館 ・研究員)
陳 延愚　(Dr.　CHEN,　 Tingyu)　 (中 国地 質科学 院地質研 究所 ・副所 長)
Prof.　LANGE,　 M.　A.　(ラ ップ ラン ド大学 ・教授)
Prof.　BERING,　 III.,　E.　A.　(ヒ ュース トン大学 ・教授)
Dr.　TRIVETT,　 N.　(カ ナダ大気環境研究所 ・研究 員)
Dr.　SALMON,　 J.　(同研究員)
Dr.　ACHARYYA,　 S.　K.　 (イ ン ド地質調査所 ・副所長)
Prof.　BENSON,　 C.　S.　(ア ラスカ大学地球物理研究所 ・名誉教授)
Prof.　FALTHAMMAR,　 C.-G.　 (ス ウェーデ ン王立科学技術研究所 ・教授)
Dr.　SALVIGSEN,　 O.　(ノ ル ウェー極 地研 究所 ・研 究員)




















Dr.　LANSMAN,　 M.　 (フ ラ ンス国立地球研究所 ・測地部長)
Dr.　AHN,　 Byng-ho　 (キ ュ ンボク国立大学 ・準教授)
Dr.　ALLEN,　 J.H.　 (米国大気海洋局/米 国地球物理学デー タセ ンター ・
STP世 界資料 セ ンター ・所長)
Ms.　 STOCKTON,　 E.(米 国国務省情報調査局地図課 ・地図専 門官)
Mr.　 JOHNSON,　 M.　 (同地図専門官)
Ms.　 STOCKTON,　 E.　 (米国国務省情 報調査 局地図課 ・地図専 門官)
Mr.　 JOHNSON,　 M.(同 地図専門官)
Prof.　 LEBOEUF,　 B.　(カ リフォルニア大学サ ンタクルス校 ・教授)
Ms.　 BLACKWELL,　 S.　(同研 究助手)
Mr.　 CROCKER,　 D.　(同大学 院生)
Mr.　 ANDREWS,　 R.　(ブ リテ ィッシュ コロンビア大学 ・研究助手)
Dr.　HUDSON,　 B.　(ク イー ンズラ ン ド科学技術大学 ・助教授)
Dr.　GALAS,　 R.　(ポ ツ ダム地球物理 中央局 ・主任研究員)
Prof.　 COLE,　 K.　D.　 (オース トラリア ・ラ トローベ大学 ・教授)
Dr.　ZWALLY,　 H,　J.　(米国航 空宇宙局 ゴダー ド宇宙飛行 セ ンター ・主任研究員)
Dr.　LOHR,　 H.　(ブ ラウ ンシュバ イク工科大学 ・研 究員)
Mr.　 TAYLOR,　 C.　(前米国航空宇宙局追跡 ・デー タ部門 ・副監理官)
Dr.　CHANG,　 A.　(米国航空宇宙局 ジェ ッ ト推進研 究所 ・研 究官)
Dr.　SCHULTZ,　 N.　E.　(同 ゴダー ド宇宙飛行 セ ンター ・研究官)
Dr.　WEST,　 W.　W.(同 研究官)
Prof.　FRYXELL,　 G.　A.　(テ キサ ス農工大学 ・教授)
王 良璋　 (Prof.　WANG,　 Liangwei)　 (蘭州氷河凍土研究所 ・教授)
謹 建玉　 (Dr.　TAN,　 Cengung)　 (同助教授)
Dr.　MACDONALD,　 R.　W.　 (カ ナダ水産海洋省海洋科学研 究所 ・プロジェク トリーダー)
Dr.　GLEBOVITSKY,　 V.　A.　(先 カンプリア地質学年代 学研 究所 ・研 究員)


























理博 星 合 孝 男
理博 川 口 貞 男
理博 平 澤 威 男
理博 山 内 恭
































































































































































































神 沼 克 伊
??????????????
佐 藤 夏 雄
佐 藤 夏 雄




















































































鷹 野 和 夫(管 理部会計課総務係主任)



















黒 澤 克 彦(筑 波大学学務部学務第二課教育公開
係教育公開主任)
飯 嶋 裕 (管理部庶務課共同利用係長)
若 林 茂 樹(管 理部庶務課長)
宮 内 盈 義(管 理部長)




















































































































































































































第33次 越冬隊,第34次 夏隊帰国(成 田)
第33次 越冬隊,第34次 夏隊帰国歓迎会
第24回 南極明石研究委員会,川 口教授退官記念講演,森 山文部大臣視察
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